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　今から二千七十一年前の話だ。

　創造神エリアス様は、新たにお作りになった矛ほこと盾たての力を使って、破は壊かい神しんイヴラミとの長い戦いに勝利された。

　のちに人間たちから『神しん魔ま戦せん争そう』と呼ばれるようになる神と魔の争いだ。

　戦いを終えたエリアス様は、生き残った天使たちを引きつれて、天界へと帰っていかれた。

　私を置いて。

　傷つき、翼つばさを失った私は、エリアス様に見捨てられたのだ。

　イヴラミが死んでも、部下の魔族たちは、まだこの大地に多く残っていた。力をなくした私では、どうしようもない。

　一度は死を受け入れようと思った。

　だが、死にたくなかった。

　私は人間に紛まぎれ、各地を回って天使の羽を集めることにした。

　この大地には、戦争で散っていった天使たちの羽が残っているはず。それを使って、天界に帰るつもりだった。

　百年かけて集まったのは、たったの十三枚。私が天界に帰るには、三千枚以上の羽が必要だ。

　とても無理だと悟さとった。

　けれど。

　百年という時の流れは、私の価値観を大きく変えてくれた。天界への執しゆう着ちやくが薄うすれ、代わりに、この大地と人間に愛着を持つようになっていたのだ。

　なぜか、はわからない。

　けれど私は――

　もう天界に帰ることはあきらめよう――と。

　この大地で生きよう――と。

　この世界で人間たちを導こう――と。

　そんな風に考えるようになっていた。

　だが。

　エリアス様が天界に帰られてから長い年月が経たち、この世界と、大地と、人間たちの心は――腐くさりかけている。

　新たな神による修正が必要だ。

　遠い天界にいらっしゃるエリアス様ではなく。

　この大地に立っている誰だれかが、この世界を愛する誰かが、それを為なさなければいけない。

　いや。

　成すべきなのだ。

　だから私は。

　だから私が。

　神になることを決意した。

　それが、私を導いてくださったエリアス様への恩返しであり、私を棄すてたエリアス様への復ふく讐しゆうなのだから。







プロローグ　盾と矛







　奇き妙みような光景だった。

　本来なら武器の所持など認められるはずのない玉座の間で、武器を持った二人の騎き士しが対たい峙じしている。

　一人は、矛を持った女の騎士。

　もう一人は、盾を構えた男の騎士。

　王の居ぬ間に、というわけではなさそうだ。玉座には王が、その両りよう隣どなりには、高官が二人たたずんでいる。

「ねえ、どうなると思う？」

　そう口にしたのは、女騎士の方だった。

　女の名は、ミシェル・セパルティア。

　年は十七歳さい。

　騎士の国である『リアン王国』の矛の騎き士し団だんの騎士――そして、どんなものでも貫つらぬき通す矛である『絶対穿貫セパルテイア』の使い手である。

　ややウエーブのかかった金色の髪かみをさっとかき上げて、清らかな泉のように澄すんだ青い瞳ひとみで、男騎士をじっと見つめていた。

　ミシェルの視線の先にいる男騎士は、問われると「さあね」と短く答えた。

　男の名は、ザック・オールカヴァー。

　年は十七歳。

　騎士の国である『リアン王国』の盾の騎士団の騎士――そして、どんな攻こう撃げきでも防ぐ盾である『絶対防御オールカヴアー』の持ち主である。

「つまんない返し。ビビってんの？」

「ああ、怖こわいよ」

「……怖い？」

　ザックの言葉を聞いて、ミシェルは目を丸くする。

「あら、意外ね。認めちゃうんだ」

「まあね。歴史的な試みの前だっていうのに、ヘラヘラしていられるお前の性格が怖いなって」

　聞いてミシェルは「ふん」と鼻を鳴らし、言い返した。

「それを言うなら、あんたこそ。王の前だっていうのに、よくもまあ、そんな品性のない皮肉を吐はけるものね」

「そりゃまあ。事実だからな」

　挑ちよう発はつ的てきな笑えみを浮うかべるザック。

　子供のような口論を続ける二人には、まったく緊きん張ちよう感かんがうかがえない。

「やめんか、お前たちっ！」

　そう叫さけんだのは、王の隣となりにいる高官の一人だった。

「こんなときにケンカしてどうする？　もっと緊張感を持ったらどうなんだ？」

「「………………」」

　高官の注意を聞き入れようとはせず、二人は、にらみ合ったまま微び動どうだにしない。

「……まったく」

　高官は、額に手をおいて深いため息をついた。

　その様子を見ていた王は、場を制するように一つ咳せき払ばらいをすると、

「心の準備もあるだろう。お前たちのタイミングで始めるがよい」

　厳おごそかに告げた。

　王の言葉を受け、二人は即そく座ざににらみ合うことをやめて、片かた膝ひざをつき礼をした。そして、先ほどとは打って変わって、今度は凛りんとした表情で対峙する。

『歴史的な試みの前』『こんなときに』――ザックや高官がそのように表現したのには、理由がある。

　今から二人が行うことは――




　どんなものでも貫き通とおす矛で、どんな攻撃でも防ぐ盾を突ついたらどうなるか？




　――というものだった。

『絶対穿貫』と『絶対防御』――リアン王国の二つの至宝を、対決させようというのだ。

「んじゃ、やるわよ」

　ミシェルの声かけに、ザックは小さくうなずいた。ミシェルは流れるような動きで矛を振ふり回まわすと、切っ先をザックへと向ける。

　そして、ザックが盾を構えたのを確かく認にんすると、手にした矛を振り上あげて、

「死んでも……恨うらまないでねっ！」

　突くでも斬きるでもなく、勢いよく投げつけた。

　ミシェルから放たれた矛は、光の矢に変化してザックへと襲おそいかかる。

　その光の矢は、どんなものであろうと絶対に貫き通す――

　対して。

「絶対防御！」

　ザックが叫ぶと、盾の前に光の魔ま法ほう陣じんが現れた。

　その魔法陣は、どんな攻撃であろうと絶対に破れない――

　そして二つが触ふれた――瞬しゆん間かん。

　玉座の間は、まばゆい白光におおわれた。







第一章　ザックとミシェル







１




　リアン王国は、大陸の北東部にある騎士の国で、約三百年の歴史がある。

　魔ま法ほう技ぎ術じゆつは遅おくれているものの、精強な騎士団を擁ようしており、他国や魔族の侵しん攻こうを幾いく度どとなく撃げき退たいしている。とくに、精せい鋭えいのみで編制されている『盾の騎士団』と『矛の騎士団』は、大陸最強と称しようされるほどだ。

　そしてこの国には、『絶対防御オールカヴアー』と『絶対穿貫セパルテイア』――どんな攻撃でも防ぐ盾と、どんなものでも貫き通す矛が存在している。




「絶対防御と絶対穿貫を対決させる、ですか？」

　王の言葉を、ザックは確認するかのようにくりかえした。

　その日、盾の騎士団のザック・オールカヴァーは、城の玉座の間にいた。王から招集がかかったのである。

　ザックの他に、矛の騎士団のミシェル・セパルティアの姿もあった。彼かの女じよも同じく招集を受けたのだろう。

　並んで跪ひざまずいている二人から数段高くなった場所――玉座には国王フレデリック、その両りよう脇わきに、王の甥おいであるデミアンと、宰さい相しようのボリスが立っている。

　国王のフレデリックは、ザックの言葉に小さくうなずいた。

「我わが国くにの歴史の中で、絶対防御と絶対穿貫の使い手が、同時期に存在したという記録はない。ゆえに、この二つの『遺物』が、どちらが強いのかを記録に残したいのだ」

『遺物』と王は言った。

　遺物とは――神々の落とし物。

　およそ二千年前、神が破壊神を討うち取とったとされる『神しん魔ま戦せん争そう』において使用された、道具アイテム、魔法、特殊能力スキルであるといわれているが、詳しよう細さいはわかっていない。

　ただ確かなのは、いずれの遺物も、神がかり的な力を人間に与あたえるということだ。

　治世においては信しん仰こうの対象となり、乱世においては時代を制するモノ――それが遺物である。

　大陸にどれほど存在しているかは定かではないが、リアン王国には、絶対防御と絶対穿貫の二つの遺物が伝わっていた。

「ザックも知りたいであろう？　どちらが強いのか」

　王が上じよう機き嫌げんに尋たずねると、ザックは視線を床ゆかに向けたまま「はあ」と煮にえ切きらない返事をした。

　たしかに、絶対防御と絶対穿貫が、同時期に使える状態で存在していたという記録はこれまでにない。

　気にならないと言えば嘘うそになるが、わざわざ試ためすことなのだろうか。

　遺物が傷つく、予期せぬ事故が起こる、など。

　平和な今の時代においては、リスクが大きすぎるように思う。

「ちょいちょいちょいちょいちょ～～～～～～～～いっ！」

　と。

　威い勢せいよく口をはさんできたのは、王の甥であるデミアンだった。

「ノリ悪くね？　ザックちゃん」

　二十代半ばの若者ということを差し引いても、デミアンの口調には品性がなかった。もっともそれは、なにも今回に限った話ではないのだけれど。

　小こ柄がらで華きや奢しやな見た目の王とは違ちがい、デミアンは長身で、よく引きしまった体をしている。その長い手足を無む駄だに動かして、演えん技ぎ過か剰じような調子で続けた。

「遺物を対決させるんだよ？　わかってる？」

「はい……それはもちろん」

「これはさ、いわばお祭りなのよ、お祭り。もっとアゲていかなきゃ」

「はあ……アゲて、ですか」

「どんなものでも貫き通す矛と、どんな攻撃でも防ぐ盾の対決なんてさ、聞いただけでも胸熱でしょ？　結果はどうあれ、お前や王の名前だって歴史に残る」

　聞いてザックは、なるほど、と思った。

　なぜ王が突とつ然ぜんこんなことを言いだしたのか気になっていたのだが、そういうことか。この調子だと、デミアンが進言したのだろう。

『前ぜん代だい未み聞もんの大発見をした王として、歴史に名前が残りますよ』

　などと。

　大きな戦争がない今の時代、よほどの善政を行わないかぎり、王の名前が百年先まで残るようなことはない。目立った功績がない王にとっては、さぞや魅み力りよく的てきな提案だったことだろう。

　個人的には、平和を保ち続けるというのも、決して目立ちはしないが、立派な功績だと思うのだけれど。

「まあ、今の時代に二つの遺物が存在するというのも、天意なのかもしれぬ。新たな発見を後世に伝えるのも、予は大切だと考えているのだ。たとえそれが、望ましくない結果であろうとな」

「立派なお考えです」

「やってはくれぬか、ザックよ」

「もちろん、謹つつしんでお受けいたします」

　ザックは、凛とした声で即そく答とうした。

　さっきは王の真意を測りかねていたため、あれこれと考えてしまっていた。それでノリが悪く見えたのかもしれない。

　もとより臣下であるザックに拒きよ否ひ権けんなどないのだし、やること自体に異論はない。

　ザックの言葉を聞き、王は満足そうにうなずいた。

「ミシェルもよいな？」

「え？」

　すっかり油断していたのであろう。間の抜ぬけた声を発したあとで、ミシェルはあわててピンッと背筋を伸のばした。

「はい。もちろんオッケー……じゃなくて、えっと……ですね、……ちゅちゅしんでお受けいたしましゅ」

　かんでいた。王に対して。

　このじゃじゃ馬うま娘むすめときたら。騎士であるというのに、敬語もまともに使えないのか――と、ザックは密ひそかにため息をついた。

「ミシェルちゃん、可愛かわいい！　ちゅちゅしんで、だってっ！　ぎゃははははっ！」

　デミアンは手を叩たたいて笑い、ミシェルをからかった。ミシェルは、耳まで真っ赤にさせてうつむいてしまう。

「ごほんっ」

　大笑いしているデミアンをたしなめるように、王が咳払いをする。デミアンはつまらなそうに唇くちびるをとがらせていたが、再び王が咳払いをすると、大人しく引き下がった。

　王は「さて」といったん仕切り直し、

「ときにザックよ」

「はい」

「実のところ、予は絶対防御と絶対穿貫のことを、詳くわしくは知らぬのだ。い、いやな、城の学者たちから話は聞いたのだが、『どんな攻撃でも防ぐ』『どんなものでも貫き通す』という事こと柄がら以外は、どれも抽ちゆう象しよう的てきな説明ばかりで、正直なところ理解が及およばぬ……」

「……」

　そんなものなのか、とザックは思った。

　こんな命令をするくらいだから、しっかりと事前調査をしてあるのだと思ったけれど、学者に話を聞いただけとは、少々がっかりだった。

　もっとも、城にある書物をすべて調べたとしても、遺物に関する記述を見つけるのは難しいのだろうが。

「公開されている書物は、歴史家が見たことを記録しているだけですから。抽象的になってしまうのも当然でしょう。よろしければ、私が説明いたしますが？」

「……うむ。では頼たのむ」

　ザックは「はい」と返事をして立ち上がった。

「絶対防御とは、正確には武具ではありません。私の特殊能力です」

「武具ではなく……特殊能力だと？」

「はい。発動条件は『盾を装備すること』で、その盾に『どんな攻撃でも防ぐ障しよう壁へき』を付ふ与よすることができます。障壁は魔ま法ほう陣じんで展開され、大きさはほぼ無制限。防ぐ攻撃により変化します」

「なるほど……。では、ザックが装備した盾こそが『絶対防御』ということか？」

「そうなりますね。盾として作られたものなら、どんな物でも特殊能力の発動は可能です。ただし、盾自体の性能によっては、特殊能力に耐たえられず、数回の使用で壊こわれてしまうこともあるでしょう。逆に高性能の盾ならば、障壁を展開したまま攻撃することも可能です」

「それは……すごい」

　王が感かん嘆たんする。

「ですが、弱点もあります。先ほどお話ししたとおり、絶対防御は、盾を装備していないと発動できません。ですから――」

　と、ザックは両手を広げる。

「今のように手ぶらでは、絶対防御を使うことはできません。また、絶対防御の障壁は、毒、広こう範はん囲い魔ま法ほうなども無効化できますが、攻撃を自動防御する機能はありません。必ず私自身が、盾で攻撃を受け止める必要があります」

「ということは……死角からの攻撃や、不意打ちには対応できない、と？」

「ええ。ただそれは、使用者が訓練を積んでおけばいいだけの話です。そういう意味では、絶対防御の弱点というより、使用者の弱点と言えますね」

　ザックは言って、王に左手の甲こうを見せた。

　そこには、盾のような形の紋もん章しようが刻まれている。

「そしてこれが、絶対防御を受うけ継ついでいる者の証あかしです。オールカヴァー家の男子で、資質ある者のみに現れるとされていますが、真相はわかりません。この紋章は、私が生まれたときからあったと聞いています」

「他の者にはないのか？　ザックの兄弟は？」

「私に兄弟はおりません。ですが、いたとしても紋章はないでしょう。同じ時代に絶対防御が二つ以上存在したという記録は、今までにありませんので」

「つまりは……ザックだけの能力、か」

　王は口元に手を当てて、独り言のようにつぶやいた。

「……絶対防御について私から説明できるのは、これくらいでしょうか」

「単に『無敵の盾』――というわけではないのだな……」

「基本的には、そのような認にん識しきでよろしいかと。ただ、遺物について書かれている書物は少ないので、もしかすると、まだ隠かくされた能力があるのかもしれません」

「なるほどのう……」

　と、王は装そう飾しよくを凝こらした椅い子すの背もたれに体をあずけ、控ひかえめにうなずいた。

　しばらく沈ちん黙もくが続いたあとで、王はミシェルへと視線を向ける。

「ではミシェルよ。絶対穿貫の説明を頼む」

「はいっ！」

　場にそぐわない元気で澄んだ声が、玉座の間にこだました。

　不意を突かれた、というのもあるだろうが、しばらく声を出していなかったため、どうにも加減がわからなかったのだろう。

　デミアンはくすくすと忍しのび笑わらいをし、ボリスは額に手をやってため息をついていた。

　ミシェルはバツが悪そうに立ち上がると、「おほん」と一つ咳払いをしてから説明を始めた。

「私の絶対穿貫は、どんなものでも貫き通す最強の矛ですっ！」

　と。

　それだけ言って、どや顔で王を見つめるミシェル。

　これもまた、とても元気のいい声だった。

「………………？」

　王はしばらく説明の続きをまっているようだったが、いつまでたっても、ミシェルは口を開こうとはしない。

　痺しびれを切らして、

「……それだけか？」

　と王から尋ねた。ミシェルは「はい」とうなずく。

「い、いやな。『矛です』と言われても……。見たところ、なにも持ってはおらぬようだが？」

　ミシェルは視線を右上へと向け、しばらく考えたあとで、

「あーーーっと……。要いります？　そこんとこの説明」

　首を傾かしげて聞き返す。




「「「「………………」」」」




　王も。

　ボリスも、デミアンも、そしてザックも。

　みなが心の中で一いつ斉せいにツッコんだ。

『要るってっ！』と。

「ちょっと待ってくださいね……。えっと……ねえ。なんて説明すればいいかな？」

　ミシェルは顎あごに手を当てて、難しい顔で思案する。

　絶対穿貫のことは、彼女もよく知っている。知ってはいるのだが、それを言葉にするということが、どうにも難しいのだ。

『歩く姿は花のように美しく、戦う姿は嵐あらしの如くすさまじい』――それが、ミシェル・セパルティア。

　矛の騎士団の騎き士し団だん長ちようを母親にもつお嬢じよう様さまで、その戦せん闘とう能のう力りよくは、リアン王国最強といわれるほどの実力者。

　透すき通るような白い肌はだに、金色の長い髪と青い瞳がよく栄はえており、正に花のように美しい女性だ。

　――が。

　それはあくまで、遠目に見たときの印象である。

　口を開かなければ美人、という言葉がぴったりで、開放的といえば聞こえは良いが、ミシェルの場合は『残念』とか『やんちゃ』という風な表現が近い。

　決して世間知らずの箱はこ入いり娘というわけではないのだが、興味のあること――武芸以外には疎うとく、王の前であってもこの調子なのである。

　しかたない、とザックは嘆たん息そくした。

　このままミシェルにまかせていたら、話がまったく進まない。いくら仲が悪いと思われる必要があるとはいえ、助け船をだしてもかまわないだろう。

「ミシェル。王に絶対穿貫をお見せしろ」

　ザックは視線を送って行動をうながした。

　のだが――

「……はあ？　なんであんたに命令されないといけないわけ？」

　ミシェルは眉まゆをよせてにらみ返してくる。

　明らかに迷めい惑わく顔がおだった。

「………………」

　ぴしゃりと断わられ、二の句がつげなくなってしまった。

　この状態から、いったいどうやって話を進めていけばいいのだろう。

　かなりの難問だ、とザックは密かに頭をかかえた。

　ザックが困こん惑わくしていると、

「いや、それがいい！　ミシェルよ。予に絶対穿貫を見せてはくれぬか？」

「そそそそそっ。俺おれも見たいな～～～。頼むよ、ミシェルちゃん♪」

　と、王とデミアンが乾かわいた笑いを浮かべる。

　国王と国家の重臣が、いち騎士に対して気を遣つかっている様子は、なんだか新しん鮮せんに感じた。

「王の命令なら……」

　言ってミシェルは、右手を前にかざす。すると、そこに魔法陣が浮かびあがった。

　ミシェルの右手が魔法陣に触れると、中から銀色の柄つかのようなものが具現化されていった。

　それをつかみ、勢いよく一気に引ひき抜く。

「「「おおっ!?」」」

　王、デミアン、ボリスの三人が驚おどろきの声を上げる。

　現れたのは、長さ二メートルほどの銀色に輝かがやく矛だった。

　刃やいばの根元に紅あかい宝玉、柄に文字のような彫ちよう刻こくがある他には、これといった装飾は見られない。だが、それが逆に、シンプルな美しさを際きわ立だたせている。

「その矛が……絶対穿貫か!?」

　身を乗り出して尋ねる王に、ミシェルはまた「はい」とだけ返した。それ以上、いっさい説明を加えようとはしない。

　というか。

　加える気なんてないのだろう。ドヤ顔で胸を張っていやがる。

「……」

　デジャブか、と思った。

　これがデジャブであるのなら、王が「説明を頼む」と言ったところで、「えーっとですね……」と続くのだろうが。

　微び妙みような空気がただよい始めてしまったので、たまらずにザックが口をはさんだ。

「絶対穿貫は、セパルティア家の女子で、資質ある者だけが扱あつかうことができる『どんなものでも貫き通す矛』です。彼女の右手には、私と同じように証があります。今お見せしましょう」

　ザックは声を出さず、「ほら」と口を動かしてミシェルを促うながした。ミシェルは複雑な表情を浮かべていたが、再びザックに促されると、しぶしぶ王に右手の甲を見せる。

　そこには、矛のような形の紋章が刻まれていた。

「絶対穿貫は、実体のない絶対防御とは違います。その矛自体が遺物なのです。ただし、証がある彼女にしか扱うことはできません。彼女になら、出すのも消すのも自由です」

「だから、どこぞの盾みたいに『いざというときに使えない』なんてことはありません」

　と、ミシェルが得意気に解説を加える。

　余計なことは淀よどみなく言えるんだ、とザックは変に感心してしまった。

　王は少し困ったような顔をして、「それは頼もしいな」と答えていた。器の大きい王である。

　ミシェルがまた余計なことを口走らないうちに、ザックは早々に説明を続けた。

「『どんなものでも貫く』という言葉の通り、絶対穿貫は、物質ならばなんでも貫くことができます。たとえそれが、この世で最も硬かたい鉱物であっても、柔やわらかいものであっても、灼しやく熱ねつのマグマであっても――です。多少時間はかかるものの、アドレー山脈をドーナツ状にすることも可能でしょう」

　ザックが言うと、ミシェルは満足そうにうなずいていた。「そうそう」といった感じなのだろう。

　ザックは無視して続ける。

「ただし、そのままでは、本来の力を発揮することはできません。矛としては優ゆう秀しゆうですが、どんなものでも貫くには、投とう擲てきする必要があります」

「……どういうことだ？」

「絶対穿貫は、投擲することで光の矢に変化します。そして、その光の矢こそが、どんなものでも貫く『絶対穿貫』なのです。光の矢をコントロールすることは不可能ですが、自由に矛に戻もどすことは可能です。弓矢のような使い方もできる、と考えればいいかと」

「……ふむ」

　王は何度もうなずいて感嘆の声をあげる。「ここで投げてみますか？」というミシェルの提案は、ボリスによって即座に却きやつ下かされた。

　一通り説明が終わったところで、対決の日時と場所が伝えられ、二人は玉座の間を後にしたのだった。




「王に対する礼れい儀ぎを知らないのか？」

　玉座の間を出てすぐ、ザックは扉とびらの前でミシェルに話しかけた。

　王の御ご前ぜんからようやく解放され、ほっとしていたミシェルは、しばらく呆ほうけた顔をしていた。が、我に返ると慌あわてて、

「う、うるさいわね！　ああいう堅かた苦くるしい場所は苦手なのよっ！」

　と言い返す。

「苦手だ嫌きらいだと言って学ばねば、いつまでたっても成長しない。それでは、騎士団長にはなれないぞ？」

「私は別に、騎士団長になんてなりたくないもん」

　リアン王国の騎士団長は世せ襲しゆう制せいで、矛ほこの騎士団の騎士団長はセパルティア家の女性が、盾たての騎士団の騎士団長はオールカヴァー家の男性が務めるのが通例となっている。

　これは『遺物』を使えるかどうかに関係なく、建国当初からの決まり事だった。

「だとしても、礼儀を知っておくことは大切だ」

「……なに？　その上からの感じ。ちょっと頭いいからって、私に命令しないで」

「命令じゃない。助言しているんだ」

「うわぁ……、いかにも頭でっかちの奴やつが言いそうなこと。言葉変えただけってやつ。それってさ、善意っていう免めん罪ざい符ふを引っさげた、ただの悪口じゃないの？　私がバカってことなんでしょ？」

「………………」

　上う手まいことを言うな、とザックは思った。

　返す言葉を見つけるには、少し時間がかかりそうだ。

「おいおいおいおい……。中まで聞こえてるぞ？」

　そのとき、玉座の間の扉が開いて、中からデミアンが出てきた。そして、呆あきれたようにため息をつく。

「お前らさあ……。よくもまあ、飽あきもせずにケンカばっかできるな……」

「これはデミアン様」

　ザックが深々と礼をする。ミシェルも遅れて頭を下げた。

「ていうかさ、なんでうちの矛と盾の騎士団って、昔から仲が悪いわけ？」

　矛と盾。

　攻撃と防御。

　相反する二つの騎士団の関係は、建国当初からあまり良くなかった。

　とくに騎士団長であるセパルティア家とオールカヴァー家は、なにかにつけ衝しよう突とつをくりかえす間あいだ柄がらで、過去には騎士団を巻き込んでの抗こう争そうに発展したこともあったという。

　現在両家と両騎士団の関係は、昔ほど悪くはないものの、犬けん猿えんの仲には変わりなかった。

「詳しいことは、私にもわかりません。ただ、生理的に合わないだけかと」

「それはこっちの台詞せりふ！」

　ザックが答えると、ミシェルもすぐに怒ど鳴なった。ムッとした顔つきで、下からのぞきこむようにザックの顔を凝ぎよう視しする。

　たちの悪いゴロツキか、と思った。

「こっちの台詞、なんて楽をしないで、言いたいことがあるのなら、はっきり言ったらどうだ？」

「それじゃあ言ってあげる。私は、あんたのことが大だい嫌きらいっ！」

「それは好都合。俺も同じだからな」

「ふーん……。同じだ、なんて楽しないで、はっきり言ったらどうなの？」

　額をぐりぐりとすり合わせて。ザックとミシェルは、息もかかるほどの距きよ離りでにらみ合っていた。

「はいはいはい、やめやめやめやめやめやめ……」

　ぱんぱんと手を打ち鳴らして、デミアンが二人を引き離はなす。

「……とに面めん倒どうだな、お前ら。仲良くできんのか？」

「無理です」

「無理っ！」

　はぼ同時に言って、二人はそっぽを向いた。デミアンは「あっそ」とため息をもらし、小指で耳の中をかいていた。

　仲良くできないのか、とは忠告したが、返ってくる答えは予想していたのだろう。もっとも、単純に『興味がない』という理由もあるのだろうが。

　このデミアンという男は――

　国王の甥で、肩かた書がきは相談役。けれど、デミアンが仕事らしいことをしているのを、ザックはほとんど見たことがなかった。

　今日のように素面しらふならまだいい方で、たいていは酒さか瓶びんを持っているか、女性と歩いているか、である。

　曰いわく「遊びが仕事」らしい。
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　現国王には子がなく、甥のデミアンに甘あまい。それをいいことに、好き勝手やっているのだ。

「ところでさ、ミシェルちゃん♪」

　デミアンは急に声こわ色いろを変えると、跳はねるようにミシェルに近づいていった。そして耳元でささやく。

「南方の良いワインが手に入ったんだけどさ……どう？　これから飲まない？」

　ミシェルは大おお袈げ裟さに身を引いて、

「すみません、デミアン様。今日は、盾の騎き士し団だんと合同訓練がありますので」

　と、わざとらしいくらいの大声で断わった。

「……ふーん。あっそ」

　冷めた表情で言って、デミアンは二人から離れていく。その背中に、ザックとミシェルは並んで頭を下げた。

　………………。

　…………。

　……。

　やがてデミアンの気配が完全になくなると、二人は頭を上げて、

「「………………」」

　少しの間だけ視線を絡からませ、無言で別々の方向に歩いて行った。




２




　リアン王国の騎き士しの仕事は、国家と領民を敵から守ることである。

　とはいえ、他国とは同盟を結んでいるし、人を襲う魔ま族ぞくも、七十年前の戦争でほぼ絶ぜつ滅めつしている。以降、大きな戦争は起こっていない。

　長らく平和な時代が続いている現代では、都市や街かい道どうなどの治ち安あん維い持じが主な仕事となっている。盗族や魔族が出しゆつ没ぼつすればかけつけるが、騎士団を派は遣けんしなければならないような大事件は、ほとんどないのだ。




　その日の午後――

　ザックは、盾と矛の騎士団の合同訓練のため、演習場にきていた。

　王宮と城下街の間に位置するここは、高い石いし塀べいに囲まれた騎士団専用の施し設せつだ。他にも騎士団が訓練するための施設はいくつかあるが、その中でもこの演習場は、最も大きいものである。

　盾の騎士団は、ザックを中心に演習場の北側に、矛の騎士団は、ミシェルを先頭に南側に集められていた。

「ボコボコにしてやるからなっ！　覚かく悟ごしておけ！」

「薬の準備は大だい丈じよう夫ぶかぁ？」

「おいおい、薬の備び蓄ちくがなくなっちまうって！」

　大声で挑ちよう発はつしているのは、みな矛の兵士たちだった。盾の兵士たちに罵ば声せいを浴びせて、がははっ、と高笑いをしている。

「言ってろ、返かえり討ちだ！」

　矛の兵士からの挑発に、盾の騎士団のひとりが言い返した。すると、ザックがそれを制止する。

「やめておけ。挑発にのってどうする」

「で、ですがザック様……」

「その熱を訓練で発散すればいい。さあ、作戦を説明する。こちらに集まってくれ」

　盾、矛の騎士団は、通常別々に訓練している。が、ザックとミシェルは、定期的にこのような合同訓練を行っていた。

　動かない木人形や仲間相手にいくら訓練しても、実戦で役立つとはかぎらない。戦闘経験が乏とぼしい今の騎士団には、殺気だった訓練相手も必要なのだ。

　そういう意味では、対立している両騎士団の関係は、理想的だといえなくもない。

　訓練は、各騎士団から選せん抜ばつされた五十対五十の実戦方式で行うが、さすがに、本物の武器や遺物を使用するわけにはいかない。

　染せん料りようを浸しん透とうさせた布を木製の武器にまきつけて戦い、鎧よろいに染料をつけられると戦闘不能になる――と、子供のお遊びみたいな方法をとらざるを得ないが、その勝敗は騎士団の名めい誉よに関かかわるため、手を抜く者はひとりもいない。

　使用する武器の形に制限はないが、盾の騎士団は盾と短たん剣けんを模した木刀を、矛の騎士団は長い木き槍やりを、全員が例外なく選ぶ。

　その辺りは『意地』というか、騎士団の『誇ほこり』なのだろう。

「矛の騎士団の実力を見せてやるわよっ！　みんな、いいっ!?」

　集団の先頭にいるミシェルは、武器を掲かかげて兵士たちを煽あおった。すると、「おおっ!!」と熱を帯びた声が演習場に響ひびきわたる。

　ミシェルに率いられている矛の兵士たちの士気は、かなり高いようだ。

　一方で。

　盾の兵士たちは、ザックの話に黙だまって耳を傾かたむけていた。

「見ての通り、相手の士気は高い。無策で真正面からぶつかれば、大きな損害は免まぬがれないだろう。先ほど説明した作戦に従って動き、必ず二人一組で行動するように。ミシェルの相手はまともにするな。あれは、俺が止めておく」

　ザックの言葉に、兵士たちは無言でうなずく。みな自信に満ちたいい顔をしている。ザックの作戦通りにすれば勝利できる、と信しん頼らいしているのだろう。

「そろそろ時間だ。配置につけ」

　ザックが言うと、盾の兵士たちは二列に並んで陣じん形けいを作った。それからまもなくして、『ドーン』という太たい鼓この合図とともに、両騎士団の兵士たちがいっせいに走りだす。




「「「「「「うおおおおおおおおおっーーーーーーーーーーーーーーーーーーーっ！」」」」」」




　叫さけび声ごえとともに、盾と木槍が激げき突とつする。

　まるで獣けもののように飛びかかる矛の騎士団――盾の兵士たちは、数人固まって盾を並べて、その攻こう撃げきを防いだ。

　のだが――

「あまいっ！」

　叫んだのはミシェルだった。手にした木槍を盾と盾の隙すき間まにねじ込むと、強ごう引いんに払はらって陣形を崩くずしていく。

　銀の鎧を身に纏まとい、美しい金色の髪かみをなびかせて木槍を振ふるうその姿は、まさに戦いくさの女め神がみのよう。

　ミシェルの一いち撃げきで、五名の盾の兵士に染料が付けられた。

　染料を付けられた兵士は、両手を上げ、速すみやかに壁かべ際ぎわまで移動していく。こうして、相手をすべて戦闘不能にした方が勝ちというわけだ。

「ミシェルに近づくなっ！　陣形を組み直し、まずは数を減らすことに集中しろっ！」

　ザックは叫び、ミシェルのそばにいた二人の兵士を戦闘不能にした。そして、そのままミシェルへと斬きりかかる。

　――が、

「おっと」

　簡単にいなされる。逆に懐ふところに飛び込まれそうになったが、とっさに盾を前に出して、なんとか距離を取った。

「なに？　あんたが相手してくれるわけ？」

「……お望みならば」

　ミシェルがニヤリと笑う。

「なら……やってもらおうじゃないっ！」

　ミシェルは一気に距離をつめると、下段から木槍を振り上あげた。ザックはその攻撃を盾で弾はじき、一歩踏ふみ込んで、ミシェルの脇わき腹ばらを狙ねらって剣けんを振るう。

「遅おそい！」

　瞬しゆん時じに床を蹴けり上げ、攻撃を避よけるミシェル。そのまま空中で身をひるがえし、ザックに木槍を突つきたてた。

「……ちっ」

　盾で木槍を受け流し、ミシェルが着地した直後を狙う――が、その攻撃もさけられる。

　だが――

「まだだっ！」

　ザックは息を止め、さらに攻撃を続けた。

　上下に撃ち分け、一撃ごとにテンポを変え、狙いを絞しぼらせず、フェイントを入れて連撃を放つ――が当たらない。

　すべて防がれる。

　それどころか――

「やっ！」

　連撃のわずかな隙すきに、ミシェルの突きが飛んできた。

「――!?」

　ザックはなんとか盾で受け止めて、再びミシェルから離れた。

「………………」

　やはり強い。

　防ぼう御ぎよに徹てつすれば負けはしないが、まともにやり合っているかぎり、彼かの女じよに染料を付けることなどできない。

　盾の騎士団では屈くつ指しの実力者であるザックだが、純じゆん粋すいな戦闘能力だけを比べれば、ミシェルのほうが高い。

　それに加え、ザックは周りの兵士たちの行動、戦場の状じよう況きよう、流れといったものにも気を配っている。一いつ騎き打うちに集中しているミシェルに勝つのは、たとえザックであっても困難だろう。

「逃にげるのは上手いのね」

　得意気な顔で言って、ミシェルは木槍を振り回まわす。そして、布のまかれた切っ先をザックへと向けた。

「でも、今日は私の勝ちよ」

「……どうして？」

「だって。今日の私……すっごい調子いいんだもん」

「はあ？」

「昨日さ、たっぷりと寝ねたのがよかったのよね。体が軽いのよ」

　と、無意味に木槍を振り回すミシェル。

　たしかに絶好調のようだ。

「調子がいいから、いつもの中ちゆう央おう突とつ破ぱで勝てると？」

「まあね。私の得意戦法だし」

「……それしか知らないのだろう？」

「極きわめてる、と言ってくれない」

「物は言いようだな……」

「なに、悪い？」

「極めるのは悪くないんだが――」

「だが、なによ？」

「……少しは学習しろ」

　ザックは言って、呆れたようにため息をつく。そこでミシェルは「はっ」と気がついて、急いで辺りを見回した。

「――!?」

　ミシェルが目を丸くする。

　矛の騎士団の兵士が、周りにほとんどいないのだ。

　わずかばかり残っていた兵士たちも、大勢の盾の兵士に囲まれ、次々と戦闘不能にされていく。

「そ、そんな……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくミシェル。ザックはその隙を逃のがさず、地面を滑すべるようにして距離をつめると、ミシェルの脇腹に手早く染料をつけた。

「俺の勝ちだな」

　ザックが言う。

　ミシェルは「ぐぬぬ」とうめいて、

「卑ひ怯きようよ、ザック！」

「……なにが？　正々堂々と勝負したろ？」

「そうだけど……そうじゃないっ！　よそ見させて勝つなんて、卑怯じゃないっ！」

「戦場でよそ見するほうが悪い」

「本物の武器だったら、私が勝ってたもんねっ！」

　ミシェルは「べえ」と舌を出した。

「限定された状況でどう勝利に導くか考えるのも、指揮官の仕事だ。これは兵士の訓練だが、俺たち指揮官の訓練でもあるんだぞ？」

「だから、得意の中央突破でいったんじゃない」

「バカの一つ覚えでは、こちらの訓練にならない。前の敗戦を布石として使えば、今回の俺たちの動きだって予想できたはずだ。中央突破にこだわるにしても、奥おくの手てくらいは準備しておけ」

「今日は調子がよかったから、勝てると思ったのよっ！　それって悪いこと？」

「これが本当の戦場なら、部下たちは命いのち懸がけなんだ。自分の調子云うん々ぬんは、作戦の外で考えることだな」

　皮肉めいたザックの言葉に、ミシェルは「きぃぃ」と地じ団だん駄だをふんで口く惜やしがった。すでに戦闘不能になった矛の兵士数人が、見かねてなだめ役にまわる。

「ミシェル様……ここはおさえて」

「そうだ。さっさと両手を上げて、壁際まで行ってくれないか。いつまでもここにいられたら、訓練のじゃま――」

「ザック様」

　ミシェルをなだめていた兵士のひとりが、ザックの言葉をさえぎった。そして、近づいてきて小声で言う。

「ミシェル様を……あまり批難しないでいただきたい」

　怒いかりを押おし殺ころしているかのような声だった。

　おそらくは、ミシェルに聞かれたくないのだろう。彼女に背を向け、ザックに顔を見せようとはせず、うつむいたまま話している。

　ザックも小声で答えた。

「なぜだ？　指揮官の失点は、そのまま兵士の死につながる。訓練で指し摘てきするのは、なにも悪いことではないだろう？」

「たしかに。あなたの言っていることは正しい。正しい、が」

「が、なんだ？」

「理り屈くつではないのですよ。我々は、ミシェル様が先頭に立ってくださるからこそ、命懸けで戦えるのです。矛の騎士団には、矛の騎士団の戦い方があります。たとえ百パーセント勝てる作戦があっても、我々は、ミシェル様の中央突破を選ぶでしょう。それならば、死しても悔くいはないからです。……効率重視の盾の指揮官様には、とうてい理解できないとは思いますが」

　言って兵士は顔を上げ、ザックをにらみつける。

「ミシェルを信頼しているのだな」

「はい。それが矛の騎士団ですから」

「……以後気をつけよう」

　指揮官を失った矛の騎士団が敗れるまで、そう時間はかからなかった。
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　その日の仕事を終えたザックは、夜よる遅おそくに自宅へと帰った。自宅といっても、正確にはザックのではなく、叔父おじであり、養父でもあるアシッドの私し邸ていなのだが。

　アシッド邸ていは貴族街にあり、豪ごう壮そうな門構えの立派なものだった。部屋も二十以上ある。

「お帰りなさいませ～、ザック様」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおで出で迎むかえてくれたのは、メイドのドロシーだった。

　ドロシーは、この家でザック専属のメイドとして働いているエルフの女性だ。

　銀色の髪を肩かたくらいで切りそろえており、子供のような幼い顔つきをしているけれど、ザックよりもかなり年上である。

　叔父のアシッドを除けば、最も付き合いの長い人物だ。

「ただいま、ドロシー」

「お食事はどうします？」

「部屋に運んでくれないか。簡単なものでいいから」

「了りよう解かいで～～～すっ♪」

　会話しながらも、ドロシーは手て際ぎわよくザックの鎧を脱ぬがせていく。

「そういえば、旦だん那な様さまがお呼びでしたよ」

「叔お父じさんが？」

「はい。ザック様が帰ったら、すぐ部屋に来るようにって」

「……そうか」

　ザックはわずかに顔をしかめて、ため息をついた。

　叔父からの呼び出しなんて、いつもろくなことがない。

「んま、嫌いやなことは、さっさと済ませちゃいましょう。ボクが美お味いしいご飯を用意しておきますので」

　そんなザックを気き遣づかって、ドロシーは明るく声をかけた。

　ちなみにドロシーは、自分のことを『ボク』という。自じ由ゆう闊かつ達たつな彼女らしい一いち人にん称しようだと思う。元気をもらえる。

　ザックは「そうだな」と微笑ほほえんで、アシッドのもとへと向かった。




　重じゆう厚こうな扉を二度叩たたき、ザックは部屋へと入っていく。

　アシッドの部屋は特別な作りになっていて、他ほかの部屋に比べて格段に広かった。

　部屋の半分は、まるで美術館のよう。宝石をあしらった武具や黄金の甲かつ冑ちゆう、壺つぼや絵画、彫刻、その他の美術品などなど、それらが整然と並べられている。

　壁かべの一面は天てん井じようまで続く大きな本ほん棚だなになっていて、中央には豪ごう奢しやな執しつ務む机づくえが。その前に座すわって、アシッドは書類を眺ながめていた。

「ザックか」

　こちらを一いち瞥べつもせずに、アシッドは言った。

　アシッドは――年は四十代後半、こけた頬ほおと鋭するどい目つき、まるで悪行の限りを尽つくした盗とう賊ぞくのような面つら構がまえで、常に嫌な威い圧あつ感かんを放っている人物だった。

「ただいま帰りました」

「ああ」

「私に用があるとのことですが……」

「……」

　アシッドはなにも話さない。視線もくれない。

　ザックも沈ちん黙もくを貫つらぬいた。別に嫌がらせをしてるわけでも、されているわけでもない。いつものことだ。

　ザックの父親は、盾の騎き士し団だん長ちようだった。だがザックが三歳さいのとき、流行はやり病やまいで亡なくなっている。母親も、同じ病で数すうヶか月げつ後に後を追った。それゆえザックには、両親の記き憶おくがほとんどない。

　幼いザックを引き取ったのが、父親の弟であるアシッドだった。そして同時に、アシッドは騎士団長の地位も継ついでいる。

　だが、ザックはアシッドに、父親らしいことをされた記憶は一いつ切さいなかった。

　アシッドのザックへの態度は、部下に対するそれと同じ――いや、それ以下といってもいい。仕事に関すること以外、アシッドから話しかけられたことなどほとんどなかった。

　だからザックも、アシッドには上司以上の感情を抱いだいていない。

　この人が自分を引き取ったのは、親を亡くした甥おいっ子こを憐あわれんだからではないことくらい、ザックも理解している。

　アシッドが欲ほしかったのは、騎士団長の座と絶対防御。幼いザックを自分だけの駒こまにするため、早々に保護したのだろう。

　しばらく重い沈黙が続いていたが、

「王に呼ばれたそうだが？」

　アシッドが口を開いた。

　ザックは、アシッドがわずかに眉まゆ根ねを寄せたのを見み逃のがさなかった。

　おおかた、騎士団長である自分を差しおいてザックに招集がかかったことが、どうにも気にくわないのだろう。

　あまり機き嫌げんがいいとはいえないようだった。

　言葉を選ばないと時間を取られそうだ、とザックは神経をとがらせた。

　少し考えて、

「はい」

　とだけ。ザックは答える。

　無む駄だな情報は与あたえないほうがいい、そう判断した。
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「どんな話をした？」

「申し訳ありません。王から堅かたく口止めされておりますゆえ」

「……」

　再び黙る。が、今度はすぐに、

「それは、私にもか？」

　アシッドは、ここで初めてザックを見た。

　喉のどに刃やいばを突きつけられていると錯さつ覚かくしてしまうような、威い圧あつ的てきな視線だった。

「はい。『誰だれにも』と仰おおせつかっています」

　しかしザックは、まるで意に介かいさず淡たん々たんと答えた。

　高圧的な言動には、もう慣れている。

「……そうか」

　アシッドは深く追求しようとはせず、書類に視線を戻した。

　王の言葉なら、さすがのアシッドも逆らうわけにはいかないのだろう。

「ほかにご用は？」

　ザックが聞くと、アシッドは虫でも払うかのように手を振った。ザックは軽く頭を下げて部屋を後にした。




　ザックの部屋は、屋や敷しき一階の一番奥にある。

　元は倉庫として使われていた部屋で、他の部屋と比べるとかなり狭せまい。十歩も歩けば、壁から壁までゆうに手が届いてしまう。

　本棚二台と大きめの机、それにベッドを置いてしまうと、余分な空間などほとんどなかった。

　だがそれでも、ザックはここが気に入っている。

　アシッドは嫌がらせのつもりであてがったのだろうが、ザックに言わせれば、あんな広い部屋で生活するほうが気が滅め入いる。

　人も近寄らないし、考えにふけるには最高の環かん境きようなのだ。

「お待たせしました～～～」

　ザックが部屋に帰ってしばらくすると、銀のトレイに料理とワインを載のせてドロシーがやってきた。

　本棚の前で調べ物をしていたザックは、いったん手を休めて椅い子すに腰こしを下ろす。

「今日の夕食は、白パン、お野菜たっぷりのシチュー、それにリアン豚ぶたのピリ辛から炒いためでございます」

　ドロシーは、トレイから手際よく料理を机に並べていった。

「いつも悪いね、ドロシー」

「今さらなにを仰おつしやいますか」

「今さら、だからだよ。感謝の言葉は、気付いたときに言っておきたい」

「ありがとうございます。ボクにとっては、なによりも嬉うれしいお言葉ですよ」

　そう言いながら、ドロシーは慣れた手つきでワインを注いでいく。

　ザックとドロシーは、もう十四年の付き合いになる。つまりザックは、三歳からずっとドロシーの世話になっているのだ。

　幼いころは勉強も見てもらったし、武術も教わった。夜中にトイレに行くのが怖こわくて、付いてきてもらったこともある。

　ザックにとってドロシーは、メイドというより、母親に近い存在だ。普ふ段だんは真ま面じ目めな優等生を演じているザックが、仮面を脱ぎ捨すてて、普ふ通つうの十七歳の若者で甘えられる数少ない人物の一人。

　ワインを注ぎ終えると、ドロシーはベッドに腰を下ろした。

「冷めないうちにどうぞ」

「ああ。いただきます」

　言ってザックは、湯気が立っているシチューをすすった。野菜のダシがよく出ていて、かなり美う味まい。夕食の時間はとうに過ぎているので、ドロシーがわざわざ温め直してくれたのだろう。

「………………」

　横目でチラリとドロシーを見る。ドロシーはベッドに座り、子供のように足をばたつかせていた。

　母親のよう――であるが、ドロシーのことを『母』だと思うことが、ザックはなかなかできないでいる。

　ドロシーは、ザックが子供のころからずっと、まったく容姿が変わっていない。

　まったく、である。

「エルフは長命だから」と言っていたけれど、それにしても、自分より見た目も言動も若々しい彼女を『母』と思うことに、ザックは抵てい抗こうを感じていた。

　もちろん――

　照れくさいというのも、あるのだけれど。




　食事を終えたザックは、再び本を開いて調べ物をはじめた。

　食器を片付けて、空になったグラスにワインを注いでいくドロシー。

「お勉強ですか？」

　と、ザックの本をのぞきこむ。

「そういうわけじゃないよ。ちょっと気になることがあってね」

「……気になること？」

　ドロシーは首を傾かしげながら、またベッドの上まで戻もどっていく。

　ザックの部屋にいるときのドロシーの定位置は、いつもベッドの上と決まっている。椅子が一いつ脚きやくしかない、というのが大きな理由だ。

「絶対防御と絶対穿貫以外の遺物については、ほとんど知識がないからさ。他国にあるものはどうなんだろうって思ったんだけど……まったくないね、遺物についての記述なんて」

「まあ……情報を隠かくしたいってのもあると思いますけど、よくわからないから書けない、って感じなんじゃないんですか？」

　ザックはうなずいた。

　絶対防御と絶対穿貫にしても、家に伝わっている秘蔵の書物を読んだから知っているのであって、公的な書物には『神秘的な力』とか『人知を超こえた能力』などと、あいまいにしか表記されていない。

　実態がわからないから、そう書くしかないのだ。

　ザックが目を通したという秘蔵の書物にしても、過去の使い手の経験によって書かれているだけで、決して真相ではない。

　遺物は神々の落とし物――真相は神のみぞ知る。

「だけど……」

　三日後の夕刻。

　王に命じられた――その日、その時間に。

　ひとつだけ、真相が明かされる。




　絶対防御と絶対穿貫を対決させると、どうなるか？




　真実を暴あばいて――

「どうしたいのかね？」

　ザックは、独り言のようにつぶやいた。

　歴史に名を残したい――そんな身勝手な理由で、よく知りもしないモノを玩具おもちやにしていいのだろうか？

「……天てん罰ばつがなきゃいいんですけど」

　ドロシーがつぶやいた、と思う。

　どこからかそんな声が聞こえた。

　まるで、ザックの心を見み透すかしたかのような言葉だった。

「………………」

「……どうかしました？」

　呆ほうけた顔をしているザックに気付いて、ドロシーが声をかけてくる。

「今さ……なんて言った？」

「え？　どうかしましたって」

「いや、その前に。なにか言わなかった？」

「いいえ。とくには」

「ああ、そっか……」

　おそらく聞きき間ま違ちがいだろう、とザックは思った。あれこれ心配するあまり、自分の心の声が、幻げん聴ちようとして聞こえたのかもしれない。

　ザックは気を取り直して、

「なあ、ドロシー」

「なんですか？」

「二日後の夜、また頼たのめるかい？」

　ザックが言うと、ドロシーは口元に手を当てて嫌らしい笑顔を作った。

「……デートですね？」

「まあ、ね」

　視線を上へと向け、頬を指でかくザック。

「なにも恥はずかしがることじゃないじゃないですか。ザック様くらいの年ねん齢れいなら、デートなんて当たり前でしょう？」

　肩をすくめるような仕草をして、ドロシーはザックを冷やかした。

「……それなら。茶ちや化かすようなことはやめてくれ」

「もう……うぶなんですね～～～、ザック様は」

　照れているザックを見て、ドロシーは愉ゆ快かいそうに笑った。

「あー、もう！　やってくれるの、くれないの？　どっち!?」

「もちろんもちろん、やりますともっ！　ザック様の恋こい路じを邪じや魔まするなんてことは、馬に蹴けられたってできません」

　ピシッと姿勢を正して答えるドロシー。

「……」

　こういうところがあるから、彼女を『母』と思えないんだ。

「あ、そうそう。歯は磨みがいていったほうがいいですよ。チューするとき――」

「チューなんてしないっ！」

「すればいいじゃないですか。こうブチューッと」

　と、ドロシーは口をとがらせて迫せまってくる。

「ああ、本当にもう！　いい加減にしろっ！」

「はいは～い。明日には連れん絡らくをつけておきますので。安心してくださいな」

　――という感じに。

　その日は、夜遅くまでずっと賑にぎやかだった。




　二日後の深夜。

　皆みんなが寝ね静しずまった頃ころ、アシッド邸から出て行く二つの影かげがあった。

　ザックとドロシーである。

　二人ともフードつきマントをすっぽりかぶって、貴族街の裏道を足早に進んでいく。そして歓かん楽らく街がいに到とう着ちやくすると、路地裏にある酒場へと入っていった。




　小さな潰つぶれた酒場だった。

　客も店員も誰ひとりいない。店の奥が厨ちゆう房ぼうになっているようだが、やはりそこにも人の気配はなかった。

　テーブルは一つだけで、椅子も二脚しかない。ポツンと中央に置かれている。窓は厚めの布でおおってあり、戸と棚だなはあるが空っぽだった。

　だが、ホコリひとつない。すぐにでも酒場を再開できるくらい綺き麗れいに掃そう除じされている。

「飲み物を取ってきますね」

　ドロシーは言って、ひとり厨房へと向かった。ザックはマントを脱いで、椅子に腰を下ろす。

　しばらくすると、酒場の扉とびらが開き、フードつきマントで顔を隠した人物が入ってきた。

「待たせちゃったかな？」

　言ってフードを脱ぐその人物。すると、金色の長い髪がさらりと流れて現れた。

　ミシェルだ。

「今来たところだよ」

　ザックが答える。

　玉座の間で見せた『皮肉屋の優等生』風な嫌らしい物言いではなく、恋こい人びとに対してするような優やさしい口調だった。

「よかった」

　ミシェルはマントを脱ぎ捨てると、ザックの向かいに座った。

　二日前には、「あんたのことが大だい嫌きらい」と言っていたのに。

　今のミシェルの様子は、ザックに会えたことを心の底から喜んでいるかのようだった。

「おやおや、お着きでしたか。ミシェル様」

　わざとらしい口調で言って、ドロシーが飲み物を運んでくる。そして、二人の前に丁てい寧ねいにグラスを置いていき、そこにワインを注いだ。

「肴さかなはありませんが、喉を潤うるおしてくださいな」

「ありがとう」

「悪いわね、ドロシー」

　二人が礼をいうと、ドロシーは嬉しそうに笑った。

「いえいえ。ザック様とミシェル様のお役に立てるなら、なんてことありませんよ」

　ドロシーはワインを注ぎ終えると、二人が脱ぎ捨てたマントを綺麗にたたんで戸棚に重ねて置いた。

　そしてそのまま、扉へと向かっていく。

「ではでは、ボクは周りを見てますので。ごゆっくり～～～～～～～」

　小さく手を振りながら、ドロシーは酒場から出て行った。
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　ミシェルは、昔から活発な女の子だった。よく屋敷を抜ぬけ出だしては街をぶらつき、母親に叱しかられていた。

　そんなミシェルがザックと出会ったのは、やはり屋敷を抜け出して街をぶらついているときのことだった。

　五歳の頃の話である。

　屋台でドロシーと焼き菓子を食べていたザックに、ミシェルが「一口ちょうだい」と声をかけたのがきっかけだった。

　同年代の友達がいなかったミシェルは、それからというもの、毎日のように屋敷を抜け出して、ザックと遊ぶようになった。

　互たがいの家の事情を知ったのは、一年後の六歳のとき。それでも、ミシェルはザックと会うことをやめなかった。

　その頃にはもう、ザックのことが好きになっていたのだ。

　母親から教育係として付けられた偉えらい学者に、決まり事のように毎日両家の因いん縁ねん話ばなしを聞かされたが、実際のザックを知っているミシェルには、阿あ呆ほうな鳥がさえずっているように見えていた。

　ザックに思いを告げたのは、九歳のとき。「好きよ」と言ったら、ザックは「俺おれも」とだけ答えた。本当はちゃんと「好き」って言ってほしかったけれど、頬にキスしてくれたから、ミシェルは許してあげた。

　この酒場は、一年前から二人の密会に使っている場所だった。

　ザックがドロシーに頼んで用意してもらったらしいけど、ミシェルは、それ以上の詳しいことは知らない。知ろうとも思っていない。

　ただザックに会えるなら、場所なんてどこでもいいのだから――




◆




「しっかしさ、いつまで仲が悪いフリをしなきゃいけないのかしらね」

　ワインを一口飲んだあとで、ミシェルはテーブルに片かた肘ひじをついた。

「まあ……そうだな」

　と、ザックは少し考えて、

「まず二人が騎士団長になって、王族と高官たちを懐かい柔じゆうして、反対派の貴族を手なずけて、古い慣習を廃はい止しできるくらい政治的な力をつけて、部下と民衆を説得するまで、かな」

「何年かかるのよ……それ」

「……だな」

　がっくりと肩を落とすザックとミシェル。

　先のことを考えると、いつも憂ゆう鬱うつになってしまう。

　オールカヴァー家とセパルティア家の争いは、それぞれを支持する貴族たち、商人ギルド、裏の組織といったものの、代理戦争という面も含ふくんでいる。さらに、王家の思おも惑わく、古いしきたり、部下や民衆の心情などもあって、個人の力だけで争いをやめることは、かなり難しい状況だった。

　お互い好き合っている二人だが、普段は――というか、こうして密会するとき以外はずっと、徹てつ底ていして仲が悪いよう振ふる舞まうことにしている。そうしないと、余計なトラブルを生み出してしまう恐おそれがあるからだ。

　リアン王国は、オールカヴァー家とセパルティア家が争うことで、社会のバランスがとれている――そういう奇き妙みような状態が、建国以来ずっと続いているのだ。

「並んで街を歩ける日なんて、くるのかな？」

　ミシェルがため息をつく。

「並んで街を歩きたいの？」

「……べ、別に。そういうんじゃ……ないけどさ」

　ミシェルは顔を真っ赤にさせて、恥ずかしそうにそっぽを向いた。そんな彼女を見て、ザックはつい嬉しくなって微笑んだ。

「一年、二年じゃ無理かもしれない。でも、絶対にあきらめない」

「うん」

「国が二人を認めないなら……二人で国を変えてやる」

　その目に強い意志を宿して、ザックは凜りん然ぜんと言った。

　社会のしくみを知らない子供の夢、と大人は笑うかもしれない。しかし、二人には望みがあった。

　たとえザックが騎士団長になったとしても、国を変えるほどの権力など、すぐには手に入らない。というより、公明正大な仕事をしていれば、たとえ騎士団長だとしても、本来は手に入るものではない。

　だが。

　遺物の使い手なら話は別だ。

　過去の記録でも、絶対防御や絶対穿貫の使い手は、少なからず国に影えい響きようを与えていた。中には『矛ほこの聖女』などと神格化され、信しん仰こうの対象になっている者までいる。

　ならば。

　何か大きな手て柄がらをたてることができれば、望みはきっとあるはず――二人はそう考えているのだ。

　密会したときの話題は、いつもこのことだった。

　二人で街を歩けるようになったら――

　どこに行こう？　なにをしよう？　なにを食べよう？

　など。

　そんな他愛たわいもないことを、いつもあれこれ想像しながら明け方近くまで話している。

　二人にとって、それがなにより楽しい時間だった。




「あのさ」

　と、ザックが切り出す。

　今日は、とりとめのない話だけをしているわけにはいかない。

　絶対防御と絶対穿貫の対決は、明日の夕刻、玉座の間で行うことになっている。そのことについて、話し合う必要があった。

「明日のことだけど」

「ああ、矛ほこ盾たて対決？」

「そうだけど。矛盾、なんて略すのか？」

　ザックは片かた眉まゆをあげて聞き返した。

「だってさ、面めん倒どうじゃない。いちいち『絶対防御と絶対穿貫』なんて言うの。もっと短くしてもいいくらい。たとえば『ホタ』とか」

「……」

　それをいうなら『セオ』か『オセ』のほうが――と言いかけたが、ミシェルの脱だつ線せん話ばなしに付き合っているとキリがないので、ザックは話を進めることにした。

「ミシェルはどう思う？」

「なにが？」

「なにがって……この対決が、だよ。目的は？　利点、失点、それにともなう周りの反応、対応、その他もろもろ。なんでもいいから、気になることはない？」

「気になること……」

　ミシェルは腕うでを組み、視線を上へと向けた。しばらくそうしたあとで、今度は頭を抱かかえてテーブルに突つっ伏ぷして、そうしたかと思えば、最後には「うーん」と唸うなりながら天井を見上げていた。

　そして、生き真ま面じ目めな表情で絞しぼり出すように言った言葉は、

「……ない」

　だった。

「……ないんだ」

　と、ずっこけそうになってしまった。

「逆にさ、ある？　前ぜん代だい未み聞もんの対決なんだよ？　結果なんて誰にもわかんないんだから、疑問なんてあるわけないじゃん」

「そういうもの？」

「そういうもの。わかんないこと考えたって、しょうがないじゃん。だって、わかんないんだから」

　ミシェルが首をすくめる。

「うーん……」

　深いことを言っているようで、実はまったく深くなくて、要するに早い話が『疑問はない』ということでいいのだろうか？

「あー、そうだ。一個『なんで？』って気になることならある」

「……」

　そういうのを疑問というのだが。

「なに？」

「対決の場所。日時が『三日後の夕刻』ってのは、あっちにも都合とかあるからわかる。けど、なんで玉座の間でやるわけ？　城の中庭とか、演習場とか、街の広場とか、もっと広いところでやればいいじゃない」

「ああ……なるほど」

　それについては、様々な状じよう況きようから考えて、ザックなりの答えを導き出していた。

　ザックは「本当のところは分からないけど」と前置きして、

「よっぽど秘密にしたいんだろうな」

「秘密に？」

「そう。ほら、王から『このことは誰にも話すな』って口止めされたろ？」

「うん」

　ミシェルがうなずく。

「つまりさ、対決のことを知っているのは、王とデミアンと宰さい相しよう、それに、ミシェルと俺の五人だけ。それ以外の人に知られたくないなら、中庭や街中でやるわけにはいかない。演習場にしたって、王がひとりでこそこそ行ける場所じゃないしな」

「だから玉座の間なの？」

「王がいて、人ひと払ばらいしても不自然じゃなくて、適度に広くて頑がん丈じような部屋――ってのが、たまたま玉座の間だったってことだろ」

「でもでも、デミアンは、この対決を『お祭り』って言ってたじゃん。なんで秘密にするの？」

　ザックは、ワインを一口飲んでから答えた。

「おそらくは、なにが起きるか、あらかじめ知っておきたいってことじゃないか。つまり予行演習ってやつ」

「……どういうこと？」

「結果が好ましくない――たとえば、絶対穿貫の方が強くて、俺ごと貫いたとするだろ？そんなものを堂々と民衆に見せてしまったら、王の沽こ券けんにかかわる。けれど五人だけなら、たとえ結果が好ましくなくても、『これは事故です』ってことにできるってわけ」

「なにそれ？　ずるいじゃん」

　ミシェルはイラついた様子でワインを飲み干すと、グラスを『どんっ』と乱暴に置いた。

　まるで酔よっ払ぱらいだな、と思った。

　ザックは「まあまあ」となだめて続ける。

「特殊能力である絶対防御はともかく、絶対穿貫は、壊こわれてしまう可能性だってある。修復は可能だろうけど、莫ばく大だいな金が必要になるから。これも事故ということにすれば、王室が非難されることもない」

　ザックは、残り少なくなっていたグラスのワインを飲み干した。もう一いつ杯ぱいとワインの瓶びんに手をかけると、ずいぶんと軽かった。ほとんど残っていない。

「……？」

　ザックは、まだ一杯しか飲んでいない。ドロシーは新品のワインを用意していたはずなので、おそらくはミシェルが飲んだのだろう。

　――かなりの量があったと思うのだが。

　本当に酔っ払っているんじゃないか、と少し心配になった。

　そう思ってミシェルに目を向けると、顎あごに手をやって、なにやら難しい顔をしている。

「どうかした？」

「うん？　ああ……ちょっと」

　はっきりしない返事をするミシェル。

「なに？　気になることでもある？」

「あ、あのさ……」

　そこまで言って、ミシェルは黙だまった。言おうか迷っているようだったが、やがて意を決したように口を開く。

「さっきザックが言ったことみたいになったら……どうしようって」

「さっき言ったこと？　ああ、絶対穿貫が壊れるってやつか。大だい丈じよう夫ぶだって。過去の記録を見ても、絶対穿貫が壊れたことなんて一度もな――」

「そっちじゃなくて」

　ザックの言葉を、ミシェルが強めの口調で遮さえぎった。

「そっちじゃない？」

「だから……その。もしもね、絶対穿貫の方が強くて、ザックごと貫いちゃったら……貫いちゃったら…………ど、どうしよう～～～～～ってええええ………………」

　涙なみだ目めになって、ミシェルはわなわなと震ふるえだした。

「……なんだ、そんなことか」

「なんだとはなによ、なんだとはっ！　ザック死んじゃうんだよ？　それでもいいの？　私は嫌いやだよっ!?」

　ミシェルはザックの両りよう肩かたを持つと、ぶんぶんと大きく揺ゆすった。体がテーブルに激しく当たって、空のワインの瓶が床ゆかを転がる。

　やはりというか。

　ほぼ一本のワインを飲み干したミシェルは、少し酔っ払っているようだった。

「ちょっ、落ち着けって」

「だってだってだってだって、なにが起こるのかわかんないんだよ？　ザックが死んじゃうんなら、私も死んでやるう～～～～～っ！」

　落ち着くどころか、肩を揺らす速度はさらに上がっていく。かなり興奮しているようだ。

　ザックは、しばらく身を任せることにした。

　いったんミシェルが盛り上がってしまったら、なにを言っても無駄なことくらい、ザックはよくわかっている。自然にクールダウンしてくれるのを待つしかない。

　それに。

　ミシェルには申し訳ないと思ったが、自分を心配して泣いてくれている彼かの女じよの姿を、もう少しだけ見ていたかった。

　女性を泣かすのは決して良いことではないけれど、愛されていると確かく認にんできたようで、心の底から嬉しかった。

　ミシェルが落ち着いてしばらくして、ザックは話を再開させた。

「俺が死ぬってのは、あくまでたとえだよ、たとえ。ていうか、あれは王が考えているだろうことであって、俺は、まったく心配していない」

「……なんで？　そうなるかもしれないでしょ？」

「たしかに、絶対穿貫が絶対防御より強いってことはありえる。絶対防御が破られる可能性だってある」

「だったら――」

「そうなったら、ミシェルがなんとかしてくれるんだろ？」

　ザックは、ミシェルの言葉を遮った。

「え？」

「だから、もし絶対防御が破られたら、その瞬しゆん間かんに、ミシェルが絶対穿貫を戻せばいいだけだろって」

「う、うん……まあ」

「なら心配ないじゃないか。ミシェルのことは信しん頼らいしている」

　普段は『子供っぽい残念な女の子』という感じだが、ミシェルの武芸の腕うで前まえは天才的だ。絶対穿貫も、自分の手足のように扱あつかうことができる。

　なにより、彼女がそんなヘマをするわけがない――と、理由とか根こん拠きよとか、そんなものとはまったく別の事情で、ザックはミシェルを信じ切っていた。

「ザック……」

　呼ばれて見ると、ミシェルがすぐ目の前で立ちすくんでいた。

「どうかし――」

　ザックが言いかけたところで、ミシェルが勢いよく抱だきついてくる。

「うわっ！」

　思わず変な声を出してしまうザック。ミシェルは力任せにザックを抱きしめ、何度も頬ほおずりをくりかえした。

「おっ……ちょ、く、苦しい……」

　ミシェルは華きや奢しやに見えるが、力はかなり強い。押おしつけられる胸の膨ふくらみの感かん触しよくや、揺れる髪かみの香かおりを愛めでる余よ裕ゆうなど、今のザックには残念ながらなかった。

　やがて解放されてミシェルを見ると、顔を真っ赤にさせて、肩で息をしていた。

　せっかく一度はクールダウンしたというのに。

　さっきよりも興奮しているようだった。

「ど、どうしたんだよ？　いきなり」

「い、いやね、こうハイになってしまって」

「……ハイになる？」

「ザックに『信頼している』って言われたら、超ちよう嬉うれしくってっ！」

　と、手をばたつかせるミシェル。

「そしたら、なんかわかんないけど、無む性しようにぎゅーってしたくなった。体の奥おく底そこがムズムズしちゃって、自分でも止められなかった。気付いたら抱きついてた！」

「なんだよ、それ……」

　ザックは呆あきれたように笑った。

　自分でも抑おさえられない衝しよう動どうみたいなものは、ザックにだってある。おそらく『信頼している』辺りの言葉が、ミシェルのツボに入ったのだろう。

　しかしそれでも、いきなり抱きついてくるのは、勘かん弁べんしてもらいたい。もしドロシーに見られていたら、なにを言われたことか。

「そうよね、きっと大だい丈じよう夫ぶ！　なにも起きるわけがないわっ！」

　勢いそのままに、ミシェルは快活な声で言った。

「大した自信。だけど、根拠なんてないだろ？」

「ううん、大丈夫。あのね、私が『大丈夫』って思ったことは、八割方うまくいくの。今までそうだったから、今回もきっと大丈夫！」

　ミシェルはザックを見つめて、はっきりと言い切った。彼女の澄すんだ青い瞳ひとみに見つめられると、心が洗われるような気持ちになる。なぜだか分からないけど、『大丈夫』と思えてしまう。

　八割の『大丈夫』を信じて疑わないのがミシェルの性格なら、残りの二割をあれこれと考えて、ひとつずつ不安を潰していくことが自分の役目なのだろう。

　正反対の二人だが、それはそれでバランスがとれているのかもしれない。ミシェルと話しているうちに、ザックの不安はいつの間にか解消されていた。

「ああ、そうだな。きっと大丈夫だろう」

　そう言って、ザックは微笑ほほえんだ。




　すでに運命の歯車が、狂くるい始めているとは知らずに――
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第二章　密談―リアン王国の闇
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「いやあ……叔お父じさん。やっちゃったねぇ」

　すらりとした長身の男が、嫌らしい笑えみを浮うかべながら言った。

「デミアン、どうしたらいい……？」

　国王フレデリックは両手で頭を抱えて、怯おびえた子供のように体を丸めている。顔は真っ青で、ぶるぶると震えていた。

　絶対防御オールカヴアーと絶対穿貫セパルテイアの対決が行われて、数十分後の玉座の間――ザックとミシェルの二人は、宰相のボリスに連れられて別室に移され、ここには王とデミアンの二人だけが残っていた。

　たった今目の前で起こったことについて、密談する必要があったのだ。

　絶対防御と絶対穿貫の対決は、予定通り本日の夕刻、玉座の間で行われた。

　ミシェルの手から放たれた絶対穿貫の光の矢――それが絶対防御の魔ま法ほう陣じんに触ふれた瞬間、玉座の間は、まばゆい白光におおわれた。

　その場にいた全員が、目を開けていられないほど強きよう烈れつな白光だった――




　やがて白光が収まったところで、フレデリックが口を開いた。

「な、なにがあった？」

　言って辺りをきょろきょろと見回す。

　デミアンとボリスは状況が飲みこめず、口をあんぐりと開いて立ちつくしている。それは、ザックとミシェルも同様だった。

　誰だれひとりなにも話そうとはしない。奇妙な沈ちん黙もくがしばらく続いていた。

「ザック、ミシェルよ！　なにがあったのだっ!?」

　沈黙に耐たえられなくなり、フレデリックは冷静さを失った様子で叫さけんだ。

「い、いえ……わかりません」

　絞り出すように答えたのは、ザックだった。

「絶対穿貫が貫つらぬいたのか？　絶対防御が防いだのか？　あの光はなんなのだ？　魔法のようなものか？　どのような現象なのだ？」

　フレデリックが矢や継つぎ早ばやに質問を投げつける。だが、ザックは黙ったまま、困こん惑わくの表情を浮かべるばかりだった。

　答えない、のではない。彼かれはとっくに答えている。

「わからない」と。

　そんな状況を見かねてか、デミアンが助け船を出した。

「ザックちゃんよ、なんか変わったことはあるかい？　どっか痛いとか、怪け我がしてるとか」

「多少の目め眩まいは感じましたが……怪我はありません。ミシェルも無事なようです」

「……部屋にも変化はない。壊れているところも……とくになさそうだ」

「はい」

「つまりはよぉ、なんつーか……光って終しまい、じゃね？」

「断定はできませんが……今の状況だけを考えれば、デミアン様が仰おつしやったことが最も近いかと」

　すかさずザックも同意する。

　王に対して何度も「わからない」と答えるのは気が引けたが、デミアンの言葉に同調する形でならやりやすい、と思ったのだ。

　さらに二の矢も放つ。

「おそらくは、絶対防御と絶対穿貫の力が拮きつ抗こうしており、二つの力が衝しよう突とつした瞬間、別のエネルギーに変化――つまりこの場合は、先ほどの白光に変化して、そのまま消失したのではと考えられます」

「そんじゃあ……なにか？　二つの『絶対』がぶつかったら、マジでピカッて光るだけってことなのかよ？」

「……それはなんとも。詳くわしく調べてみないことには」

「つまんねえ」

　言い捨てて、デミアンは肩をすくめた――

　そのときである。

「あっ!!」

　と。

　ふいにミシェルが大声で叫んだ。

　一同が驚おどろいて視線をやる。ミシェルは大きく見開いた目で右手を凝ぎよう視しして、わなわなと震えていた。

「……どうしたのだ、ミシェルよ？」

「も、紋もん章しようが……」

　ささやくような声で答えるミシェル。最後の方はあまりに小声だったため、誰ひとり聞き取れていなかった。

　だが、

「紋章が……ないんですっ！」

　今度は叫ぶ。

　ここでようやく、ミシェルの身になにが起こっているのか全員が理解した。

「紋章がない？　……なくなった？　それはどういうことだ？」

「わ、わかりません……でも、ないんです。私の右手に……紋章が。さっきまでちゃんとあったはずなのに……」

「紋章がなくなると……どうなるのだ？」

　フレデリックが尋たずねても、ミシェルはそれ以上答えようとしない。答えを知らないのか、あるいは大きなショックをうけたため、言葉を失っているのか。ただただ驚いた顔で、右手を見つめているだけだった。

「ど、どうなるのだ、ミシェル！」

　フレデリックが声を荒あらげる。

　紋章が消える――などという現象は、今まで聞いたことがない。不安を払ふつ拭しよくするために、大声を出したのだろう。

　そのとき――

「お、王よ……」

　ザックが口を開く。

　ひどく震えた声だった。

「以前にも申し上げましたが……紋章は、遺物の使い手である証あかしです……。それがなくなった、ということは……資格を失った……ということになります」

「資格を……失う？」

「……はい。ミシェルはもう、絶対穿貫を使用できません……」

「な、なんだとっ!?」

　ザックの言葉を聞いて、フレデリックは勢いよく立ち上がった。

「つまり、絶対穿貫は……消失したということです……」

「そ、そんな……」

「さらにもう一つ……」

　と、ザックが自らの左手に視線をやる。

　そして、うわごとのようにこう言った。

「私の紋章も……ありません」




２




　遺物とは――神々の落とし物。

　治世においては信仰の対象となり、乱世においては時代を制するモノ――それが遺物である。

　遺物の使い手は、必ず身体のどこかに紋章があるという。

　紋章は、遺物の使い手である証。

　これまで『紋章が消えてなくなった』という記録はないが、証がなくなったということは同時に、使い手ではなくなった、ということでもある。

　事実二人は、絶対防御と絶対穿貫を使用できなくなっていた。




「いやあ……まさか遺物が消失するとはね」

　デミアンは少し肩をすくめて、何度も首を横に振った。

　衝しよう撃げき的てきな告白のあと、デミアンはボリスに命じて、ザックとミシェルを別室へと移動させた。今玉座の間には、国王フレデリックとデミアンの二人しかいない。

「……どうしたらいい？」

　頭を抱えているフレデリック。額には冷ひや汗あせがにじみ出ており、顔も真っ青になっている。

　遺物対決が前代未聞なら、遺物を失ったのも前代未聞のこと。前代未聞ゆえに、結果が予想できない。国に、部下に、民衆に、どんな影響が出るのか分からない。

　一方デミアンは、小指で耳をかきながら、興味なさそうに答えた。

「消失したといっても、完全に無くなったわけじゃないんでしょう？　次代になれば、どっちか現れることだってあるんじゃないんスか」

「……予が王であるときに失ったことが問題なのだ」

「ふーん……」

　まるで『自分以外のときならいい』って言い方だな、とデミアンは内心呆れていた。とはいえ、叔父おじのこういう陰いん湿しつなところは、決して嫌きらいじゃないけれど。

「んまあ、そのまま発表すればいいんじゃないですかね。『絶対防御と絶対穿貫をぶつけたら、ピカッと光って、二つとも消えました』とか」

「で、できるわけないだろうっ！」

　フレデリックは立ち上がり、大声で怒ど鳴なった。一国の王とは思えぬほど、みっともなく狼狽うろたえている。

　デミアンはその様子を面おも白しろがっているかのように、ヘラヘラと笑っていた。

　およそ臣下とは思えぬ態度だが、デミアンとはこういう男である。フレデリックに対しても敬語をほとんど使おうとせず、『王』ではなく、『叔父』としてでもなく、まるで『友人』のように接していた。

「まあまあまあ、落ち着いて。叔父さん」

　言ってデミアンは、フレデリックの肩に手をやった。

「落ち着いてなどいられるかっ！」

　手を払はらいのけようと体を振ると、フレデリックは、よろけて倒たおれそうになってしまった。とっさにデミアンが体を支える。

「ほら、とにかく座すわりなって」

　デミアンは、フレデリックをゆっくりと玉座に座らせた。

「叔父さん。こういうときは、一つずつ情報を処理していくことが大切だ。派手な出来事ばかり気にしていたら、小さな問題点を見み逃のがしてしまう。案外そういうもんが、本当は大切だったりするんだよ。わかるかい？」
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「あ、ああ……」

　フレデリックがうなずくのを確認すると、デミアンは「よしっ！」と手を打った。そして、玉座の前を行ったり来たりしながら、演えん技ぎ過か剰じような感じで話し始める。

「んじゃ、まずは一つ目。『どんなものでも貫く矛』と『どんな攻こう撃げきでも防ぐ盾たて』を対決させるとどうなるか――これは、真実を見み極きわめるという崇すう高こうな試みだった。その結果は、ピカッと光って、絶対防御と絶対穿貫が消失してしまう、だよね？　無事結果がわかったのなら、まずは一つ目終しゆう了りよう。ここまでオッケー？」

「……」

　フレデリックはなにも言わず、小さくうなずいた。

「では二つ目。その結果を叔父さんが国民に発表すれば、新たな真実が皆みなに知しれ渡わたることになる。そうなれば、街の歴史家どもはこぞって書くだろうね。『新たな真実を発見した偉い大だいなる王、その名はフレデリック』てな感じで」

　この矛盾対決は、新たな真実を明かすため――というのはもちろん建前であって、王の名前を歴史に刻むためだけに仕組まれたものだった。

　デミアンが言った通り、その目的は果たしたわけなのだが。

「し、しかしな……」

　フレデリックが口をはさむ――も。

「ちょいちょいちょいちょいちょいちょいっ！」

　デミアンは、それを許さなかった。

「ダメだよ、叔父さん……話の腰こしを折っちゃ。いいかい？　さっきも言ったけど、今はひとつずつ情報を処理しているところだ。いっぺんに多くのことをしようとしてはいけない。今は確認、わかる？」

　デミアンは諭さとすように言う。それはまるで、『自分の方が上だ』と言わんばかりの態度だった。

　そんなデミアンを叱しつ責せきすることなく、フレデリックは「うむ」とうなずいて素す直なおに従った。

　デミアンは、フレデリックの兄の子だ。兄が急きゆう逝せいしたため、自身に子がいないフレデリックは、彼を我わが子このように可愛かわいがっている。

　幼い頃ころから頭の回転が速く、とくに人心を掌しよう握あくする術すべに長たけていたデミアンを、フレデリックは相談役として側そばにおいた。

　弁が立つ甥おいっ子の才を、利用しようと考えたのである。

　だが。

　デミアンの正体は、フレデリックの思い通りになるような『可愛い甥っ子』ではなかった。

　たとえるならば――狡こう猾かつな狼おおかみ。

　王が自分を頼たよりにしていることが分かると、デミアンは、次し第だいに本ほん性しようを見せはじめた。その才能を自分のためだけに使い、王を傀かい儡らいにして、国の実権を握にぎろうと目もく論ろんでいるのである。

　今回のような事件は、デミアンにとって大きなチャンスだった。

　ここまで弱り切っている王ならば、さらに深いところまで懐かい柔じゆうできるはず、そう考えていた。

「叔父さんの心配も理解できるよ。遺物が消失するなんて、それこそ前代未聞のことだ。普ふ通つうに考えりゃ、あるわけないことなんだから。誰だって予想なんてできない。だからこれは、決して叔父さんのせいじゃないんだよ。心配するのは、そこなんかじゃない」

　ときには不安を煽あおり、ときにはなだめる。

　デミアンは、言葉巧たくみにフレデリックを誘ゆう導どうしていった。

「そもそもこの平和な時代に、遺物なんて無用の長物でしょう？　隣りん国ごくとは軒のき並なみ同盟結んでいるし、魔ま族ぞくだって、七十年前の戦争でほぼ絶ぜつ滅めつしている。今じゃ見る方が珍めずらしいくらいだ。治ち安あん維い持じや賊ぞくの討とう伐ばつは、騎き士し団だんで十分すぎるくらい。遺物なんかなくたって、別に困るものじゃないでしょ？」

「だが……遺物は神々の落とし物だ。みながそう信じている」

「だから？　神を失ったとでも？」

「そ、それは……」

　言葉を詰つまらせるフレデリック。

「リアン王国が太平なのは、神のおかげなんかじゃない。絶対防御と絶対穿貫のおかげでもない。俺おれたち王族の力なんだよ。何百年もかけて国の基き礎そを作り上げ、ときには血を流してまで守ってきた、俺たち王族の努力の結けつ晶しようなんだ。それを『神』とか『遺物』なんて便利な言葉を盲もう信しんして、軽かろんじてはいけない。遺物なんかなくても、神に祈いのらなくても、王がいれば平和は保っていける。それともなに？　叔父さんが即そく位いしてから平和だったのは、遺物や神のおかげなの？」

「………………」

　フレデリックは黙って目を伏ふせる。肯こう定ていしていいのか、それとも否定すればいいのか、判断がつかなかったのだ。

　デミアンの言っていることも理解はできる。だが、神や遺物といったものを完全に拒きよ否ひしてしまうことは、やはりできない。

「神がいないとは言わない。でも、少なくとも神は、王よりも上じゃない。気まぐれでしか助けてくれない存在にすがるのは、もうおやめなさいって」

「だが……遺物を失うということがどのような結果を招くかわからぬ限り、予の不安は払拭されぬ」

　聞いてデミアンは、「はん」と小こ馬ば鹿かにするように短く笑った。

「悪い結果を有あり難がたがって、勝手に凹へこんでいるんスか？」

「そういうわけではない」

「んなら、もっとプラスに考えましょうや。少なくとも俺は、叔父さんの不安を軽くする術をいくつか持っている」

「……本当か？」

「マジもマジも、大マジだって。さっきは話が脱線したけど、確かく認にん事じ項こうの三つ目。実はここに、叔父さんが抱えている不安の元げん凶きようがあると俺は思っている」

「……不安の元凶だと？」

「そう。それが消えれば、あとは時間が解決してくれるんじゃない？」

「申してみよ」

　ではでは、と。デミアンは語り始めた。

「さっき言ったこと――ああ、国が王族に守られてるってことだけど、それは、利口な奴やつだけが理解できることなんだ。頭が回れば、遺物や神がなにもしてくれないことくらい知っているからね。でも……バカにはわかんないんだな、これが」

「……どういうことだ？」

「ほら、騎き士しや民衆の中には、遺物とかその使い手を有り難がって、拝んでいる奴らもいるじゃん？　そういう連中てのは、平和を保っていられるのは、神のおかげだと思っているわけよ。んでもって厄やつ介かいなのが、平和ボケした今の世の中には、そんなバカどもが山ほどいるってこと」

「話が見えないな」

「つまり、絶対防御と絶対穿貫が消失したってことを民衆が知ったら、かなりマズいんだって。きっと『神を失った』とか怒いかり狂って、大おお仰ぎように騒さわぎ立たてるだろうから。そうなったら、怒りの矛ほこ先さきは叔父さんに向けられるんだよ？」

「……予に？」

　意外そうな顔をするフレデリック。

　そんな王にデミアンは顔をぐっと近づけて、鋭するどい眼光を向けた。

「なに『自分は関係ない』って顔してんの。当たり前でしょ。矛ほこ盾たて対たい決けつを命じた張本人なんだから」

　言葉にたっぷりと侮ぶ蔑べつの念をのせて、突つき放はなすように言った。

　さらに――

「まあ……反乱まではいかないと思うけど、街中の歴史家は、さぞや面白がって書くんじゃない？　フレデリック王は、神を冒ぼう涜とくした愚王だ、と」

「――!?」

　歴史に名は残せる。ただし『愚王』として。

　そうなれば、死後まで蔑さげすまれ続けることになってしまうのは、フレデリックにも容易に予想はついた。

「ふ、ふざけるなっ！」

　フレデリックは激げき怒どした。

　それが何に対する怒りなのか、彼自身わかっていなかった。自分になのか、デミアンになのか、民になのか、ザックとミシェルになのか、それとも、込み上げてくる激情を、ただ言葉にのせて放っただけなのか。

　とにかく、叫ばずにはいられなかった。

「そう。許せるわけがない。王が民に蔑まれることなど、絶対にあってはならない。それは叔父さんだけじゃなくて、王族の沽券にも関かかわる問題だ」

「……どうすればいい、デミアン？」

「解決するのはね……まあ簡単なんでスよ」

　面めん倒どうだけど、と付け加えて、王を見るデミアン。

「そ、そうなのか？」

　フレデリックは、すがるようにデミアンの両肩をつかんだ。

「この対決のことを知っているのは、俺と叔父さん、それに宰さい相しよう、ザック、ミシェルの五人だけ。それなら、誰にも言わなきゃいい。矛盾対決なんて、もともと無かったことにすればいいんだ」

「……無かったことに？」

「そう。だがしかし、絶対防御と絶対穿貫の消失――これだけは誤ご魔ま化かせない。たとえ黙っていても、ザックとミシェルに紋章がないのがバレるのは時間の問題……」

　フレデリックは「それなら」と勢いよく声を発した。

「三人を地方に飛ばす、というのはどうだろう？　王都からできるだけ離はなれた街ならば、紋章の消失を隠かくし通とおせるかもしれない」

「……いいや、それではダメだ。ザックとミシェルはともかく、ボリスは左さ遷せんされたことを根に持って、こっちを脅おどしてくる恐おそれもある。ペラペラと喋しやべられたら厄介だ」

「……むう」

「もっと根本的に……そう――」

「たとえば」と前置きして、




「三人を殺すとか」




　いつも通りの軽い調子で、表情一つ崩くずさず、デミアンは言った。

　さらに続ける。

「もちろん、おおっぴらには『三人が生きてる』と思わせないといけない。その辺は、どっか辺境の国に、特使として派は遣けんしていることにでもすればいい。それで地ち下か牢ろうに十日も監かん禁きんしておけば、勝手に野垂れ死ぬでしょ」

　聞いてフレデリックは、デミアンの胸むなぐらをつかんだ。

「……どしたの、叔父さん？」

「殺すしか……ないのか？」

「ないね」

　即そく答とうするデミアン。

　たとえ別の道があったとしても、ここでこたえる気などさらさらない。

　ザックとミシェルはたしかに優ゆう秀しゆうな騎士ではあるが、平和な今の時代に必ずしも必要な人材かといわれれば、決してそうではない。それよりも、デミアンにとっては『遺物の所持者』という彼らの個性のほうが厄介だった。

　自分が実権を握ったとき、ザックたちが障害となることは明らか。

　ならば。

　不安要素は、消せるうちに消しておいたほうがいい。しかもそれを、叔父がやってくれるというのだ。自分の手を汚よごす必要はない。

　後こう顧この憂うれいがなくなって、バレたときの保険もある。さらに叔父の弱みまで握れる。

　どうせ殺すのだから、ミシェルを好きにしたってかまわない。

　この結果を予期していたわけではないが、遺物が消失したことは、デミアンにとってラッキーなできごとだった。

　――一石四鳥。災わざわい転じて、ってやつだね。くくくっ。

　うなだれるフレデリックを見下ろしながら、デミアンはほくそ笑んだ。

「どうするの、叔父さん？」

　決断を急せかすデミアン。

　あと一押し、と考えていた。

「本当に……それしかないのだろうか？」

「くどいね。ないよ」

「……そうか」

　とだけ言って、フレデリックは固まってしまった。

「ショックなの？」

「……」

「別にさ、叔父さんの手で殺せってわけじゃないんだから。捨すて猫ねこを見捨てるのと、いったいなにが違ちがうのさ？」

「…………」

「あいつらは、ちょっと遠くまで仕事に行くだけだよ？　その道中、不幸な事故に巻き込まれることだってあるでしょうに。騎士とか宰相なんて――」

「デミアン」

　王が低い声で遮さえぎる。

　そして一言一句はっきりと、まるで判決を言いい渡すかのように告げた。

「三人を拘こう束そくしろ」







第三章　逃亡







１




　ザックがミシェルと出会ったのは、五歳さいのとき。ドロシーと街の屋台で、焼き菓子を食べているときのことだった。

「一口ちょうだい」

　ふいに現れた少女に、そう声をかけられた。

　風になびく金色の髪がとても綺き麗れいで、宝石のような青い瞳が印象的な女の子だった。見つめられると胸がときめいて、彼かの女じよの凜り々りしい姿に目が吸い寄せられた。

　一いつ瞬しゆんで好きになった。

　だから彼女には、食べかけの焼き菓子を全部あげたんだ。

　気に入られようとしたんじゃない。

　ただ間接キスするのが、恥はずかしかったから――




「………………んっ？」

　ミシェルの声が聞こえたような気がして、ザックは目を覚ました。

「なんで……あのときの夢を？」

　ぼんやりとした頭にあった疑問が、つい口をついて出た。

　あのとき――ミシェルと出会ったときのことを夢で見たのは、これが初めてだった。なにか意味があるのかはわからないが、夢なんて起きれば忘れてしまうものなのに、やたらとはっきり覚えているのが気味悪い。

　身を起こして、二、三度頭を振ふってみる。

　寝ねていた、というより、おそらく気絶していたのだろう。極度の疲ひ労ろうと緊きん張ちようで、気を失っていたのかもしれない。

　目はたしかに開いているはずなのだが、真っ暗でなにも見えない。ひんやりとした空気と、背面から感じるごつごつした岩の感かん触しよくで、自分が地下牢に閉じ込められていることを思い出した。

　ザックは立ち上がろうとしたが、上手くできなかった。手足を鎖くさりで拘束されているのだ。

　力を入れると鎖が揺ゆれて、チャラチャラという音だけが辺りに響ひびく。何度もくりかえしていると鎖と皮がこすれて、わずかだが鈍にぶい痛みが走った。

　その小さな痛みが、『これは現実なのだ』とザックに知らしめる。

「こっちが夢ならよかったのに……」

　そんなことをつぶやく。

　対決のあと――

　別室で待機していたザックとミシェルのもとに、デミアンと全身黒ずくめで仮面をつけた奴らがなだれ込んできた。そして、有う無むも言わさず二人を拘束すると、ザックだけを城の地下牢に閉じ込めたのだ。

　ミシェルがどうなったのかはわからない。同じように地下牢にいるのなら一いつ緒しよに連れてこられたはずであるが、そうではなかったため、おそらく別の場所に監禁されているのだろう。

　仮面をつけた奴らについても、なにもわからない。

　デミアンの部下であることだけはたしかなようだったが、ザックは今まで、あのような連中を見たことがなかった。

「……ふう」

　深く息をする。

　辺りは不気味なくらい無音だった。

　城の地下牢はかなり古いもので、今は使われていない。現在罪人を収しゆう監かんする施し設せつは城とは別の場所にあるため、ザックもここに来たのは初めてだった。というより、特別な用でもない限り、誰も近寄らないだろう。

　当然ここにはザックしかおらず、人の気配は一いつ切さいない。灯あかりも窓もないため、まるで深海に落とされたかのような闇が広がっていた。

　考えないといけないことは山ほどあったが、まったくの無音という環かん境きようは、逆に気が散ってしまう。上う手まく頭が回らない。

　一つずつ処理しようにも、問題の量に対して、ザックが知っている情報があまりにも少なすぎる。今のこの状じよう況きようについても、絶対防御オールカヴアーが使えなくなったことについても、デミアンと一緒にいた連中についても、なにもわからない。

　かといって、考えることをやめてしまうと、死の恐きよう怖ふに心を支配されそうになってしまう。

　あれこれと考えてはやめをくりかえして、時間を浪ろう費ひすることしかザックにはできなかった。




　どれくらい時間が経たったのだろうか。

　無意味な思考をくりかえすことに限界を感じていた――そのとき。

　コツ、コツと。

　ザックは、こちらに近づいてくる足音を聞いた。

　……誰かくる？

　ザックは、這はうようにして壁かべまで移動し、壁伝いに鉄てつ格ごう子しを探した。鉄格子を見つけると、間に顔を突っ込んで、音のする方をのぞいてみる。

「………………」

　わずかだが光が見えた。足音も徐じよ々じよに大きくなっている。

　ここにはザックしかいない、はず。ならば足音の主は、ほぼ間ま違ちがいなく自分のもとにくるのだろう。

　見回りにきた兵士？　それとも王？　デミアンという可能性もある。

　もしかしたら……ミシェルなのかも。

　様々な可能性が頭をよぎる。

　そうしていると、明かりが近づいてきて、ザックは周りの様子を確かく認にんできるようになった。足音の主の輪りん郭かくが、ぼうっと浮うかんで見えてくる。

「――!?」

　足音の主の姿を目にしたザックは、脳天に雷かみなりが直ちよく撃げきしたかのような衝しよう撃げきを受けた。まったく予想していなかった人物だったからである。

「なんで……ここにドロシーが？」

　頭がおかしくなって、幻げん覚かくでも見ているかのような気分だった。

　見み間ま違ちがいかと思って目を瞬またたかせてみたが、見間違いではない。オールカヴァー家のメイド服を着たエルフなど、ドロシー以外にいない。

　足音の主――ドロシーはザックの声に気付くと、かけ足で近づいてきた。

「こんばんは～～～、ザック様」

　今は使われていない地下牢で、鉄格子を挟はさんだ内側と外側で、主人は鎖で拘束されているというのに、軽い調子で挨あい拶さつするドロシー。手にはランプを持って、旅行にでもいくような大きな鞄かばんを背せ負おっていた。

　ザックは金かな縛しばりにあったかのように、しばらく身動きできなかった。じっとドロシーを見つめ続ける。

「どうかしました？　ボクの顔になにかついてます？」

「ああ、いや」

　声をかけられて、ザックはようやく話すことができた。

　いつもと変わらない調子で、いつもと変わらない笑え顔がおのドロシーだった。また夢を見ているのかと思った。

「それにしても、酷ひどいところですねぇ、ここは。真っ暗だし、臭くさいし、空気もなんだか淀よどんでいませんか？　掃そう除じくらいすればいいのに」

「今は使われていないからな」

「そういうわけではなさそうですよ」

「……え？」

「ここに来る途と中ちゆうの牢ろう屋やの中に、かなり古いものですが、死体が転がっていましたから。公おおやけにできない監禁場所として、何回か使っていたんじゃないですかね」

「そんなことが……？」

「まあ、今の王様が使ったかどうかまでは、残念ながらわかりませんけど。少なくとも、遊ばせていたわけじゃなかったみたいですよ」

　どこの国にでも、光と闇やみはある。リアン王国にだって、公にできない施設があることくらいは、ザックも想定していた。

　だが、実際に目まの当あたりにすると、複雑な気分になってくる。

「さて……ザック様」

　と、ドロシーはメイド服のポケットから鍵かぎをとりだした。そして、それをよく見えるように明かりの前に出す。

「これは牢の鍵。ボクは、ザック様が知りたいであろう情報を持っていますし、ここからお助けすることもできます。ですが、それにはひとつ条件があります」

「……条件？」

「はい。とあることをやっていただきたいのです。ザック様とミシェル様に。約束していただけるのなら、すぐにでもお助けしますが？」

「怪あやしすぎる……なぜ牢の鍵を持っている？　それに、どうやってここまで来た？」

「まあまあ。それらのことについても、約束していただけるのならお話ししますから。どうしましょうか？」

「………………」

　無言でしばし考える。

　いかに相手がドロシーであっても、こんな謎なぞだらけの状況でかけられた言葉を信じるほど、ザックは能天気ではない。

　そうはいっても。

　今の状況を打破するには、彼女に従うしかないだろう。ドロシーが言う『条件』は気になるが、ひとりで脱だつ出しゆつできるとはとても思えない。

　ザックは、しばらく様子をみることにした。

「愚ぐ問もんだな……。こんな状況で『断わる』なんて選せん択たく肢しはない。ドロシーだって、それが分かった上で交こう渉しようしているんだろう？」

「ですよね～～～。ではでは」

　ドロシーは鍵で鉄格子の扉とびらを開けて内側に入ると、ザックの手足を拘束していた鎖を解いていった。

「で、条件って？」

　腕うでの筋肉をのばしながら、ザックはドロシーに尋たずねた。

「それはおいおい。まずは食事にしましょうか」

「……食事？　こんなときに？」

「こんなとき、だからですよ。ザック様が拘束されたのは、七時間前。もう深夜ですよ。平気そうに見えても、かなり消しよう耗もうしているはずです」

「七時間も？」

　思っていた以上に時間が経っていたことに、ザックは驚おどろいた。

「逃にげるにも体力はいりますからね。食べることは大切」

　言ってドロシーは、背負っていた鞄を床ゆかに置き、中から大きな紙包みと革かわの水すい筒とうを取りだした。

「パンと干し肉、それに水。ワインでもあれば良いんですけど……まあ、それは我が慢まんして下さいな」

　ザックはパンを受け取ると、ゴクリと唾つばを飲み込んだ。

　食べ物を見るまでは、空腹なのを忘れていたというのに。香こうばしいパンの香かおりを嗅かいでしまったら、かぶりつかずにはいられなかった。

　干し肉も口に放ほうり込み、水で胃に流し込む。味わうなんてことはせず、さながら空腹を満たすだけの作業のようだった。

　食事中、ドロシーが状況を説明してくれた。

　なぜザックたちが拘束されたのか、黒幕は誰だれなのか、王とデミアンの思おも惑わく、絶対防御と絶対穿貫セパルテイアが消失したことによって予想される領民の反応、など。「あくまで予想ですが」と前置きはしていたものの、ドロシーは、かなり詳しよう細さいな事情を知っているようだった。

　聞いて驚くべきことは多くあったが、最もショックだったのは、王に見捨てられたという事実だった。

　王は、遺物が消失したことを隠すために、ザック、ミシェル、ボリスの三人を、秘ひ密みつ裏りに処しよ刑けいする命令を下したらしい。




「ザック様、ミシェル様、それに宰相のボリス様も拘束されました。それぞれ別々の場所に監禁されています。王の命令です」




　ザックは、急に馬ば鹿からしくなった。

　これまで国のためにしてきたことが、一瞬で無む駄だになってしまったような感じがした。

　やりきれない寂せき寥りよう感かんと怒りが込み上げてくる。王とは、国とは、こうも簡単に裏切るものなのか、と。

　騎士として死ぬ覚かく悟ごはできている。だが、王の我わが儘ままに付き合ったあげく、暗い牢ろう獄ごくで人知れず干ひからびていくような死に様なんてごめんだ。

　そして、話がミシェルのことに及およぶと、ザックの怒りは頂点に達した。

「ミシェルが……デミアンの部屋にいるっ!?」

「はい」

「くっ……最悪だ。よりによって……」

　怒りのやり場に困って、ザックは乱暴に壁を殴なぐった。

「まあ、デミアン様の女好きは有名ですからね。飽あきるまで遊んで殺されるか……薬くすり漬づけで性せい奴ど隷れいってとこでしょう」

　ドロシーの言葉は――ひどく残ざん酷こくで、だけど的確で、ザックは苛いら立だちを覚えた。

「簡単に酷いことを言うんだな……」

「お二人の置かれている現実は、それほど過か酷こくということなんですよ。『きっと大だい丈じよう夫ぶ！』とは言えますけど、ザック様、そんな言葉は求めてないでしょう？」

　聞いてザックは、少し冷静さを取りもどした。そして、自らを戒いましめるかのように、頬ほおをぴしゃりと叩たたく。

「……そうだな。すまない。はきちがえていたよ」

「いえいえ」

「ミシェルを助けたい。手伝ってくれ」

「それはまあ……条件次第かと」

「ああ……。そういえば、そんなことを言っていたな」

「はい。大切なことなので」

「……話している時間はあるのか？」

「少しなら。デミアン様は、自室に戻もどられたばかりのはずですから。まだ多少の余よ裕ゆうはあるかと」

「……そうか。では、ひとつ聞きたいことがある」

「なんでしょう？」

　ザックはドロシーから一歩離れて、




「君は誰だ？」




　と。

　敵に対してするような、冷たい声で言葉をぶつけた。

　刃やいばのような鋭い視線でドロシーをにらみつけ、すぐにでも戦せん闘とう態たい勢せいに入れるよう身構えている。

　辺りの空気は一瞬にして張はり詰め、異様な緊張感につつまれた。

「……誰とは？」

　ドロシーが首を傾かしげる。

　ザックは、厳しい口調のまま問とい詰めた。

「君は、あまりに知りすぎている。絶対防御と絶対穿貫が消失したことは、外部に漏もれていないはず……だが、君は知っていた。深夜の城への出入り、牢の鍵、ミシェルの居場所、他ほかにも不自然なことばかりだ。とてもいちメイドが知りうる情報じゃない」

「………………」

「有益だったから、ここまでは利用させてもらった。助けに来てくれたことには感謝している。だが、ミシェルの居場所がわかった以上、得体の知れない奴と行動をともにする理由はない」

「ふーむ、なるほど……」

「もう一度聞く。君は誰だ？」

「……なあなあでは済みそうにない、って感じですね」

　ドロシーは言って、困ったように眉まゆをひそめた。そしてしばらく沈ちん黙もくしたあと、「ザック様」と口を開く。

「ボクはドロシーですよ。ザック様が三歳の頃から、ずっと仕えているメイドのドロシー。ただ、オールカヴァー家のメイドの仕事は、副業だったというだけです」

「……副業？　他に本業があるということか？」

「はい。ボクは、神聖エリアス国の使徒なんです。『使徒』って聞き慣れない言葉だと思いますけど、リアン王国で言えば、騎士のような存在と思ってもらえば近いかと」

「神聖エリアス国……」

　神聖エリアス国とは――

　王ではなく『マザー』と呼ばれる長おさを置く独特の統治方法を採用している、創造神エリアスを奉ほうじる国家である。エリアス聖教の聖地もここにあり、資源にも恵めぐまれている豊かな国だ。

　ただ、リアン王国とはかなり離れており、国交を結んでいない。対立もしていない。エリアス聖教の信者であるならともかく、そうではないザックにとっては、馴な染じみの薄うすい国だった。

「エリアス国の人間が、なぜ俺を助ける？」

「任務だからです。ボクは、マザーから『絶対防御と絶対穿貫の継けい承しよう者しやをお守りしろ』と命じられているのですよ。お二人に危険が迫せまった場合、リアン王国を脱出して、エリアス国までお連れするよう言われています」

「エリアス国に守られる義理はないと思うが？」

「こちらにはあるんですよ。お二人をお助けしなければならない理由が」

「……理由とは？」
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「そこまでは……知らされておりません。なにせボクは、他国に出向させられるくらいの下したっ端ぱですから」

　手を頭にやって、愛あい想そ笑わらいをするドロシー。薄うす暗ぐらい空間に、彼女の笑い声だけが響いていた。

　しばらく黙だまっていたザックだったが、

「すべて話してくれないか、ドロシー。そうでなければ、君を信用できない」

　笑い声の隙すき間まを縫ぬって、ややしんみりとした口調でそう言った。

「……ボクが、情報を隠しているとでも？」

「長い付き合いだからわかる……と言いたいところだが、ドロシーの考えていることは、昔からまったく読めないよ。だが、先ほど話してくれたこの国の内情は、とても下っ端レベルが知っていい情報じゃない。それに、下っ端だからじゃなくて、優秀だからこそ、他国に出向させられているのだろう？」

「いやあ……いやいや」

　ドロシーが感かん嘆たんの声をあげる。

「やっぱり、口先だけじゃ誤魔化せませんか。ザック様は」

「当然だ」

　ドロシーは「そうですね」と言って、しばらく考えた。そして、神しん妙みような顔つきで話を始める。

「今ここで、すべてをお話しすることは可能です。いえ、信用を得るのなら、お話しすべきかもしれません。ですが今は、あまりにも時間が少なすぎます。これは『ミシェル様の身に危険が迫っている』という意味もありますが、ザック様がボクの話を受け止めて、さらに世界の真実を理解するまでには、あまりにも時間が足りなすぎるという意味もあるのです」

「……世界の真実？」

「はい」

「単純化して説明できないのか？」

「ええ。それでは、真実を読み間違える危険があるかと」

「……とりあえず、今は信じろ、と？」

　ドロシーがうなずく。

「少なくとも、我々が敵ではないことだけは明言できます」

「それは分かっている。俺おれを殺すつもりなら、食事に毒でも入れればいい。というか、鎖から解放する必要すらない」

　さらにいえば、殺すつもりなら、子供のころに殺されていたはず。命を狙ねらわれているわけではないことを考えれば、リアン王国よりは信用できる、か。

「時が来たら、必ずすべてをお話しすると誓ちかいます。ですからどうか、今だけはこちらに従ってください」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをするドロシー。

　………………。

　…………。

　……。

「……わかった。信じよう」

　ふうっと大きく息を吐はいて、ザックは緊張を解いていく。

　ドロシーの話には確証がない。警けい戒かいすべきなのかもしれない。

　だが、ドロシーを味方だと仮定すれば、ほとんどの辻つじ褄つまは合っている。逆に敵だとすると、その方が腑ふに落ちない部分が多い。

　なにより、自由の身になれたことは事実であるし、本心では、ドロシーを疑いたくはないという私情もザックにはあった。

「ただし、こちらにも条件がある」

「条件……ですか？」

「さっきドロシーが言っていた『条件』というのは、『リアン王国を捨ててエリアス国に来い』ということなのだろう？」

「はい」

「国を捨てるのは構わない。どうせ俺は、ここで死ぬはずだった人間だ。リアン王国にとっては死人も同然。それなら、国を捨てるのになんの迷いもありはしない。だが、エリアス国に行くかどうかは、ドロシーの話をすべて聞いたあと、俺自身が決める」

「今は約束できない、と？」

　ザックがうなずく。

「エリアス国が、なぜ俺とミシェルを必要としているのかは分からない。だが、俺の心が認められる理由でなければ、そっちに協力する気はない」

　聞いてドロシーは、「ふーむ」と少し考える。

「まあ……それで構いません。とりあえず今は」

「悪いな、我儘を言って」

「いえいえ。そういうお方だからこそ、ボクはずっとお仕えしているのですよ」

　ドロシーは言って、いつものような笑顔をみせた。

「最後にひとつだけ。これは個人的なことなのだが……」

「はい。なんでしょう？」

　ザックは少し躊躇ためらったあと、

「ドロシーが俺にしてくれていたことは……すべて任務だから、なのか？」

　と聞いた。

「え？」

「ああ……いや。いいんだ。うん……だよな、やっぱり」

　ザックは慌あわてて片手を振って、すぐにそっぽを向いた。

　ドロシーはしばらく呆ほうけたような顔をしていたが、「ザック様」と視線を自分に向けさせた。

　そして、ザックの目をしっかりと見つめて言う。

「もちろん、仕事だからですよ」

「……ああ。分かっている」

「当たり前じゃないですか。ボクは、ザック様にお仕えしているメイドなんですから」

「え？」

「たしかにボクは、神聖エリアス国の者です。ですが同時に、ザック様のメイドでもあるのですよ。そこに裏も表もありません。どちらも表で、どちらもボク。今も昔も、きっとこれからだって、ザック様は、ボクがお仕えする『ご主人様』なんですよ。なにがあろうと、それは絶対に忘れないでください」

「あ、ああ……ありがとう」

　ふうっと大きく息を吐くザック。体中の力が抜ぬけてしまうかと思うほど、心底安あん堵どしていた。

　平静を装ってはいたが、ドロシーから「仕事だから」と言われたときには、自分でも驚くほどショックを受けていた。

　ザックにとってドロシーは、母親のような存在だ。今まで向けられていた笑顔が仕事だと言われれば、無理もないだろう。

　だが。

　彼女は言った。

　自分を『ご主人様』だと。

　少なくとも、すべてが嘘うそではない――もしかしたら、その言葉すら嘘である可能性は考えられるが、今はドロシーの言葉を信じたい、そう思った。

「さあさあ、ザック様。そろそろミシェル様を助けに行きましょうか。かなり時間を使ってしまいましたから」

「そうだな。手を貸してくれ、ドロシー」

「もちろんです」




　ザックとドロシーは、デミアンの部屋を目指して地ち下か牢ろうの廊ろう下かを走った。

　デミアンの部屋は、城の三階東側にある。ここからだとかなりの距きよ離りだ。部屋までのルートはいくつかあるが、いずれも見張りの兵士に守られているはず――だが。

「東の階段を使えば、見張りもいないし、最短で向かえます」

　ドロシーが言う。

「……見張りがいない？」

「協力者が排はい除じよしてくれているはずですから」

「……協力者？　それもエリアス国の人間なのか？」

「はい」

「……そうか」

　ザックは、それ以上深くは追求しなかった。

　もちろん気にはなったが、今はドロシーの秘密について問答している場合ではない。走るのを止めてしまえば、ミシェルのもとへ行くのが遅おくれてしまう。

　優先すべきは、ミシェルの救出。

　見張りがいないのであれば、『なぜ』は、とりあえず必要ない。

　ザックたちは地下を抜け、東側の階段を駆かけ上あがる。そして、城の東側三階に到とう着ちやくした。

　その道中、ザックは兵士の姿を一人も目にしなかった。

　いくら深夜だといっても、通常ならば、見張りの一人や二人はいるはず。ドロシーの言った通り、協力者とやらが上手くやってくれたのだろう。

　それは三階も同じだった。まるで無人の城であるかのように、シンと静まりかえっている。

　デミアンの部屋は、三階の他の部屋とは離はなれており、専用の長い廊下の先にあった。

　あそこにミシェルがいる――

「行こう」

　ザックとドロシーは、長い廊下をかけぬける。だが廊下の途中で、ドロシーが突とつ然ぜん立ち止まった。

「ザック様」

「……どうした？」

「ボクは、ここで邪じや魔ま者ものを食い止めます」

「邪魔者？　いるのか？」

「ああ、いえいえ。デミアン様が呼ばないとも限りませんので。念のため、ですよ」

「……ひとりで大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　ザックが聞くとドロシーは微笑ほほえんだ。

「ボクは大丈夫ですって。それよりも、さあ早く」

　ザックはうなずいて、デミアンの部屋へと急いだ。




２




　豪ごう奢しやな扉を蹴け破やぶって、ザックは部屋に飛び込んだ。

　デミアンの部屋は、アシッドの部屋と同じくらいの広さだった。金色を多用してある内装、派手やかな美術品、でかでかと中央に飾かざられてある肖しよう像ぞう画が、など。

　その中でも一ひと際きわ異い彩さいを放っているのが、ピンク色で統一された丸くて大きなベッドと、その周りに並べて置いてある多種多様の性具の数々。

　デミアンという男の中身を具現化したかのような、悪あく趣しゆ味みな部屋だった。

　ミシェルはベッドの柱に下着姿で拘こう束そくされており、デミアンは、ワイングラスを片手にその様子を眺ながめているところだった。




「……ザック!?」

「ザック……お前なんで!?」

　部屋に飛び込んできたザックに気付いて、ミシェルとデミアンは同時に叫さけんだ。

「……っ」

　屈くつ辱じよく的てきなミシェルの姿がザックの目に映り、抑おさえようのない激しい怒いかりがこみ上げてくる。

「ミシェルを……返してもらうぞ。デミアン」

　突然ザックが現れて、デミアンは動どう揺ようを隠かくせないようだった。大きく目を見開き、まるで確認でもしているかのように、ザックの頭の先から爪つま先さきまで何度も視線を動かしている。

「お前……どうやってここに？」

「俺がどうやってここに来たかなんてのは、どうでもいい。……ミシェルを返せ」

「脱だつ獄ごく？　いいや、地下牢からはできないはず……」

「おい、デミアン」

　デミアンの独り言を遮さえぎって、ザックは強い口調で言い放った。

「ミシェルを返せ。……拒こばめば殺す」

　部屋の空気が凍こおりつく。

　だがデミアンは、臆おくすることなく「はん」とせせら笑った。

「ちょいちょいちょいちょい、ザックちゃん？」

　デミアンはザックに少し近づいて、持っていたグラスをテーブルの上に置いた。

「お前さ……ミシェルを取り返すために、脱獄してきたわけ？」

「ああ」

「なんでよ、おかしくね？　お前とミシェルは、不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵ってやつじゃねえの？」

「貴様には関係ないだろう？」

　殺気のこもった目でにらみつけるザック。

　そのとき――

「ザック、あなただけでも逃げて！　私のことはいいからっ！」

　ミシェルが叫んだ。

「――と、姫ひめ君ぎみは申しておりますが？」

「あまりふざけるな。わずかに残っている理性までなくなりそうだ。本当に殺すぞ？」

「あー……はいはいはい。すみませんでしたっと」

　デミアンは小さくため息をつき、右手で頭をかいた。

「要するに、あれか？　お前らは、密ひそかに付き合っていたってやつ？　家同士のいざこざに合わせるために、わざわざ仲が悪いフリまでして。かあ……大変だねえ、禁断の恋こいってのも」

「これまで真しん摯しに仕えてきた。王やお前の我儘にも黙って従った。その仕打ちが……これか？」

「これってどれよ？」

「俺やミシェルを殺すつもりだろ」

　ザックの言葉を聞いて、デミアンは表情を曇くもらせた。

　そして低い声で言う。

「なにか与あたえられると思っているのが、大きな間違いだ。国に忠誠を誓って騎き士しになったのなら、なにも求めるな。王が『死ね』と言ってんだから、さっさと黙って死ねよ」

「……血の通った人間の台詞せりふとは思えないな」

「『下で支える者』と『上に立つ者』の違ちがいってやつだな。指導者は、一人二人の幸不幸なんて考えない。個人を優先してしまえば、国のバランスが崩くずれると分かっているからだ。たったひとりの騎士や女を寵ちよう愛あいした結果、滅ほろんだ国がいくつあると思う？」

「逆に聞こうか、デミアン。ひとりの優すぐれた将をないがしろにした結果、殺された王が何人いると思う？」

「……お前がそうだとでも？　遺物があったってだけで、勘かん違ちがいしてんじゃねえぞ、アホが」

「人は道具なんかじゃない。感情があるんだ」

「いいや、王にとっては道具アイテムと同じ。必要だから使い、必要なくなれば捨てる。さらにいえば、国の平和を脅おびやかしかねない存在は、全力をもって排除するのが、王たる者の義務だ」

「お前だけの平和を脅かす、の間違いじゃないのか？」

「立つ位置が違えば、見えるものも違ってくるさ。たぶんなに言ったって、お前には理解できないだろうよ。する必要もない」

　聞いてザックは、自じ嘲ちようの笑えみを浮かべた。

「……ミシェルと二人で国を変えようと思っていた。だが、根っこがここまで腐くさっているのなら、それも無理だ。よくわかったよ、デミアン。教えてくれてありがとう」

「……なにを言っている？」

「こっちの話だ。とにかく、ミシェルは連れて行く」

「待てや」

　ザックが歩を進めると、デミアンがすぐに制止した。

「お前よぉ……俺にケンカ売っといて、無事に帰れると思っているのか？」

　デミアンが「誰かっ！」と叫ぶ。護衛を呼んだようだ。

　――が。

「……なんで誰もいねえ？　おい、侵しん入にゆう者しやだっ！」

　再び叫ぶ。が、何度やっても、人が来る気配などまったくなかった。

「誰も来ないさ、デミアン」

「……なに？」

「俺には、頼たのもしい協力者がいるからな」

「協力者……だと？」

　デミアンは、「ぎぎぎっ」と歯を食いしばってザックをにらみつける。

「ミシェルを返せば、なにもしないさ。そこで見てろ」

　再び歩を進めるザック。

「……舐なめやがって」

　デミアンは、ミシェルのもとまで走っていき、

「動くな！」

　と、腕うで輪わを見せつけるように右手を掲かかげた。

「護衛が来ないのは誤算だった……だが、それで勝ったと思うなっ！」

「……なにがしたいんだ？」

「この腕輪に使われている宝石は、火と雷の魔ま法ほう石せきだ。等級はランク４。当たれば『痛い』じゃ済まねえぜ」

「……魔法石」

　魔法石――とは。

　人工的に魔法の力を付ふ与よした、特とく殊しゆな鉱石のことである。

　一度だけの使い切りではあるが、使用することで、魔ま力りよくのない者でも魔法の力が使えるようになる。店でも売られているため、商人や冒ぼう険けん者しやなどが護身用として持つことが多い一いつ般ぱん的てきな道具アイテムだ。

　道具アイテムは品質や希少性により、ランク１からランク５までの五段階の等級がある。ランクは商人ギルドが定めており、数字が大きいほど良質な道具アイテムとして流通する。

　デミアンの持っているランク４の魔法石は、二系統の魔法が付与された希少性の高いもので、まるで宝石のような輝かがやきを持っていた。品質もよく、かなり高額なのだろう。

「そんなものを使えば、この部屋も吹ふき飛とぶ。お前だって無事じゃ済まない。俺ひとりを殺すために――」

「余裕ぶっこいてんじゃねえよっ！」

　ザックの言葉を断たちきるように、デミアンは叫んだ。さらに怒り狂くるって、並んでいる壺つぼを蹴けり割っていく。

「なんだよお……お前よお……さっきから上から目線で、ごちゃごちゃごちゃごちゃ言いやがって……。俺は、舐められることが大だい嫌きらいなんだ……なによりも一番なあ……。部屋が吹き飛ぶ？　無事じゃ済まない？　上等だよ。お前が絶望するんだったら、もうなんだっていい」

　デミアンは、ミシェルの肩かたを乱暴につかんで抱だき寄よせた。そして、腕輪をしている右手をザックに向ける。

「喋しやべるな。動くな。……逆らったらミシェルごと焼やき払はらう」

「………………」

　ザックは無言で従った。今のデミアンなら、本当にやりかねない。

　たとえ絶対防御が使えなくても、盾たて一枚あれば、腕輪を弾はじくことができたかもしれない。だが、無手でそれをやり遂とげるのは至難であった。

「今からミシェルを犯おかす。お前はそこで見ていろ」

　言ってデミアンは舌で唇くちびるを舐める。

（なんとか考える時間をかせがないと……）

「……待てデミアン。聞きたいことが――」

「おっと。喋るなと忠告したろ？」

　ザックの言葉をさえぎり、デミアンは腕輪をちらつかせる。

「ザックちゃんよ。おしゃべりで時間かせぎしたいってのが、みえみえなんスよ？」

「……っ」

　痛いところを衝ついてくる。狡こう猾かつで抜け目めがない。まともに交渉するのは難しいだろう。

（……どうすれば？）

　ザックが考えあぐねていると、

「……私を犯すんだ？」

　ふいにミシェルが口を開いた。

「ああ？」

「でもさ、私って手足を鎖くさりで縛しばられていて、そんでベッドに拘束されているのよ。どうやって犯すわけ？　やりにくくない？　自由にしてくれるの？」

「……するわけねえだろ」

　ザックから視線を外すことなく、デミアンは答えた。

「だよね、知ってた。現実的に考えれば、このまま膠こう着ちやく状じよう態たいを続けて、仲間の到着を待つって感じなのかな」

「……はあ？」

「あとさ、あんたって、どうやって服を脱ぬごうと考えていたの？　ザックを警戒しながら服脱ぐのって、かなり難しいじゃん。服で視界が一いつ瞬しゆんでも奪うばわれたら、あんた死ぬよ？」

「……バカは黙ってろ」

「バカだから聞いてんでしょ。あんたこそ、バカじゃないの？」

「……なにが言いたいんだ、お前？」

「さあね。ほら、直面していることとはまったく関係ないことを、頭の片かた隅すみで考えているときってあるじゃない。思考の数パーセントくらいなんだけど、ほんのちょっとだけ、全然関係ないことを考えてしまっている。私が聞いているのは、たぶんそれなの」

「……？」

　デミアンの瞳ひとみが、わずかにミシェルへと向けられる。

「私はさ、ザックやあんたと違って頭悪いから。思ったことしか言葉にできない。でもね、あんたの注意をちょっとだけ、本当に少しの間だけでいいから、こっちに向けられればいいと思ったの。んで、あんたは今、私を見てしまっている」

「――!?」

　デミアンが視線を戻すと、ザックはすでに動き始めていた。

（ちっ、気づかれた!?）

　あと二歩――それでデミアンに拳こぶしがとどく。

　ここまで近づけば、デミアンもすぐに魔法石を使うことはできないだろう。自分にも危害が及ぶ可能性がある。

　――のだが。

「はんっ」

　と。

　不気味な笑みを浮うかべ、デミアンは躊躇うことなくザックに腕輪を向けた。灼しやく熱ねつの炎ほのおと深しん紅くの稲いな妻ずまがザックに襲おそいかかる――はずだった。

「……なっ」

　――なんで魔法が発動しない？

　言いかけたデミアンの顔面に、ザックの拳が突き刺ささる。デミアンは壺や性具をなぎ倒たおし、壁かべに激げき突とつして気を失った。

「ふう……」

　気持ちを落ち着かせるように、大きく深呼吸するザック。ミシェルの機転でデミアンを倒せたものの、ザックには腑に落ちないことがあった。




　デミアンは、なぜ魔法石を使わなかったのか。




　たしかにタイミングは微び妙みようだった。使わなかった、のではなく、単純に使う時間がなかったのかもしれない。

　魔法石に慣れていなかった？　直前でわずかに躊躇った？

　それとも――

「ザック！」

　考えごとに気を取られていたザックは、ミシェルの声でふと我に返った。

「ミシェル、大丈夫か？」

　ザックはミシェルを拘束している鎖を解くと、丹たん念ねんに体を調べていった。

「怪け我がは……なさそうだな。どこか痛いところは？」

「………………」

　ザックが聞くと、ミシェルは顔を赤くして少しうつむいた。上うわ目め遣づかいにこちらを見る表情が、なんだか妙みように色っぽい。

「……ど、どうかしたか？　痛むのか？」

「い、痛くはないけど……」

「けど？」

「………………ここだと……ちょっと恥はずかしいな」

「……恥ずかしいって？」

「もう……ザックのエッチ」

「……エッチ？」

　ここでようやく、ザックは、自分がとんでもないことをしていると気がついた。

　下着姿であるミシェルの体を舐めるように眺めながら、そこらじゅうを触さわりまくっていたのである。

　しかも、会話をしている間はずっと、ミシェルの胸を触っていたようだった。

「わあっ!?」

　ザックは驚おどろきの声をあげて、後ろに飛び退のいた。ベッドの上だったので、体が大きく弾はずんで、ぺたんと腰こしを下ろした形になった。

「ご、ごめんっ！　い、いや、そ、そういうつもりじゃ……」

　すぐに正座に座すわり直なおし、ザックは頭を下げた。

「け、け、け、怪我をしていないか……そ、その、心配で……本当ごめんっ！」

「……本当かなぁ？」

「ほ、本当だってっ！」

「……ぷっ」

　必死に謝あやまるザックを見て、ミシェルは思わず吹き出だしてしまった。

「心配しないで。全然怒おこっていないから」

「……う、うん。でもごめん」

「謝らなくたっていいの。それにザックなら、いつだって触っていいのに」

「い、いつ……あ、いや――」

　珍めずらしくザックがうろたえる。

「そ、そういうことは、軽々しく言わない方がいい、と思います……」

「あははっ。なんで敬語なの？」

「なんでって……。ああ……もう、からかうのはやめてくれっ！」

「ごめんごめん。なんかさ、恥ずかしがるザックが可愛かわいくて。ザックってさ、緊きん張ちようしたり照れたりすると、変な敬語になるよね。昔から」

「……そんな自覚はない」

　ザックはベッドから下りると、ミシェルに近づいた。

「デミアンになにかされていないか？　怪我は？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。服は脱がされたけど、ただそれだけ」

「よかった……」

　ザックは、心から安心したような長いため息をついた。

　それを見て、ミシェルがまた笑う。

「心配だった？」

「当たり前だろ……」

「ふふっ。なんか嬉うれしい。そういうの」

　ミシェルがザックの手を握にぎる。

「ありがとう。助けてくれて」

「礼なんていいよ。俺がしたくてやったことだから」

「でも、どうやってここに？　地下牢に入れられたんじゃないの？」
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「あー……と。話はあとにしようか。まずはここを出ないと」

　ザックはミシェルの手をひいて、急いで部屋を後にした。




「おやおや。ミシェル様、なかなかセクシーな格好ですね」

　先ほど別れた長い廊下の中央付近で、ザックたちはドロシーと出会った。

　ドロシーの周りには、全身黒ずくめで仮面を付けた人間が四人、血まみれで息絶えている。

「ド、ドロシー……これは？」

「ああ、これですか？」

　と、ドロシーは死体を指さす。

「ちょっと前に『ここを通りたい』って言うんで、『ダメだ』って答えたら襲ってきて。始末しておきました」

「……始末」

　ザックは、息絶えている連中に見覚えがあった。たしかデミアンと一いつ緒しよに、自分を拘束しにきた奴やつらだったはず。

「こいつらは、猟りよう犬けん騎き士し団だんです」

「……猟犬騎士団？」

　ザックとミシェルが顔を見合わせる。

　初めて聞く名前だった。

「元々は王直属の秘密部隊で、矛ほこと盾の騎士団を表とするなら、こいつらは裏の騎士団。暗殺とか、公おおやけにできない仕事をする連中ですよ。ただ、今はデミアン様の親衛隊って感じになっていますけど」

「……噂うわさくらいは聞いたことがある。だが、本当に存在していたのか？」

「存在自体が秘ひ匿とくされていますから。裏の仕事で顔を合わせないかぎり、知ることはないでしょうね」

「要人暗殺、とか？」

「ええ」

「そんな連中を……ひとりで殺やったのか？」

「んまあ……誰だれが殺ったかは、この際いいじゃないですか」

　ドロシーは「そんなことより」と強ごう引いんに話題を変え、

「ザック様。デミアン様は殺しちゃいました？」

　まるで答えを急せかすように、早口でまくしたてる。

　言えない、もしくは、言いたくないのだろう。状じよう況きようから判断すれば、ドロシー以外が殺ったとは考えにくい。

（嘘をつかれるよりはマシ、か）

　ザックは「いいや」とドロシーの質問に答えた。

「……しっかり確かく認にんはしていないが、おそらく死んではいない」

「いやいや、それはよかった。デミアン様を殺しちゃったら、お二人は、本当に犯罪者になってしまうので。気が収まらないかもしれませんけど、今は放っておきましょう」

「ねえ、ザック……」

　と、ミシェルが袖そでを引っぱる。

「……どういうこと？」

「俺にも訳が分からない。でも、俺を牢ろうから救ってくれたのは、ドロシーなんだ」

「さっき言ってた……協力者？」

　ザックがうなずく。

「さあさあ、お二人とも」

　ドロシーは、ぱんと手を打って二人の会話を中断させた。

「積もる話はあると思いますが、まずはここから脱だつ出しゆつしましょう」

　言って鞄かばんからフード付きのマントを取り出すと、それをミシェルへと差し出す。

「その格好は、あまりにも刺し激げき的てきすぎるので。これを使ってください、ミシェル様」

「……う、うん」

　と、不安そうにザックを見るミシェル。ザックがうなずいてみせると、ミシェルはマントを羽織った。

「これからどうする、ドロシー？」

「東側の階段で一階に下りて、裏から水路沿いに街に向かいます」

「街へ？」

「はい。そこで今後のことをご説明いたします。さあ、行きましょう」

　三人は、急いで階段を駆かけ下おりていった。




３




　街に出て向かったのは、ザックたちが密会に使っていた歓かん楽らく街がいにある酒場だった。

　歓楽街は深夜であっても、人通りは多かった――というより、深夜だからこそ、ここに人が集まってくるのだろう。

　三人は人ひと混ごみに紛まぎれながら進み、無事酒場へとたどり着いた。

　到着するとすぐ、ザックとミシェルは、酒場に用意してあった衣類に着き替がえるようドロシーにいわれた。

　服、防具、短たん剣けん、革かわの盾など――用意されていた衣類は、どれもありふれた安物ばかりだった。ドロシーは二人を、『一般的な冒険者』に偽ぎ装そうするつもりなのだろう。

　着替えているとき、ザックは、ミシェルに事情のあらましを話した。初めこそ驚いていたが、着替え終わる頃ころには「そうなんだ」と納なつ得とくしている様子だった。ザックの言葉だからこそ、受け止めることができたのだろう。

　ミシェルの着替えを手伝い終えたドロシーが、「さて」と話を始めた。

「予定では、このまま神聖エリアス国に向かっていただくはずなのですが……それはダメなんですよね？」

「すまないな、ドロシー。自分の進む道は、自分で決めたい」

「いえいえ、大丈夫ですよ。最も優先すべきことは、お二人の無事と意志ですから。しばらくは、世界を見て回られるのがいいかと」

「俺おれはそのつもりだが……ミシェルはどうする？」

　と、ザックはミシェルに尋たずねる。

　自分は、とうに国を捨てる覚かく悟ごはできている。しかし、ミシェルには両親、それに弟と妹もいる。矛の騎士団の兵士たちや知人、街の人たちと、捨てられぬものも多いだろう。

　彼かの女じよがそれらを手放せないというのなら、別の道を探さなくてはならない。

「どうって……私も国を出るわ」

　ミシェルはあっさり答えた。

「いいのか？」

「他ほかに選せん択たく肢しなんてないじゃん。だってさ、このままデミアンが放っておくわけないもの。また捕つかまって、そんであいつに抱かれるなんて、それこそ死んだ方がマシ」

　言ってミシェルは「べー」と舌をだした。

「国を捨てるということは、人との関係も捨てるということだ。もう戻もどれないかもしれないんだぞ？」

「……そうかな？　問題を解決しちゃえば、戻ってこられるじゃない」

「それはそうだが……」

「それに私は、『捨てる』だなんて思ってないよ？　どこにいたって、これまで通りみんなのことは大切だもん。人を捨てるってのはさ、いる場所じゃなくて、その人の心の問題でしょ？　今回の王様みたいな」

「………………」

　ミシェルらしい言葉だと思った。

「それがいいと思います。ここに残れば、逆にご家族や友人に迷めい惑わくをかけてしまうかと」

「そうなの？」

「おそらくは。この件は公にできないことが多すぎて、まともな発表なんてされないでしょう。お二人のことは、『任務で他国に行ってる』ってことにでもするんじゃないですかね。あちらさんは有う耶や無む耶やにしたいはずですから、お二人がいなければ、ご家族にも手出しはしないでしょう」

「だとすると……こちらが突つつかない限りは、おおっぴらに追っ手は出してこないってことか」

「ですね。まあ、裏ではあるでしょうけど」

　裏では――猟犬騎士団のことだろう。それはザックも想定している。

　だが、手配犯にされない可能性が高いというのは僥ぎよう倖こうだった。それならば、どこか遠くの街で生きていける。

　ドロシーは「こちらへ」と、二人を酒場の食料庫に連れていった。ドロシーが食料庫の床ゆか板いたを外していくと、そこに地下に続く階段が現れた。

「この地下道は、街の外にある森まで続いています。ここから脱出してください」

　ザックとミシェルは、何度も目を瞬またたいた。

「……こんなものまで？」

「これって……ドロシーが作ったの？　森まで続いてるって、かなり距離があるよね？」

「ボクだけの力じゃありませんよ。この国には、結構な数の協力者がいるんです。表だって入れない人や物ってのも、それなりにありますからね。国交のない国で仕事するには、裏道も必要なんです」

「……にしたって、一日二日で出来るものじゃないだろ？」

　ザックが聞くと、ドロシーは笑って誤ご魔ま化かしていた。これもまた、詳しよう細さいは話せない、ということなのだろう。

「これからどうされても自由ですが、お二人には、まだ伝えなければならないことが山ほどあります。ですから、とりあえずは『エスタ』という村を目指してください」

「……エスタ？」

「はい。申し訳ありませんが、エスタ行きは予定になかったので、地図をご用意できませんでした。森に出たら街かい道どうに沿って、アドレー山脈の方角に歩いてください。十日くらいでエスタに到着するでしょう」

「地図は問題ないよ。迷ったら人に聞く」

「エスタに着いたら、初めに教会を訪ねてください。そこならば、ボクが行くまで安全にかくまってくれるはずです」

「……ボクが行くまで？　え、ドロシーは一緒に行かないの？」

　ミシェルが聞くと、ドロシーはうなずいた。

「はい。色々と後始末がありますし、情報の収集、操作も必要ですから。それが終わり次し第だい向かいます」

「……エスタ行きが予定になかったのに、都合のいい隠れ家がはあるんだな」

　ザックは皮肉な口調で、ドロシーに疑問をぶつけた。

「不安ですか？」

「少しな」

「まあ……そうですね。白状しますと、エスタの件に関しては、ボク個人の仕込みなんです。エスタに『信しん頼らいできる知人がいる』というだけで、国は関係ありません。ただ、そこならば、ゆっくりとお話ができるかなっと」

「俺たちのために……そこまで？」

「お二人のためだから、ですよ」

「……」

　――それは任務だからか？

　そう言いかけて、ザックはとっさに口を閉じた。

　理解できないことが目の前で起きると、なにか裏があるはずだと考えてしまう。慎しん重ちようといえば聞こえは良いが、自分の場合は、『神経質』とか『嫌いやな奴』という言葉の方がぴったりくるような気がする。

『助かった』という事実を受け止めようとはせず、心の奥おく底そこで、助けてくれた人の言動を訝いぶかる自分がいる――それが凄すごく嫌だった。

「すっごいねー、ザック。この地下道、木でしっかり補強してあるよ。結構広いし、作るの大変だったでしょ」

　ミシェルはそんなことを言いながら、無む邪じや気きに地下道を眺めていた。ドロシーを疑う気持ちなど、微み塵じんも感じられない。

　なんでもかんでも信じて受け止められるミシェルが、ちょっとうらやましいと思った。

　同時に。

　強い、とも。

「わー、わー、おおっ、めちゃ声響ひびく。おーい、ヤッホーーーーーッ！」

「………………」

　いや。

　やっぱり、ただのアホの子なのかもしれない。

「ザック様」

　ザックが軽い自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいっていると、ドロシーが声をかけてきた。

「これからしばらくは、お二人だけで生活しなければいけません。大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫だよ、ドロシー。もう子供じゃない」

「そうはいっても……」

　と、ドロシーは心配そうに眉まゆをよせる。

「野宿の訓練だって何度も受けている。心配ないって」

「それは『騎士として』でしょう？　食事を作る訓練とかは、していないはずです」

「まあ……ね」

　ドロシーに図星をさされて、ザックは気まずそうに目をそらした。

「先ほどはボクがお手伝いしましたが、ザック様、おひとりで鎧よろいを着られますか？　脱いだ服だって、きちんと畳たたまないと。シワになってしまっては、みっともないですよ。食事にも気をつけて。面めん倒どうだと思っても、ご自分で作ってしっかり食べてくださいね。掃そう除じは毎日しないといけません。ホコリは、いつの間にかたまっていくものなので。あと――」

「わ、わかった。わかったから、ドロシー」

　矢や継つぎ早ばやに浴びせられるドロシーの言葉を、ザックは苦笑いしながら止めた。

「お二人の場合、追っ手に殺されるよりも、食事がとれなくて餓が死し、の方がはるかに心配なんです」

「いや、さすがにそれはないだろう？」

「……だと良いんですが」

　ドロシーは不満そうに口をとがらせていた。それでも納得はしてくれたのか、今度はミシェルに声をかけにいく。

　その様子を眺ながめながら、ザックは自分に言い聞かせた。

　牢から出られたのは、誰のおかげだ？

　ミシェルを救えたのは、誰のおかげだ？

　怖こわがるな。信じろ。

　利害とか、本心とか、俺ならこうするとか、そんなんじゃない。

　ただ、今はドロシーを信じるんだ、と。




「これからお二人に、一番大切なことをお話しします」

　ドロシーがそう言ったのは、ザックとミシェルの旅たび支じ度たくが終わり、いよいよ地下道へと入る直前のことだった。

「一番大切なこと？」

「絶対防御と絶対穿貫のことですよ」

「そういえば……」

　すっかり忘れていたことを、ザックは思い出した。

　対応すべき出来事が立て続けに起こったことで、そこまで気を回す余よ裕ゆうがなかった――というより、忘れてしまうくらい、体にはなにも変化がなかった。

　しかしながら、絶対防御と絶対穿貫の消失は、決して小さな問題ではない。

　ドロシーが続ける。

「結論から言うと、絶対防御と絶対穿貫は、消失していません」

「……消失していない？」

　ザックが驚きの声をあげる。

「でも紋もん章しようはなくなっちゃったし、実際に使えないよ？」

　ミシェルが「ほら」と右手を前にだす。

　が、やはりなにも起こらない。

「今は、一時的に使えない状態となっているだけに過ぎません。次に太陽が最も高くなる時間――つまり明日のお昼ひる頃ごろには、また問題なく使用できるでしょう」

「……本当か、ドロシー？」

　ザックが聞くと、ドロシーはうなずいた。

「たしかな情報です。ただし、なぜか、まではわかりません。これは『魔法石が魔力を留め置くことができるのはなぜか』という問題と一緒で、答えなんてないんですよ。ただ『そういうモノ』とだけ理解しておいてください」

　聞いてミシェルは、難しい顔で顎あごに手をやってしばらく考えてから、

「つま……り？」

　と、ザックに視線を送る。

　さもなにかに気付いたような素そ振ぶりを見せておいて、その実なにもわかっていないから「説明よろしく」と相手に丸投げする――斬ざん新しんなパスの仕方だな、とザックは少し感心してしまった。

「つまり、絶対穿貫は『どんなものでも貫つらぬく矛』であり、絶対防御と衝しよう突とつすると、太陽が最も高くなるまで使用できなくなる遺物――ってこと」

　ザックは「絶対防御も同様だ」と付け加えた。

「じゃあさ、夜に衝突させたら使えなくなる時間が長くて、朝だと短い、ってこと？」

「さすがはミシェル様。理解が早い」

　ドロシーが拍はく手しゆする。

「明日の昼には、紋章も復活しているでしょう。使えるかどうかは、実際に試ためしてみるのが一番かと」

「……不思議なこともあるのね」

「ともあれ今は、そういうもの、と考えておけばいいだろう。体には影えい響きようがないようだし、様子を見てみないことには何もわからない」

「あーっと、いえいえ、ザック様。お言葉ですが、お二人の体には、ちゃんと変化があるはずなんですよ」

「……え？」

「そうよね。紋章消えてるもん」

　と、ミシェルが右手を見る。

「紋章が消えたのも、その変化によって起こされた現象の一つなんです」

「……遺物が使えなくなることが？」

「はい。それこそが、絶対防御と絶対穿貫が合わさることで起こる『真の現象』なのですよ」

「真の現象？」

「神聖エリアス国は、その現象が起きるという情報は持っていました。ですが、実際に確認できたのは、実を言うと今日なんですよ。絶対防御と絶対穿貫が併へい存ぞんしているのは、神しん魔ま戦せん争そうのときを除けば、今の時代が初めてですから。試したくても試せなかった、というわけなんです」

「ドロシー。もしかして――」

「はい。お察しの通り。神聖エリアス国我々は、その現象の力をお借りしたいのです」

「……それが目的？」

　ザックの言葉に、ドロシーは静かにうなずいた。そして、いつになく真しん剣けんな顔つきで二人を見る。

　これからなにか重大なことを告げられるであろうことを、ザックとミシェルは言外に理解した。

「『どんなものでも貫く矛』と『どんな攻こう撃げきでも防ぐ盾』――本来は共存することができない不条理な二つの力は、もともと別の不条理な力を封ふうじるためだけに、創造神エリアス様が創造したモノだと言われています」

「……封じるため？　武器ではなく？」

「はい。本来その二つは、封具なのですよ。神魔戦争では多くの遺物が使用されましたが、エリアス様自らが創造されたモノは、たったの五つだといわれています。神魔戦争後期、最後に創造された二つが、絶対防御と絶対穿貫です」

「……不条理な力、とやらを封じるためにか？」

　ドロシーはザックの目を見み据すえ、「ええ」とうなずき、

「絶対防御は扉とびら。絶対穿貫は鍵かぎ。共存するはずのない二つの力だからこそ、永遠に封ふう印いんできる、エリアス様はそう考えたのでしょう。ですがこの時代に、なんの因果か、扉と鍵がそろってしまった」

「二つの遺物が同時に出現したことは、神にとって誤算だったと？」

「かもしれません。が、それすら計算なのかもしれません。さすがに神の叡えい智ちの裏側までは、誰にもわかりませんよ」

「………………」

　表なら知っている、という風にも聞こえる。

　穿うがちすぎかもしれないが。

「扉と鍵。言葉の通り、この二つが合わさると扉が開き、中に封じられていた不条理な力が解放されます」

「「……」」

「その不条理な力とは――」
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　ザックたちが酒場に到とう着ちやくしてから、一時間ほどが経たった頃――

　扉が開き、五人の男が酒場に入ってきた。いや、正確には男かどうかわからない。体つきはそうだが、五人とも全身黒ずくめで、奇き妙みような仮面をかぶっているからだ。

　猟犬騎士団である。

「いらっしゃ～～～い」

　と。

　ドロシーが厨ちゆう房ぼうから出てきて声をかけた。

「でも、ごめんね。今日はお店やっていないんだ」

　五人は互たがいに目で合図して、

「おいメイド、二人はどこにいる？」

　それぞれ武器を構えると、その内の一人が口を開いた。

「なんのこと？」

「とぼけるな。ザック・オールカヴァーとミシェル・セパルティアが、ここに逃にげ込んだという情報はつかんでいる」

「へー、そうなんだ。でも遅おそすぎ」

「……なに？」

「お二人なら、もうとっくに逃げたあとだよ。そこの地下道から」

　ドロシーは言って、食料庫の方を指さす。

「猟犬騎士団の情じよう報ほう網もうって、意外と大したことないんだね～。もっと早く見つかるのかと思ってたけど……なんか過大評価してたみたい。本国には、新しい報告書を送っておかないといけないかな？」

「……なぜ俺たちのことを？」

「まあまあ、それはどうでもいいじゃない、別に。迅じん速そくに任務を遂すい行こうするのなら、地下道の場所がわかった時点でさっさとボクを殺して、お二人を追うべきでしょう？」

「………………」

　そうすべきなのは、刺し客かくの五人も分かっている。彼かれらとて決して雑魚ざこではない。

　だが、目の前にいるメイドのまとう雰ふん囲い気きがあまりに異様で、攻撃することができないでいるのだ。

「なぜ二人を助けた？」

「なぜって……必要だからだよ。この腐くさった世界を救済するには、ザック様とミシェル様の力が絶対に必要なんだ。……と、マザーが言ってた」

「……マザー？」

「そう」

　ドロシーがうなずく。

「本当はさ、『真の現象が確認できたら、すぐに二人を連れてこい』って言われてたんだ。だけどね、ザック様には、自らの意志でこっち側に来てほしいんだよ、ボクは。少しの間だけでも、お二人を自由にさせてあげたいし。それにさ、世界を回ることだって、貴重な経験になるとは思わない？」

「……なにを言っている？」

「愚ぐ痴ちだよ、ただの愚痴。息むす子こみたいに思っていた人から敵意むき出しでにらまれるのって、結構つらかったんだ。だから、これから死んでいく君たちに、ちょっと聞いてもらいたかっただけ」

「貴様……何者だ？」

「知りたい？　じゃあ、メイドの土産みやげに教えてあげる」

「「「「「………………」」」」」

　刺客たちが息をのむ。

「ノリ悪いなあ……笑うところなのに。『冥めい土ど』と『メイド』をかけたんだよ？　愛あい想そ笑わらいくらいしてくれてもいいじゃない」

「……ふざけるな」

　五人の刺客たちは、ドロシーを囲んで身構えた。

「やる気満々だね～～～♪」

　ニヤリ、と笑うドロシー。

　その両手には、いつの間にかナイフが六本握られている。

「ボクはドロシー。ドロシー・No.９・セントルーラーガーデン――」




　――九番目の天使、だよ。







第四章　新たな生活







１




　地下道を抜ぬけたザックたちは、ドロシーに言われたとおり、街道に沿ってアドレー山脈の方角に進んだ。体も心も疲つかれ切きっていたが、その日は休まず、できるだけ城から離はなれることを優先した。

　そして次の日の昼頃、太陽が最も高くなると、二人の紋章はいつの間にか復活していた。絶対防御オールカヴアーと絶対穿貫セパルテイアも、問題なく使用できるようになっている。ドロシーの言っていたことは、正しかったようだ。

　この現象が、どういう意味を持つのかはわからない。不気味さはもちろんあったが、二人にとってはむしろ有あり難がたかった。

　絶対防御と絶対穿貫が使える――追われる身であるザックたちにとって、これほど心強いことはない。

　それに逃とう亡ぼう中ちゆうは、使える物は小石でも使うつもりだった。謎なぞだらけとはいえ、遺物を遊ばせておくわけにはいかないのだ。

　本当はもう一度衝突させて、現象を見定めておくべきかもしれない。だが、一時的とはいえ、絶対防御と絶対穿貫が使用できなくなるのは、少なくとも逃亡中は避さけた方がいいと判断した。

　獣けものとの戦せん闘とうは何度かあったものの、刺客には一度も襲おそわれることなく、二人の逃亡生活は四日目の夜を迎むかえていた。
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　逃亡生活四日目。

　夜までひたすら歩いて、その日は森の岩いわ陰かげで休むことにした。

「焼いた芋いももさ（ボリボリッ）結構美お味いしいよね（ボリボリッ）」

　焚たき火びを囲んで食事中――

　木の枝に刺さして焼いていた芋から大き目のものを選んで、ミシェルはかぶりついた。

「まだ火が通ってないだろ？」

「私は（ボリボリッ）ちょっと硬かたいくらいが（ボリボリッ）好きっていうか（ゴックン）……ほら、その方が素材の味を楽しめるじゃない。芋ってさ、噛かんでいると甘あまくなるのよね。知らなかった」

　と、こぶし大の芋をペロリと平らげる。

　とても味を楽しんでいるようには見えないのだが。

　食事――といっても。

　酒場の食料庫から持ってきた芋を、ただ焼いただけのシンプルなもの。空腹は満たせるものの、食事としてはやはりさみしい。

　木の皮から鍋なべや食器を作ることは、野宿の訓練で学んだことがある。だが、自分で食事を作ったことは今までに一度もない。

　酒場から持ってこられた食料は、あまり多くない。パンと干し肉は二日目には尽つきてしまい、芋もこれで最後だった。

「どこかで食料を調達しないとな……」

　とザック。

　情報の流出、それに追っ手を警けい戒かいするため、二人はこれまで街や村に寄ることをしていなかった。

「もう城からかなり離れたし、そろそろ寄り道してもいいんじゃない？」

「……そうだな。どちらにせよ、食料はなんとかしないといけない。それに、エスタの村の情報もほしいか」

「いよっし、決まりね。明日は、どこか村に寄りましょう。ふふっ、久しぶりにベッドで寝ねられそうっ♪」

　言って、ミシェルは上じよう機き嫌げんで芋をかじった。

「いや、泊とまりはしないって。食料を分けてもらったら、すぐに出発する」

「えー、なんで？」

　不満顔のミシェル。

「俺たちは逃亡中だぞ？　エスタの村に着くまでは用心しないと」

「だってさ、あと五日くらいかかるんでしょ？　私みたいなか弱い乙おと女めには、野宿ってかなり応こたえるのよね……」

「……」

　よく言う。

　二日目から鼻ちょうちん出してグースカ寝ていたくせに。

「なにか言った？」

「ああ、いや。なにも」

　それでも。

　そんなミシェルに、ザックは何度も勇気づけられていた。

　ミシェルは、まるでザックとの二人旅を楽しんでいるかのように、終始明るく振ふる舞まっている。彼女がいなければ、ザックは疲ひ労ろうと緊きん張ちよう感かんで、とっくに精神を病やんでいたかもしれない。

「ねえ、ザック」

「なに？」

「エスタの村に着いたら、そのあとどうするの？」

「とりあえずは、ドロシーを待つよ。話したいことが山ほどあるからね。そのあとは……どうだろう。今は考えられないかな」

「じゃあさ、冒ぼう険けん者しやにならない？」

「冒険者に？」

「うん。私とザックの二人で、世界中を旅するの」

　ミシェルは両りよう膝ひざを抱かかえるように座すわり直なおして、穏おだやかな表情で焚き火を見つめた。

「未開の地を冒険したり、遺い跡せきでお宝を発見したり、色んな街で美味しい物を食べたり、こうやって野宿したり。それでね、悪徳商人や魔ま族ぞくとかを退治して、街の人に感謝されたりするの。『お礼にお食事でも』って言われるんだけど、ザックは警戒しちゃって『いらない』って断わっちゃうのね。そしたら私が『なんでよっ！』と怒おこって。それで、ちょっとケンカになっちゃったり――」

「いくらなんでも、食事は断わらないって」

「そうかな？　ザックって心しん配ぱい性しようだから」

「……っ」

　言葉につかえるザック。

　そんな風に見られていたんだ――と、ほんの少し落ち込んでしまった。

　まあ、間ま違ちがいじゃないんだけども。

「私さ、ずっとそんなのを夢見てた。ううん、無理だってことは分かっていたの。セパルティア家に生まれたからには、騎き士しにならなきゃいけない。国を守らないといけない。それが嫌だってわけじゃないんだけどさ。ただふと、本当にちょっとしたときに、『ああ、自由に冒険したいな』なんて考えちゃって」

「現実的な夢と理想の夢ってのは、似ているようで違うからな」

「ザックの理想の夢ってなに？」

「俺？」

　聞かれてザックは少し考えて、

「……なんだろう。国を変えたいってのが、そうなんじゃないかな？」

「私と一いつ緒しよになりたいって？」

「う、うん……まあね」

　照れるザックを見て、ミシェルは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「でもそれって、現実的な夢ってやつでしょう？　私みたいに『冒険者になりたい』とかはないの？」

「……ない。というか、考えたことがない。俺は、目の前の問題を処理していけば、いつか理想に近づけるって思っていたから。それが『現実的』っていえば響きはいいけど、要は不器用ってことなんだろうね。手の届く範はん囲いのことしか考えられない」

「……そうかな？　私は、自分が器用だなんて思わないけど？」

「現に今の俺は、生きることだけしか考えられない。ミシェルみたいに旅を楽しむ余裕なんて、俺にはないよ」

「じゃあさ、ちょっとだけ考えていてよ」

「なにを？」

「二人で世界を冒険しよう、ってやつ。ザックの問題ってのが終わってからでいいから、いつか付き合ってほしいな」

　ザックは「そうだな」としばらく夜空を見上げて、

「……それもいいかもしれない」

　と言った。




　次の日、ザックたちは、リグという村にたどり着いた。

　高い木もく柵さくで囲まれており、かなり大きい村のようだった。見える家の数から推測すると、四百人ほどの村人がいるのではないだろうか。

　だが――

「すっごい元気ない村ね、ここ」

　村の中央辺りまできて、ミシェルがつぶやいた。

　昼頃だというのに、ここまでほとんど村人を見かけなかった。普ふ通つうなら遊んでいる子供がいそうなものだが、その姿もない。

「とにかく、まずはエスタの村の情報、あと食料を分けてもらおう」

「まずはって。それですぐに出発なんでしょ……」

　ミシェルが不満そうに頬ほおをふくらませる。

「そう言うなって。話を聞いてくる」

　ザックは、井い戸どに水くみにきていた男性に話を聞くことにした。

「あの、すみません」

「……なんだい？」

　男性は、ふいに近づいてきたザックを訝しげに見た。

「自分たちは旅をしている冒険者なんですが……エスタの村は、ここからどう行けばいいのでしょうか？」

「……エスタ？　ああ、アドレー山脈の方向に歩いて行けばいいさ。あとは、行く先で聞いてくれ」

　水くみをする手を休めることなく、男性は面倒そうに答える。

「できれば、食料を分けてもらいたいのですが……」

「食料ね……。すまないが、力にはなれないな」

「少しでいいんです。お願いします」

「頼たのまれてもね……」

「あ、あの！」

　と、ミシェルが男性まで歩み寄り、

「わ、私、お腹なかペコペコで。本当お願いしますっ！」

　深々と頭を下げた。

　男性はため息をついて、困ったように頭をかいた。

「……違うんだ、お嬢じようちゃん。意地悪で言ってるんじゃない。とにかく今日はマズいんだよ」

「……今日は？」

　ザックとミシェルが顔を見合わせる。

「どういうことですか？」

「……俺おれからはなにも言えない。詳くわしく知りたかったら、村長さんを訪ねてくれ」

　男性は「あそこがそうだ」と高台の家を指さす。

　ザックとミシェルは男性に礼を言って、村長の家へと向かった。




　村長の家を訪ねると、部屋に案内された。

　部屋の中は質素で、生活に必要なもの以外はほとんどなにも置かれていない。村長は、かなり高こう齢れいだった。孫まご娘むすめと二人暮らしだという。

「お茶をどうぞ」

　ザックとミシェルが椅い子すに腰こしかけると、村長の孫娘セシルがお茶を運んできた。

　セシルは、黒くろ髪かみの可愛かわいらしい子だった。言こと葉ば遣づかいといい立たち振る舞いといい、ミシェルよりも年下だろうが、よっぽどしっかりしている。

　井戸で出会った男性の話をすると、村長は少し躊躇ためらったが事情を話してくれた。

「一年ほど前から……この村は、盗とう賊ぞく団だんの支配下にあるのです」

「……盗賊団？」

　村長が静かにうなずく。

「ちょっと待って。盗賊団に『襲われた』なら分かるけど、『支配下』ってどういうこと？」

「奴やつらは突とつ然ぜん村に現れて、『魔族から村を守る代わりに上納金を納めろ』と言ってきたのです。元々この辺りには、魔族などおりませぬ。村の若者だけで十分守っていけるのですが……」

　さらにセシルが補足する。

「もちろん断わりました。そうしたら……あいつら『反はん抗こうには罰ばつを』って。先頭で反対していたお父さんを殺して、お母さんは連れて行かれました。……他ほかにも何人か」

「そんなことって……」

　ミシェルが目を伏ふせる。

「あいつらは数すうヶか月げつに一度、上納金を集めに来るんです。それが今夜なんですが……今の村には、上納金を払はらうだけの蓄たくわえがないんです。村人全員のお金を集めても、半分もいかないくらい」

「今回の上納金はいつもの五倍。目的は女でしょう。『払えぬのなら女を差し出せ』と言っておりましたのでな。おそらく孫のセシルも……」

　村長は顔を両手でおおった。

「……ねえ、ザック」

　と。

　ザックの袖そでをつかみ、耳元でささやくミシェル。

「ちょっとわかんないんだけど」

「……なにが？」

「あのさ、なんで盗賊団は村を襲しゆう撃げきしないで、上納金なんて面倒なことしてんの？　手っ取り早く襲っちゃえば、好きな物が手に入るじゃない」

「ああ……それな。小こ賢ざかしいんだよ」

「小賢しい？」

　ミシェルが首を傾かしげる。

「たとえば、盗賊団がある村を襲って滅ほろぼしたとする」

「うん」

「それで好きな物は手に入るが、新しい物を手に入れるには、別の村を襲わないといけない。さらに手に入れるには、また別の村を」

「うんうん」

「そんなことをしていれば、当然目立ってしまうだろ。やがてその情報は王都に入り、討とう伐ばつ隊たいが結成されてしまう、というわけ。つまり、はた目には平和に見せておいて、生かさず殺さず、長い間搾しぼり取とろうってのが狙ねらいなんだよ」

「え？　なにそれ？　超ちようムカつく」

「たしかにな、気分が悪い。小悪党の考えそうなことだ」

「いよっし、決めたっ！」

　ミシェルはテーブルに両手をついて、勢いよく立ち上がった。

「その盗賊団、私とザックで退治してあげる！」

「――!?」

　一同は驚おどろいてミシェルを見る。

「大だい丈じよう夫ぶ、任せなさいって。こう見えてね、私とザックはすっごいつよ――」

「まて、まてまてまてまてまてまてまてまてまてってっ!!」

　と、慌あわてて口を挟はさむザック。

　ミシェルの袖をつかんで強ごう引いんに座らせた。

「なんで止めるの？　許せないじゃん」

　いきりたつミシェルを、ザックは「どうどう」と落ち着かせた。そして小声でささやく。

「俺たちは逃亡中なんだぞ？　いくら王都から離れたとはいえ、目立つ行動はしないほうがいい」

「んじゃザックは、セシルがクズに犯おかされてもいいっていうの？」

「……いや、犯されるとか。本人目の前にして、でかい声で言うなって……」

「私は嫌いやよ、絶対。ここでこの村を見捨てたら一生後こう悔かいする。それに、この村を救っても、私たちが追っ手につかまるとは限らない。もし追っ手につかまるのなら、それは私たちが弱いから。その程度の実力と運なら、たとえ村を見捨てたって結果は同じよ」

「……わかる。わかるけど。少し待て。俺に考えがあるから、な？」

「……考え？」

　聞いてミシェルは、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。ミシェルが大人しくなった一いつ瞬しゆんの隙すきを逃のがさず、ザックは村長に話を切り出した。

「なあ、村長さん」

「なんでしょうか？」

「盗賊団のやっていることは、間違いなく違い法ほう行こう為いです。許されることなんかじゃない」

「……はい」

「それなら、どうして王都に報告しないんです？　リアン王国には、強力な騎き士し団だんがいます。盗賊団など、すぐに討伐してくれますよ」

「そ、それは……」

　ザックが尋ねると、村長は言いにくそうに顔を伏せた。

「……来てくれませんよ、騎士団なんて」

　代わりに答えたのは、セシルだった。

「どうして？」

「盗賊団のバックには……盾の騎士団がついているんです」

「――なっ!?」

　思いもよらぬ名の登場に、ザックは驚きのあまり、座っていた椅子を倒たおして勢いよく立ち上がった。

「い、いや……ちょっと待ってくれ。それはたしかなのか？」

　セシルがうなずく。

「……残念ながら。盗賊団の親玉オズワルドは、盾の騎士団の紋章が入った大きな盾を持っています。それに、オズワルド自身も『この辺り一帯を盾の騎士団から任されている』と言っていましたから」

「ちょっと、ちょっと、ちょっと、ちょっとぉぉぉっ！　なにこれザック？　どういうこと？　え、なに？　盾の騎士団って、そんなことしてたわけ？」

　ミシェルはザックの胸むなぐらをつかみ、前後に何度もゆすった。

「まてまてまて！　俺も初耳だ！　ていうか、オズワルドって誰だれ？　知らんっ！」

　ザックは、盾の騎士団では将校の一人だった。階級も高く、騎士団のことなら大たい抵ていの情報は持っている。

　たしかに騎士団が他の組織と関係を持つのは珍めずらしいことではないが、盗賊団の後うしろ盾だてになり、領民を苦しめているなんて聞いたことがない。オズワルドという人物も知らない。

「騎士団の紋章が入った大盾なんて、簡単に手に入るもんじゃないでしょう？　絶対に盾の騎士団が、なんかやってんじゃんっ！」

　と、さらに激しくゆさぶられるザック。

　ほどよく脳がシェイクされたのが良かったのだろうか。このときザックは、ある可能性に気がついた。

「あっ」

「……あ？」

　ミシェルの手がぴたりと止まる。

「ああ……なるほど。そっか」

「え？　なに？」

「点と点がつながった……。そっかそっか……そういうこと」

　うわごとのようにつぶやくザック。急に生気の抜けたような表情に変わって、なぜか遠くの方を見つめていた。

「どしたの？　バカになっちゃった？」

　ミシェルが心配そうにザックの顔をのぞき込む。

「バカになった……ていうか、バカだった。だよな……おかしいと思ってた。気づけって、これに」

「……ちょっと、なになに？　本当になに？」

　目を丸くしているミシェルに、ザックは「あとで話す」と告げた。そして、テーブルに両手をついて村長を見つめる。

「村長さん……セシル……」

「……はい？」

「な、なんですか？」

「その盗賊団……俺たちで退治します。というか、お願いですから、どうか退治させて下さい……」

　がくりと。

　首を折るようにして頭を下げるザック。

　ひどく気落ちしている様子のザックを、他の三人はただ不思議そうに眺ながめていた。

「あのクソ野や郎ろうが……」

　オールカヴァー家の恥はじだ……。




２




「アシッドって……ザックの叔お父じさんの？」

「そう。おかしいと思ってたんだよ……」

　その日の夜――

　ザックとミシェルは、リグの村の入り口で、盗賊団が来るのを待っているところだった。

「あいつの部屋ってさ、やたらと広くて、壺つぼやら絵画やら甲かつ冑ちゆうやらが、これまたずらーって並べてあるのよ。それはもう、お高そうな物が」

「うわあ……すっごいね。デミアンの部屋みたい」

「オールカヴァー家は古い貴族だけど、そんなに金持ちってわけじゃない。昔からの騎士家系で政治に参加していなかったから、貴族の中では貧びん乏ぼうなくらいだ。それが、アシッドが家か督とくを継ついでから、やたらと金回りが良くなってさ。いくら騎き士し団だん長ちようだからって、あまりに羽は振ぶりが良すぎる。んまあ、商人から賄わい賂ろもらってるくらいは想定していたけど、まさか盗賊団の後ろ盾になっているとは……」

「盾の騎士団だけに、後ろ盾って？」

「……ほんとそう」

　大きくため息をつくザック。

「さっきからため息ばっかりね」

「もうね、あまりにムカつき過ぎてさ、怒いかりなんて一瞬で通とおり越こしちゃって。呆あきれて呆れて呆れ果はててしまったよ。悲しいやら、申し訳ないやら、情けないやらで。はあ……もうなに？　この心境って」

「それで昼間は、あんな面おも白しろい顔してたんだ」

　ミシェルは言って、くすくすと笑った。

「今まで何度も盗賊団の報告はあったはずだよな……。それを、全部アシッドが握にぎりつぶしていやがったとはね……。そこまでのクズだとは、さすがに予想できなかった……」

「下の兵士を従わせておけば、矛の騎士団こつちにも報告はこないしね」

「あいつさ、俺には『騎士として誇ほこりを持て』とか『正しきことをしろ』とか言うんだよ。お前が言うなっての。ホコリまみれの悪党のくせに」

「あははっ、上う手まいこというね」

「笑い事じゃないって……」

　ザックは頭をかかえる。

「リグの村の人たちには、本当に申し訳ないと思っている……。俺がもっと早く気づけていたら、セシルの両親も助かったかもしれないのに」

「そんなに自分を責めないで。ザックだけのせいじゃないよ。私や母さんだって気づけなかった」

「……きっちり落とし前はつけないとな」

「そうね」

　そのとき、遠くで松明たいまつの灯あかりが揺ゆれるのが見えた。灯りは徐じよ々じよに増えていき、こちらに近づいてくる。

「来たわね」

「ああ」

「ザックさ、ちっちゃい革かわの盾しか持ってないでしょ？　短たん剣けんでも貸そっか？」

「盾一枚あれば十分」

「そっか。元盾の騎士団だしね」

「……そう。腐った盾の騎士団、ね」

　現れたのは、やはり盗賊団の連中だった。ざっと見て五十人ほどだろうか。こちらに気付くと、少し距きよ離りを置いて立ち止まった。

「……なんだ、お前らは？」

　先頭を歩いていた大男が言った。その右手には、一メートル以上もある大盾を持っている。無骨な大男にはあまりに不ふ釣つり合あいの、上品な装そう飾しよくが施ほどこされている見事な大盾だった。

　ザックは、大男に近づいて言った。

「なあ、あんた」

「ああ？」

「その盾、どうやって手に入れたんだ？」

「誰だ、てめえ？」

「質問を質問で返さないでくれ。その盾を、いったいどうやって手に入れたのか聞いている」

　言ってザックは大男をにらみつける。すると、集団の中にいた目つきの悪い赤あか髪がみの男が、短剣を抜いてザックに近づいてきた。

「オズワルドさんが質問しているんだ。答えろ」

　赤髪の男は、ザックの喉のど元もとに短剣を突つきつけた。

「……オズワルド」

　なるほど。

　やはりこの男がそうか。

　オズワルドは「待て」と赤髪の男を制止して、

「お前……この盾がどういう物かわかっているのか？」

　と、大盾をザックに向けた。

「ああ。リアン王国、盾の騎士団の将校クラスに与あたえられる『リアンの大盾』だろう？　厚さ三十七ミリのミスリル製で、刃やいばも魔ま法ほうも防ぐことができる大陸最強の盾。ただし、あまりの重さと大きさから、扱あつかえる者はほとんどいない。だから最近では、防具というより『勲くん章しよう』という位置づけになっていて、鉄製の簡易的な物が主流になっている。だが見たところ、それはミスリル製だな……。もう一度聞くぞ。どうやって手に入れた？」

「………………っ!!」

　驚いて絶句するオズワルドに、ザックは「おいおい」と続けた。

「聞かれたから答えたのに、いちいち驚くな。それに『お前は何者だ』なんて台詞せりふもいらない。俺は、それがなんなのかを知っているただの冒険者だ。だから次は、こちらの質問に答えろ」

　口を開く前にザックによって釘くぎをさされ、オズワルドは不満そうに顔をゆがめながらも質問に答えた。

「俺たちは、盾の騎士団の騎士団長であるアシッド様から、この辺り一帯の村を魔族から守るように言われている。この盾は、アシッド様からいただいた物だ」

　オズワルドは言って、リアンの大盾を誇らしげに掲かかげていた。

「そうか……」

　ザックは額に手をやり、がっくりとうなだれた。

　やはり盾の騎士団が盗賊の後ろ盾になっていたのは、間違いないようだ。

「にしても……鉄製のじゃなくて、ミスリル製とはね。ずいぶん気前よくやったものだな、アシッドは」

　独り言をつぶやくザック。

　しかしそうなると、やることは一つしかない。

　アシッドの愚ぐ行こうに気づけなかったのは、自分の失策。せめてもの罪つみ滅ほろぼしに、この盗賊団は確実に潰つぶしておかなければならない。

「では次の質問だ――」

「待てよ」

　赤髪の男がザックの言葉をさえぎり、顔を近づけてきた。

　――瞬しゆん間かんに。

「があっ!?」

　ザックの頭ず突つきが男の顔面に炸さく裂れつする。そしてザックは、倒れていく男の髪をつかむと、そのまま地面に叩たたきつけた。

「次の質問だ。お前たち、今まで何人殺した？」

　言いながらも、ザックは男の顔を地面に押おしつけていく。頭ず蓋がいの割れる音がして、大量の血が地面を染めていく。おそらくもう死んでいるだろう。

　盗賊たちは、次々に武器を構えた。

「こっちの都合はお構いなしか？　謎の冒険者さんよ」

「何人殺した？」

「はいはい……お構いなしってことね」

　オズワルドは、肩かたをすくめて首を横に振った。

「まあ……そうだな。三十、いや四十か？　覚えてねえよ」

「……覚えていない？」

「俺たちが任されている村は一つじゃない。いちいち数えてなんかねえよ」

「……そうか。女は殺さずに連れていくと聞いた。今どこにいる？」

「知るか。女は上納金の代わりだ。ほとんどは、人買いに売っ払っちまってる」

「……ほとんど？　そうでない者もいるのか？」

「そりゃあな。個人的に楽しませてもらったり、狩かりの獲え物ものとして使ったり。まあ、用よう途とは色々だ」

「……狩りだと？」

「ガキを走らせて狩りをするとな、なかなか面白いんだよ」

「……子供を殺すのか？」

「違う、狩りだ。殺しじゃねえ」

　言ってオズワルドは、愉ゆ快かいそうに大笑いした。他の男たちも同様に笑う。

　ザックは「そうか」と立ち上がった。

「それはよかった。本当によかったよ……」

「……ん？」

「お前たちが慈じ悲ひの心を持っていたのなら、俺は、ほんの少し躊躇っていたかもしれない。だが、よかったよ。……そこまでのクズなら、安心して殺せる」

　と、不気味な微び笑しようを浮うかべるザック。

「………………なに？」




「ミシェルッ!!」




　ザックが叫さけぶ――と同時に、体のすぐ横を光の矢が通り過ぎていった。そして光の矢は、幾いく人にんもの盗賊たちを貫つらぬいていく。

　声を上げる間もなく、無数の人間が肉にく片へんと化した。

「……今ので何人死んだ？　十か？　十五か？」

「な、なにが起こった……？」

「安心しろ、オズワルド。お前は一瞬では終わらせない。殺された人たちの無念を、恐きよう怖ふを、たっぷりと思い知れ」

　ザックの迫はく力りよくに圧おされ、オズワルドは一歩後ずさりした。そして「舐なめやがって」と唇くちびるを噛む。

「おい、やっちまえっ！」

　オズワルドの声とともに、盗賊たちがいっせいに襲おそいかかってきた。

　ザックが盾を構える。

　はじめに飛びかかってきた男の攻こう撃げきを受け流して、そのまま盾で顔面を殴なぐりつけた。

「死ねや！」

　左方向から叫んでくる男の懐ふところに入ると、盾を男の胸に押し当あてて勢いを殺す。そして、そのまま喉のどを握りつぶした。さらに背後から斬きりかかる剣けんの軌き道どうを盾でそらし、男の腕うでをへし折って剣を奪うばった。

　盾の騎士団には、盾による攻撃法がいくつかある。『受け』から『攻撃』に転ずるものがほとんどであるが、ザックの攻こう撃げき力りよくと速度をもってすれば、小さな革の盾であっても、骨を砕くだくことなど容易たやすい。

　剣を奪ったザックは、一いつ旦たん男たちから距離をとった。だが、すぐに二人の男が攻撃を仕し掛かけてくる。

　一人は上から頭を、一人は下から足を。ザックは地を蹴けって足への攻撃をさけると、空中で身をひるがえし、上からきた男を剣で斬りつけた。そして、着地と同時に下の男を始末しようと剣を構えなおしたとき、男が「があっ」と声を発して、その場に崩くずれ落おちた。

　ミシェルが片付けていたのである。

「派手によけるクセ、やめた方がいいよ。空中で攻撃されたら、どうすんのさ？」

「……ちゃんと対応できるって」

　憮ぶ然ぜんとした表情で答えるザック。

「絶対防御があるんだからさ、盾でバッと攻撃受けて、シュバッて倒しちゃえばいいじゃない。なんで出だし惜おしみするの？」

「……」

　なんで、と聞かれて、ザックは複雑な表情をした。

　ミシェルが武芸の天才だということは、ザックも認めている。認めてはいるのだが――助言までもが天才的すぎて、どうにもわかりにくいのだ。

『シュバッ』と敵を倒せるのなら、誰も苦労などしないわけで。

　個人としては最強でも、人に教えたり、兵を率いて戦うことには向いていない。ミシェル・セパルティアとは、そういう騎士なのである。

「出し惜しみ、というか……奥おくの手ては、できるだけ隠かくしておきたいんだ」

「そう？」

　言いながらミシェルは、絶対穿貫で自身の背後をなぎ払った。すると、ザックの足あし下もとに男の生首が転がってくる。

　ミシェルは今の一いち撃げきで、三人の男の首を刎はねていた。

　まるで虫でも払うかのように。簡単に。

「カードゲームだって、最強のカードから使った方が気持ちいいじゃない」

　ミシェルが言う。

　たしかミシェルは、カードゲームが壊かい滅めつ的てきに弱いはずなのだが。

「私が安心して背中を預けられるのは、ザックだけなんだよ。考えすぎないで、バチッとやっちゃえばいいのよ」

「……ああ。バチッとね」

　言って、ザックはミシェルの、ミシェルはザックの背後にいる男をそれぞれ斬り殺ころした。何度も合同訓練をしてきた二人の連係は、実に見事なものである。

　その後も盗賊たちは次々と襲いかかってきたが、二人は、ことごとく返かえり討うちにしていく。武器を捨てて逃にげていく奴らにも、容よう赦しやなく剣を振ふるった。

　わずかの間に、辺りには五十を超こえる死体が転がっていた。

「仲間は全部片づいた……。さて、お前の処しよ刑けいを始めようか」

　ザックは、剣の切っ先をオズワルドへと向ける。

「お前たち……本当に、ただの冒ぼう険けん者しやなのか？」

「どうでもいいだろう？　さあ、覚かく悟ごはいいか？　なくても殺すが」

　ザックは言って、オズワルドに近づいていく。

　オズワルドは数歩後ずさると、リアンの大盾を掲げて叫んだ。

「い、いくら強くても、俺にはこの盾があるっ！　どんな攻撃だって通用しねえよ!!」

「ご自じ慢まんの盾って……それ？」

「ああ、そうだ！　なにしろリアンの大盾は、大陸最強の盾だからな。いかなる刃も魔法も――っ!?」

　意い気き揚よう々ようと話していたオズワルドは、リアンの大盾を見た瞬間、青い顔になって絶句した。

　盾の真ん中部分に、大きな穴が開いていたのである。

「絶対穿貫にかかれば、そんなものは紙と同じ。なんなら、もう一個穴開けようか？」

「な、な、なんじゃ……こりゃ」

　オズワルドは、リアンの大盾に隠れるようにへたり込んだ。

「どうした？　自慢の盾が無力だと、ずいぶんと弱気だな」

「な、なあ……見み逃のがしてくれよ。な？」

「見逃すと思うか？」

「そ、そうだ！　良い物をやろう！　とっておきなんだ……」

　腰に付けている道どう具ぐ袋ぶくろをまさぐるオズワルド。

　そして――

「とっておきの……魔法石だよ」

　と、ザックの目の前に複数の魔法石を投げつけた。

「――!?」

　轟ごう音おんとともに、辺りが激しい爆ばく風ふうに包まれる。

　すさまじい熱と圧力。リアンの大盾の陰かげに隠れていたオズワルドだったが、爆風で盾ごと吹ふっ飛とばされた。

　だが、深刻なダメージは回かい避ひできたようで、すぐに起き上がる。

「あはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっーーーーーーーーーーーーーーーーっ！　どーよ、魔法石の雨だっ！　商人からかっぱらってきたから、こっちには腐くさるほどあるんだよ。くれてやるっ！」

　舞まい上あがる土つち煙けむりを眺めて、高笑いするオズワルド。すっかり勝ちを確信していたが、すぐに異様な光景を目にして言葉を失った。

「――なっ!?」

　舞っていた土煙が、なにかに吸い込まれていくのである。そしてそこには、盾を構えたザックが平然と立っていた。

「……無む駄だなことを」

　ザックの前には、光の魔ま法ほう陣じんが展開されていた。

　絶対防御――いかなる攻撃をも防ぐ、ザックの特殊能力スキルである。

「む、む、無傷だと……？　魔法石十個は使ったはずだぞ!?」

「数を使えば強力だ、という考えが浅はかなんだよ。魔法石とは、そんなに単純な道具アイテムなんかじゃない」

「クソが！」

　オズワルドは叫んで、立て続けに魔法石を発動させていった。

　炎ほのお、雷らい撃げき、風の刃、水の矢、土の針――それらが、息つく暇ひまもなくザックを襲う。だが、すべてが弾はじかれ、拒こばまれ、魔法陣によって消失されていく。

「そ、そ、そんなバカな……。全属性の魔法を防ぐ革の盾なんて……ありえない」

　盾の騎士団では、陣じん形けいや用途によって盾を使い分ける。

　攻撃力がほしいのなら、行動に制限が少ない小さな盾を。防御に特化させたいのなら、分厚い大盾を。

　魔法に対しても同様で、革かわ製せいの盾は火属性に弱く、金属製の盾は雷かみなり属ぞく性せいに弱い。リアンの大盾のようなミスリル製ならば全属性を軽減できるが、価格や重量、攻撃力とのバランスなど制限も多い。

　だが絶対防御なら、あらゆる攻撃を防ぐことができる。

　斬撃、打だ撃げき、全属性魔法、毒や超ちよう音おん波ぱといった目に見えない攻撃までも。たとえ数万本の矢の雨であろうと、巨きよ大だいな岩石であろうと、街を吹き飛ばすほどの攻こう撃げき魔ま法ほうであろうと、絶対にザックまで届くことはない。多方面に障しよう壁へきを展開できないという弱点はあるが、ザックは自身を鍛きたえることで、この欠点を補っている。

「なんだよ？　……なんなんだよっ！」

　オズワルドは手て当あたり次し第だいに魔法石を放つが、やはり結果は同じだった。

「どうした？　もう打ち止めか？」

「……くっ」

「さすがに元が革の盾では、ここまで酷こく使しすると壊こわれてしまうか……。もっと丈じよう夫ぶな盾を新調しなくてはな」

　言ってザックは、破損した革の盾を投げ捨てた。そして、足下に落ちている剣を拾う。

「……ば、化け物がっ！」

　森の中へ逃げ込もうとするオズワルド――だが。

「逃がしゃしないって」

　とミシェル。

　光の矢が、オズワルドの左足を撃うち抜ぬいた。

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　左足を切断されたオズワルドは、その場でのたうち回った。

「うるさいぞ、黙だまれ」

　と。

　ザックはオズワルドに近づき、転げ回っている彼かれのみぞおちを蹴り上げた。オズワルドは「うげっ」と声を上げ、ゴミ屑くずのように転がっていく。
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「や、止めてくれっ！　た、頼たのむ！」

　オズワルドはなんとか身を起こし、まるで神に祈いのりを捧ささげるかのように手を合わせた。そして涙なみだ目めで懇こん願がんする。

「あんたの強さはよくわかった……。もう悪いことはしないと誓ちかう。二度と、二度としない！　だから……頼む、命だけは助けてくれっ！」

「……」

　不快そうな顔をするザック。

「そんな目で見るなよ……。俺おれだって、アシッド様から命令されて仕方なくやっていたんだ……。金ならやる……アジトにあるんだ。なんでもするから、命だけは助けてくれ……いや、助けてください！　お願いしますっ！」

「なあ――」

　と、ザックは、剣の先をオズワルドの眉み間けんに当てた。

「お前が殺してきた村人たちも、犯してきた女たちも、同じように命いのち乞ごいをしたのだろう？　助けて、なんでもする、お願いします……そう言ったのだろう？　必死に生きようとする子供たちを、狩りだといって殺したのだろう？　何度も何度も何度も何度も……泣いて、叫んで、懇願して。……それでもお前は、許さなかったのだろう？」

「お、お願いです……」

「報むくいは受けないといけない」

　ザックは言うと、切っ先を少しずつオズワルドの額に沈しずめていった。

「お、おね、た、たすけて……」

「ダメだ」

「い、いたい、いたいいたたたた、いいたいた……いいいた…………いたたた、いたたたああああいいいた……いたたたっ………………いたいたいいあたたた………………」

　オズワルドは、絶望的な表情のまま絶命した。

「……地じ獄ごくで詫わびろ」

　ザックは、吐はき捨すてるように言った。




３




　盗とう賊ぞく団だんを壊かい滅めつさせた二人は、そのことを村長に報告した。初めは信じられない様子の村長とセシルだったが、リアンの大盾を見せると、涙を流して二人に感謝した。

　ザックとミシェルは、食料を分けてもらって、すぐに発たつつもりだった。

　村の入り口に死体の山があるのは、あまりに目立ちすぎる。すぐ王都に連れん絡らくがいくだろう。

　だが村長は「礼がしたい」と言い、二人に泊とまっていくよう勧すすめた。

　二人は少し迷ったが、村長の厚こう意いに甘あまえることにした。もう夜も遅おそい。旅人や冒険者に死体を見られる可能性は低いだろう。

　それに、たとえ死体を見られたとしても、ここから王都まではかなりの距離がある。すぐには追っ手も来られない。

　なにより二人は疲つかれていた。

　ゆっくり休息をとるのも、今後の旅に必要だと判断したのだ。

　翌朝ザックが目覚めると、盗賊団の死体がすべてなくなっていた。聞くと、村の若者たちが村から離はなれた場所に大穴を掘ほって、そこに埋うめたらしい。死体の山があって困るのは、ザックたちだけではなかったようだ。

　ザックとミシェルは、村人たちから丁てい重ちようなもてなしを受けた。温かい食事を腹はら一いつ杯ぱい食べたのは、久々のことだった。




「ありがとう、村長さん」

　セシルが淹いれてくれたお茶を一口飲んで、ザックが言った。

「いやいや、礼を言うのはこちらの方です」

「お父さんとお母さんの敵かたきを討ってくれて、本当にありがとうございます」

　村長の前にお茶を置いたセシルが、向き直ってザックに頭を下げる。

　食事のあと、ザックは村長の家で話をしていた。情報を集めようというのだ。

　ミシェルはここにはいない。彼かの女じよがいると話が脱だつ線せんしてしまう可能性が高いため、村を回ってくるようにザックが勧めたのだ。

「それで村長さん。エスタの村についてだが……」

「エスタは、ここから街かい道どう沿ぞいに五日ほど歩いた場所にある、森の中の小さな村です。まだ新しい村で、南から流れてきた人たちが作ったと聞いています」

「新しい村なんですか？」

「ええ。できたのは……十年ほど前じゃろうか」

「十年前……」

　ドロシーは、エスタに『信しん頼らいできる知人がいる』と言っていた。

　十年前となると、すでにドロシーはオールカヴァー家でメイドをしている。その間、ドロシーが長期間家を空けたことは一度もない。

　そうなると『知人』というのは、ドロシーがメイドをする以前からの知り合いということか。

「あの、ザック様」

　考えごとをしていると、村長が声をかけてきた。

「食料の他ほかに必要な物があったら、遠えん慮りよなくおっしゃってください」

「こちらとしては助かりますが……いいのですか？」

　ザックが尋たずねると、村長は軽く笑った。

「村を救っていただいて、食料だけでは気が済みませんよ」

「リグには革かわ製せい品ひんを作る腕の良い職人がたくさんいるので、旅に役立つ物が提供できると思います」

「それなら村長さん」

　と、ザックは壁かべに立てかけてあるリアンの大盾を親指でさした。

「代金代わりにあれを譲ゆずります。そのまま売うり払はらうのはさすがにマズいけれど、加工すれば問題ないでしょう。良質なミスリル製なので、それなりのお金になるはずです」

「い、いいのですか？」

「ええ。もともとそのつもりでしたから。村のために使ってください」

「ありがとうございます」

「それで、こちらが欲ほしいものなんですが……」

　と、ザックは少し考えて、

「まずは大きめの鞄かばん、ランプと油、それに盾たてと防具。これらは、できるだけ軽くて丈夫な物がいい。この辺りの地図、調理具、調味料、それにナイフが二本、野草や料理の本なんかもあれば助かるな。あとは…………」

「「………………」」

「ん？」

　ふと見ると、村長とセシルがきょとんとした顔でこちらを眺めていた。

「……なにか？」

　ザックが尋ねると、村長とセシルは苦笑いしながら答えた。

「ああ、いえ……」

「結構必要な物が多いんだなって思いまして……」

「――えっ!?」

　しまった、とザックは思った。

　調子にのって、ちょっと厚かましくなっていたかもしれない。

「い、いや……す、すみません…………」

　バツが悪そうにうつむいて、ザックは頭をかいた。

　村長とセシルは、顔を見合わせて笑う。

「いえいえ、こちらこそすみません。決して皮肉で言ったわけではありませんから、どうか気にしないでくだされ」

　そう言って村長は立ち上がると、扉とびらの方へと歩いて行った。

「貴重品は盗賊に奪われておりますが、それくらいならば、すべてお渡わたしできますじゃ。少し待っていてくだされ」

　言い置いて、村長は部屋を出ていく。

「お昼くらいまでには、準備できると思いますよ。それまでゆっくりしていてください」

　セシルは微笑ほほえんで言うと、炊すい事じ場ばへと向かった。

　手持ちぶさたになってしまったザックは、どうしようかと考えた。

　ゆっくりするというのは、どうも性に合わない。なにかしていないと、もったいないと感じてしまう。損な性格だと自分でも思う。

　村長の手伝いでもしようか？　ミシェルと村を回るのも悪くない、あれこれ考えていると、ザックは名案を思いついた。

「おーい、セシル」

　ザックが呼ぶと、セシルは炊事場から顔だけ出して答えた。

「なんでしょう？」

「よかったら、俺に料理を教えてくれないか？」







幕間　彼氏が料理に凝ってしまって困っているんだが。







　私は頭が悪い。

　それは、ちゃんと分かっている。

　今までろくに本を読んだことはないし、少しでも難しい言葉を使われると、脳が拒きよ否ひ反はん応のうを起こしてしまう。

　私に物事を教えるには、五歳さいの子供と思うくらいがちょうどいい――らしい。以前、家の教育係の偉えらい学者先生に、そんなことを言われた。

　二にヶか月げつほど前に。

　もし頭が良ければ、私が今直面している困ったことに、的確な答えが出せるのだろうか。

　いや、無理だ。

　今試ためされているのは、頭の良さなんかじゃない。

　なにを試されているのかまでは分からないけれど、それはきっと、頭の良い悪いで答えが出るものではないと思う。

　まあ簡単に言うと。




　ザックの作る料理が、途と轍てつもなく不ま味ずいのだ。




　昨日の夜――

　昼過ぎにリグの村を発って、夜まで歩き、街道から離れて草原で野宿をした。

「今日から俺が料理を作るよ」

　突とつ然ぜんそんなことを言いだすザック。リグの村で、セシルから料理を教わったらしい。

　ザックは昔から、なんでもできてしまう人だった。

　勉強も、運動も、騎き士しとしての実力も、教養も、すべて備わっている完かん璧ぺきな人。もちろんそれは、ザックが努力していたからなんだけれど。

　でも、ちょっとだけ違ちがってた。

　こうして旅をするようになってから分かったんだけど、ザックにだって、できないことはたくさんあったのだ。

　初めのうちは、芋いもの皮むきすらできなかったし、洗せん濯たくだって、力を入れすぎてマントを破いてしまっていた。服をたたむのは、私の方が上手いくらい。

　騎士としては優ゆう秀しゆうでも、人としてはまだまだって感じだった。

　無知だった。

　これは、私にも言えることなんだけど。

　だけどザックは、苦手なことも凄すごい速さで上達していった。唯ゆい一いつ勝っていた服をたたむことも、今ではもうかなわない。

　これで料理まで上う手まくなっちゃったら、彼女として立場がないな――なんて思っていたのだけれど。

　全然大だい丈じよう夫ぶだった。

　なんかね、もの凄く不味いの。

　ザックの料理って。

　甘いとか、辛からいとか、酸すっぱいとか、苦いとか、塩しお辛からいとか、そういうのを全く感じさせない『不味い』という感覚を、私は初めて知った。

　ザックは獣じゆう肉にくと芋の炒いため物ものを作ってくれたのだけど、二口だけ食べて、あとは残した。

　申し訳ないとは思った。けれど、途轍もなく不味かったのだ。

　だがしかし。

　このとき私は、ザックが『初めてだから失敗した』と思っていた。ザックのことだ。きっとすぐに修正して、美お味いしい料理が作れるようになる、と。

　次の日――つまり今日。

　ザックは、朝からずっと、難しい顔で料理の本とにらめっこをしていた。

　昨日の出来には納なつ得とくいっていないらしくて、どうしたら良いかと何度も聞かれた。「まずは簡単なものに挑ちよう戦せんしたら？」と私が言ったら、「凝ったものを作りたいんだ」とちょっと不満そうだった。どうやら、かなり料理にハマっているみたい。

　今日は晩ご飯に、リグの村で食べた野菜のスープを作ってくれるらしい。ピリ辛の味付けで、凄く美味しかったスープだ。

　一日歩いて、街道から離れた草むらで野宿することにした。

　準備を早々にすませ、ザックはさっそく料理にとりかかった。

　私は、ただそれを黙って眺ながめていた。『きっと今日は成功するはず』『頑がん張ばれ、ザック』なんて楽観していた。

　……だけど。

　甘かった。

　ついさっき、ザックの背後から鍋なべの中をのぞいてみたときのことだ。

「……なにそれ、ザック？」

「なにって……スープだよ。セシルに教わった」

　涼すずしい顔で。そんなことをのたまうザック。

　私の記き憶おくでは、リグの村で食べたのは、野菜のうま味がしみ出ている透とう明めいなスープだったはず。

「………………」

　ザックのスープは青かった。

　こんなにも鮮あざやかなブルーが世の中に存在したのかと、私は感動すらしてしまった。このブルーで空を染めたのなら、きっと気持ちの良い快晴になることだろう。

　もしかしたら、光の加減でそう見えてしまったのかもしれないと思って、私は色んな角度から鍋をのぞきこんでみた。

　でも。

　ザックが鼻歌交じりでかき回しているスープの色は、やっぱり青かった。




　んで――今に至っている。

　私は頭が悪い。

　そして困っている。

　どうやったらザックを傷つけずに、「不味い」と伝えることができるのだろう、と。

「できたぞ」

　ザックは、木の器にスープをよそってくれた。

　やはり青い。

　どこまでも鮮やかなブルーだった。

　この世の物とは思えないにおいで、なぜだか分からないけれど、とろみがあった。

　え？

　スープだよね、これ？

　ザックはスープらしきものを自分の器にもよそい、焚たき火びを挟はさんで向かいに座すわった。

「今日は上手くできたと思うんだ」

　と、さっそく一口食べる。

「……」

　すげえぜ、と思った。

「………………うん。そっか。……うーん、なるほどね」

　ザックは難しい顔でスープを眺めながら、小刻みに何度もうなずいていた。

「ど、どう？　美味しい？」

　黙っていてもらちがあかない。

　私は、とりあえず会話することにした。

「いや、美う味まくはないかな……。まあ、不味くもないけどね」

　と、もう一口食べる。

「……」

　もしかしたら美味しい？　と思い、私は器に顔を近づけてみた――が、やはりダメだった。

　第一関門である『色』と『におい』が、心をバキバキに折ってくる。

　好みの違い、なんて可愛かわいいことじゃない。私は決して舌が肥えている方じゃないけれど、断言できる。

　これは、多くの人が『不味い』って言う。

　昨日も思ったのだけど、たぶんザックは、許容できる味覚の幅はばが恐おそろしく広いのだと思う。

　美味しい食べ物は同じように『美味しい』と感じるのだろうが、私が不味いと思う物でも、ザックは『不味い』とは感じない。せいぜい『個性的な味』だとか、今みたいに『美味くはない』くらいなのだろう。

　ザックにとって食事とは、あくまで栄養補給と体力回復の手段のひとつ。もちろん美味しいにこしたことはないのだろうけど、目的が達成できるのなら、味なんて二の次。

　つまりまあ。

　簡単に言えば、ザックは味あじ音おん痴ちってこと。

　普ふ通つうなら『彼の新しい一面を見つけちゃった、うふっ』なんて思うところだけど……舐めてはいけない。

　下手をすれば、こちらの命にかかわる。

　勇気を振り絞しぼって、私はザックに聞いてみた。

「ねえ、ザック」

「なに？」

「これってさ……セシルに教わった通りに作ったの？」

「だいたいはそうかな」

　……だい、たい？

「え？　どういうこと？」

「俺なりに工く夫ふうしてみたんだ。まあ、味と見た目は変わったけどね」

　いったいどんな工夫を？

　味と見た目が違ったら、それはもう別料理なんじゃなかろうか。

「ちなみにさ」

「ん？」

「工夫って、どんな？」

「まあ色々だよ。疲ひ労ろう回かい復ふくに効果があるエランジェの根を入れてみたり、オウレンの葉をすりつぶしたり。あとは蟲むし、とか」

「………………」

　なんだよ、そのやべえ『蟲』は？　と思った。

　それに『とか』？

　この『とか』に、蟲以外のなにが含ふくまれているのだろう。

　具体的に、とは怖こわくて聞けなかった。

「食べないのか？」

　いつまでもスープに口をつけようとしない私を、ちょっと不ふ審しんに思ったのだろう。ザックに聞かれた。

「あ……う、うん。ちょっとね」

「どうかした？」

「ああ……いや、あの、お腹なかが痛くて」

　答えを用意していなかった私は、とっさに嘘うそをついた。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

「う、うん。大丈夫だから。心配しないで」

「そうはいっても……あ、そうだ。たしか薬があったっけ」

　言ってザックは、鞄の中から薬を取りだした。

「本当に大丈夫だから。薬がもったいないよ」

「なにを言っているんだ。こういうときのための薬だろう？」

　ザックが革かわの水すい筒とうと薬を持ってきてくれる。そして私の肩かたに手を置いて、「さあ」と薬をすすめた。

「………………」

　ザックの直視に耐たえられず、私は黙ってうつむいた。

　違うのザック。

　私は、あなたに嘘をついている。

　私のために作ってくれた料理を食べたくないから、あなたを騙だましているの。

　……そんなに優やさしくしないで。

「……本当にどうしたんだ？　大丈夫なのか？」

　心配そうなザックの声が聞こえる。

　でも私は、あなたを見ることができない。

　申し訳ないし、自分が情けない。

　もっと良い方法があったはずなのに。

　私はあなたに嘘をついて、自分を守ろうとしてしまった。

「……ごめんなさい」

　私は、いつの間にか泣いていた。

　すぐに涙を止めようと思った。

　だけど。

　拭ぬぐっても、拭っても、止まらなかった。

「お、おい……ミシェル？」

「わああ――ん……うわあああああーーーーん、う、うう……わあああああああ――」

　ついに私は、声を出して大泣きしてしまった。

　色んな感情があふれてきて、自分ではどうしようもなかった。




　突然泣き出した私を、ザックは優しく落ち着かせてくれた。なぜ泣いているかは無理に聞こうとはせず。まるで私の心を支えるように。

　それがとても嬉うれしかった。

　少し冷静になった私は、ザックにすべてを話した。そうしたらザックは、心底安心したように笑っていた。




「……そんなこと。正直に言えば良いだろ？　不味いって」

「だって……ザックが私のために作ってくれたんだもん…………」

　ずずっと。

　私は鼻水をすすった。

「だとしてもだ。それでミシェルが苦しんでいたら、俺だって嫌いやだよ」

「……うん」

「まあ、料理はもうあきらめるよ。俺には才能がないみたいだし」

「んじゃ、これから食事はどうするの？」

　ずずずっと。

　私はまた鼻水をすすった。

「ミシェルが作ってよ」

「え？」

「だって、俺ができないんなら、ミシェルがやるしかないだろ？」

「そうだけど……私も下手だよ？」

「誰だれだって初めはそうだよ。少しずつ覚えていけばいい。少なくとも、俺よりは才能あるだろうからさ」

「………………」

　目から鱗うろこが落ちたような気がした。

　ザックの料理が不味いのなら、私が作ればいいんだ。

　どうして私は、こんなにも簡単なことに気付かなかったのだろう。

　いや。

　気付いていたのに、見ないようにしていたのかもしれない。

　だってそれは、とても面めん倒どうなことだから。

　一日旅をしたあとに食事を作らないといけないなんて、誰だって嫌なものだ。

　食事は作ってもらうもの、と甘えていた。

　だけど私は、もう貴族じゃない。

　騎士でもない。

　自分の食べるものくらい、自分で作れるようにならないと。

　そんな当たり前なことに、私は気付かされた。

「……わかった。頑張る」

　私がそう言ってうなずくと、ザックは嬉しそうな顔をしていた。




　次の日――

　いつもより少しだけ早く野営の準備をはじめて、私は料理にとりかかった。

　一日歩いて、正直クタクタだった。今から夕食を作らなければいけないなんて、ちょっと気が滅め入いる。

　だけど、そうも言っていられない。

　私が作らなければ、夕食は食べられないのだから。

　今日の夕食は、本に書いてあった『肉と野菜のスープ』に決めた。

　野菜を切って、調味料を入れて、干し肉と煮に込こむだけのシンプルなもの。余よ裕ゆうだと思っていた。

　でも、これがまた難しい。

　野菜の大きさなんてバラバラ、本に書いてある通りに進めているはずなのに、甘くなったり、塩辛くなったりのくりかえしで。ザックから「手伝おうか」って言われたけれど、私はムキになってひとりで作り続けた。

　なんとか食べられるようになったのは、夜よる遅おそくになってから。待っていてくれたザックには、本当に申し訳ないと思った。

　スープをよそって渡すと、ザックはすぐに一口食べた。

　感想は――

「……美味い。美味いよ、ミシェル！」

　満面の笑えみでそう言われた。

　意外だった。てっきり「普通かな」と言われるものだと思っていたから。

　私は、何度も味見をしているから知っている。

　このスープは――まあ、食べられなくはないけれど、あんな嬉しそうな笑え顔がおで「美味い」と言える代しろ物ものじゃない。

「俺が気を遣つかっている、なんて考えてるだろ？」

「え？」

「浮うかない顔をしてるから」

「う、うん。……だってさ、そこまで美味しくないもん。このスープ」

　私が言うと、ザックは「ふふっ」と笑った。

「俺が味音痴でよかったな」

「むう……いじわる」

「まあでも、お世辞でもなんでもないよ」

「本当？」

「ミシェルが作ってくれたんだ。たぶん俺は、どんな料理だろうと最高に『美味い』って思うよ」

「そうお？」

　私も食べてみる。

　うん、やっぱり美味しくない。

　小さな野菜はぐちゃぐちゃだし、大きいものは中が生なま煮にえ。たまに調味料の塊かたまりがあって、べって吐き出だしたくなる。

　きっと私は、また浮かない顔をしていたのだろう。ザックから「はあ」とため息がもれた。

「ミシェル」

　ザックは器うつわをかたわらに置いて、私に正対した。

「……どうしたの？」

「今からミシェルに、大切なことを……言おうと思い、ます」

「う、うん」

　やたらと生き真ま面じ目めな顔で、だけど目は泳いでいて、とってつけたようなヘンテコな敬語だった。

　緊きん張ちようしたりして思考が鈍にぶると、昔からザックはきまってこうなる。普ふ段だんはピシッとしているから、とてもわかりやすい。

　緊張しているの？　……照れてる？

「俺の性格上、これから伝えることは、何度も言ってあげられることじゃ……ありません。だから、どうか忘れないでほしい……です」

「わかった」

　それからザックは、しばらく視線を下に向けていた。

　少し待っていると、ザックは顔を上げて、

「お、俺は、ミシェルが思っているよりも、たぶんずっと、ミシェルのことが好きだから。初めて会ったときから、それは変わっていないから。……だ、だから、もっと自信を持ってほしい……のです。ミシェルが作ってくれたものなら、お、俺おれにとっては、最高の料理なわけ、ですから。絶対に美味しいから……そ、その、だ、だからもう、頼たのむから悲しい顔はしないで……ください」

　顔を真っ赤にして。

　それでも、私の目をしっかりと見つめて。

　言ってくれた。

　考えてみれば、ちゃんと「好き」と言われたのは初めてかもしれない。私が告白したときですら、「俺も」と言われただけだから。もちろん、行動では示してくれていたけれど、言葉というのは大切だな、と思った。

　だってね。

　ものすごく嬉しかったから。

　嬉しかったから――

「わっ、おい、ちょ……ミシェル!?」

　私は、盛り上がってしまった。勢いよくザックに抱だきついて、何度も頬ほおずりをくりかえした――と思う。

　正直よく覚えていない。

　嬉しすぎて、幸せすぎて。

　言葉は大切だ、なんて思ったのに。言葉では伝えてないんじゃないかな？　それくらい、私は勝手に盛り上がってた。

　だけど。

　安心してね、ザック。

「好きだ」って言ってくれたことは、忘れないから。




　ザックがそうお願いしたから、私は、絶対に忘れない――







第五章　デミアン
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　リグの村を発たち、二人は真まっ直すぐエスタに向かった。

　食料は十分だったが、リグの村の村長からもらった地図には、エスタは書かれていなかった。まだ新しい村だからだろう。

　すれ違う旅人や冒ぼう険けん者しやからエスタの位置を聞いて回りながら、ザックたちは進んだ。道中雨で足止めされたり、いい加減な道を教えられて、時間を無む駄だにしたことが何度かあった。

　そうして王都を発ってから十五日が過ぎたところで、二人はようやくエスタの村がある森の前に到とう着ちやくした。




「……つけられてるね」

　森を眺めている風をよそおいながら、ミシェルが言った。

「ああ。昨日の昼ごろからだろ？」

　ザックも自然な感じで答える。

「ハズレ。一昨日おとといの夜からよ」

「……本当？」

　野生の勘かん、なのだろうか。

　ミシェルは、こういう感覚に優すぐれている。

「そのときはまだ薄うつすらだったんだけど。人数増えてる」

「気配を隠かくすのが上手い連中だな……。おそらく猟りよう犬けん騎き士し団だんだろう」

「てか、それしかなくない？」

「まあね」

「……どうする？」

「このまま村に行くのはマズい。行き先を知られたら、それこそ準じゆ備んび万ばん端たん整えて、じっくりと襲おそってくるだろう。村にも迷めい惑わくがかかる」

「せっかくここまで来たのに……」

　ため息をつくミシェル。

「とりあえず、森はこのまま素す通どおりするか」

　と、ザックは森から離はなれていく。

「エスタは目の前なのに……」

　ぶつくさ言いながら、ミシェルも後を追った。




　夕方まで歩いて、二人は広い荒こう野やの真ん中で野宿の準備を始めた。

　ザックたちがここを野宿の場所に決めたのには、理由があった。

　この辺りは草の丈たけが低くて、木も少ない。ちょっとした丘おかはあるものの、かなり見通しの良い場所だ。大勢が隠れるところなど、ほとんどないといえる。

　エスタの村はすぐそこ。いつまでも逃にげているわけにはいかない。だが、人がいる街かい道どう沿ぞいや、見通しの悪い森の中での戦せん闘とうは避さけたかった。

　ならば。

　尾び行こうするのが困難な場所に誘さそい出してやれば、あちらから動いてくるのではないか――そう考えたのだ。

　食事のあと、ザックとミシェルは、二人でハの字になるように寝ねそべって、夜空を見上げていた。

「……静かだね」

「ああ」

「でもいるね。あの小高い丘の裏。かなりの人数」

「大人数が隠れることができるような場所は、あそこしかないからな」

「なんで襲ってこないんだろ？　隙すきだらけだよ、私ら」

「さあな。なにか待っているのか、消しよう耗もう戦せん狙ねらいなのか……」

「こっちが気付いているって、あっちも気付いているんだよね？」

「……だと思うけど。猟犬騎士団は、王直属の暗殺部隊って話だ。こんなだだっ広い平原に、無む為い無む策さくでついてくるような奴やつらじゃないだろ」

「案外バカなんじゃないの？」

「……どうかな？」

「ザックはね、心配しすぎ」

「そうか？」

「あのね、ザックくらい物事を考えてる人なんて、そうそういないよ？　敵がはっきりしないと、自分と同じくらい頭が良いって過か剰じように評価すんのやめなって。悪いクセだよ」

「用心するに越こしたことはないだろ」

「用心しすぎなんだって。きっとバカよ、あいつら」

「だといいけど……」

「あのさ、このまま動きがなかったら、どうするの？」

「村に近づくわけにはいかないからな……。しばらくは、ここで野宿かも」

　聞いてミシェルは「えーっ！」と声を上げ、勢いよく起き上がった。

「そんなの嫌！」

「しかたないだろう？　他人を巻き込むわけにはいかないんだから」

「んじゃさ」

　と、ミシェルは立ち上がり、魔ま法ほう陣じんから絶対穿貫セパルテイアを取りだした。

「いっそ攻せめよう」

「え？」

「よく考えたら、あいつらに合わせる必要なんてないじゃん」

「いや、だけど――」

　急いで身を起こすザックだったが――

「先手必勝じゃない？」

　ミシェルはにやりと笑い、丘に向かって絶対穿貫を投げつけた。

　光の矢へと変化した絶対穿貫が、丘の中腹を貫つらぬいていく。ここからだとかなり距きよ離りがあったが、叫さけび声ごえのようなものが聞こえた。

「もう一発！」

　ミシェルは絶対穿貫をいったん手に戻もどし、再び丘へと投とう擲てきする。中腹部を大きく削けずられて、丘の先せん端たん部ぶ分ぶんは崩くずれてしまった。

「無む茶ちやすんなって……」

　ザックは額に手を置いて、ため息をついた。

「ダメだった？」

「……いいや。案外良かったかもしれない。このままにらめっこしていても、消しよう耗もうしていくだけだしな」

　言ってザックは立ち上がり、丘の方を眺めた。

「これで相手がどうでるか、だな」




　しばらくすると、黒い影かげが複数こちらに近づいてきた。全身黒ずくめで、奇き妙みような仮面をかぶっている――猟犬騎士団だった。

　その中にひとり、馬に乗っている人物がいる。

　デミアンだ。

「たくよぉ……。むちゃくちゃしやがるな」

　ぶつくさ言いながら馬を下りる。

　デミアンは豪ごう奢しやな服装で、一ひと際きわ目立つ赤いマントを羽は織おっていた。左目には黒い眼帯をつけている。

　ミシェルが手にしている矛ほこを見て、デミアンは何度も小刻みにうなずいていた。

「復活していたんだ、絶対穿貫。ということは……絶対防御オールカヴアーもあったりするの？」

「だとしたら？」

「ああ……いいや別に」

　首をすくめるデミアン。

「驚おどろかないんだな」

「だって関係ねーじゃん。今さら遺物が復活したって。どうせお前らは、国に戻ってくる気はないんだし。野の良ら犬いぬがなに持っていたって、興味ないね」

「それじゃ、俺たちのことも放ほうっておいてくれないか？」

「そうはいかないんだな、これが」

　デミアンが顎あごをしゃくると、猟犬騎士団の連中が二人を取り囲んだ。目で追って数えると、少なくとも十五人はいる。

「ああ、安心しろ。これは個人的な恨うらみであって、国から討とう伐ばつ命めい令れいが出ているわけじゃない。てか、叔お父じさんは、お前たちが逃げ出したことすら知らねえよ」

「個人的な恨みだけで、こんなところまで来たんだな。暇ひま人じん」

　ザックが皮肉っぽく言うと、デミアンは小こ馬ば鹿かにしたような口調で言い返した。

「個人的な恨みだからこそ、こんなところまで来たんだよ、バカタレ」

　そして、あざけるように間の抜ぬけた顔を作るデミアン。

　相変わらず人を不快にさせる、とザックはうんざりした。

「俺たちが尾行に気付いていたことは、分かっていたはずだ。それなら、どうしてここまで大人しくついてきた？　狙ねらいはなんだ？」

「別に。なにも」

　芝しば居いがかった調子でデミアンが答える。

「なにも……ない？」

「ああ。さっきも言ったが、これはあくまで、俺の個人的な用件だ」

　デミアンが眼帯をさわる。

「この左目な……お前に殴なぐられたせいで、使いモノにならなくなっちまった。ああ、いいや。別にそれはいい。眼帯ってのも、なかなか格かつ好こいいからな。俺が許せないのは、お前が俺を見下していることだ。これだけは、どうしても勘かん弁べんならない……いいか？　お前が死ぬだけじゃ意味がないんだよ。俺が、この手で、お前を殺さなきゃ、ね。わかる？」

「部下たちはお前を待っていた、ということか？」

「そゆこと。俺がここに着いたのは、ちょうど絶対穿貫が丘を削り取とったときだ。別に狙いなんてないし、思おも惑わくもねえよ」

「……どうりで。尾行には適さない派手な服だと思ったよ」

　デミアンはふんっと鼻を鳴らして、マントを脱ぬぎ捨すてた。

「さあ、ザックちゃん。……ケンカしようか」

　指をクイッと動かして挑ちよう発はつするデミアン。

「ケンカを売るなら買ってやる。だが」

「……だが、なんだよ？」

「手ぶらでいいのか？」

　見たところデミアンは、なにも武器を持っていなかった。腰こしに剣けんも下げていない。

「あん？　男のタイマンっつったら、拳こぶしで決まりだろ」

「……こっちが付き合うとでも？」

　ザックが剣を抜く。

「んま、それはご自由にどうぞ」

　デミアンが不敵な笑みを浮かべる。

「………………」

　ザックは考えた。

　戦闘経験などないデミアンが、仮にも騎き士しだったザック相手に、武器なしで勝てるわけがない。たとえ武器があったとしても、結果は同じことだろう。

　考えられるのは、魔ま法ほう石せきの使用。ミシェルを救出したときも、奴は魔法石を持っていた。可能性としてはこれが最も高い。

　だが。

　あの余裕を感じさせる笑みは、いったいなんだ？　デミアンの奥おくの手ては、本当に魔法石だけなのか？

「というわけで、俺様はザックちゃんと大事な用があるから。寂さみしいだろうけど、ミシェルちゃんは、ちょっくらあっちに行っててくんない」

「はあ、なんでよ？」

　眉まゆをひそめるミシェル。

「それぐらい分かれって。男と男の勝負を、他人が邪じや魔ましちゃダメでしょう？」

「あんただって部下使ってんじゃん」

「だ、か、ら、お前は、こいつらと遊んでろって言ってんだ」

　デミアンが手で合図を送ると、猟犬騎士団の一人がミシェルに近づいた――次の瞬しゆん間かん、その団員の腕うでと顔半分が吹ふき飛とぶ。

「……寄らないでくれる？」

　冷ややかな目つきで団員を見るミシェル。

　彼かの女じよが右手にもっている絶対穿貫には、血が滴したたっていた。一いつ瞬しゆんのうちに、近づいてきた団員を切り刻んだのである。しかも、すぐ隣となりにいるザックには、刃やいばをかすらせることなく、だ。

「お望み通り相手してあげるから。付いてらっしゃい」

　ミシェルは「頑がん張ばってね」とザックに言い置いて、猟犬騎士団の連中と闇やみに消えていった。

　その様子を呆ぼう然ぜんと見つめるザックとデミアン。

　ミシェルが見えなくなったところで、デミアンがぽつりとつぶやいた。

「怖こええ女だな」

「戦闘能力は、俺なんかよりもずっと上だ。あまり怒おこらせるな。手が付けられなくなる」

「バカで、天然で、超ちよう強つええってか。……典型的な脳筋だな」

　デミアンは苦く笑しようした。

　ザックはデミアンに視線を移して、

「なあ、デミアン」

「んだよ？　もう始めるか？」

　言ってデミアンは戦闘態勢に入る。

「その前に、いくつか確かく認にんしたいことがある。知ってることを話せ」

「……今か？　ここで？　このテンションで？　タイマン直前に？　……お前さ、空気読めないだろ？」

「殺してしまっては聞けないだろう？」

「ああ……なるほどね」

　何度もうなずくデミアン。

「んま、知ってることならお話ししましょ」

　デミアンは緊張を解いて、ふうっと肩をすくめた。

「途と中ちゆう立ち寄った村で、俺はアシッドの不正を聞いた」
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「不正って？」

「村を襲った盗とう賊ぞくたちを見み逃のがすかわりに、盾たての騎き士し団だんは、賄わい賂ろを受け取っていたという話だ。それどころか、アシッドは積極的に支し援えんしていたようだがな。おそらくは、他にもやっているだろう」

「んで？」

「お前は……いや、王は、このことを知っていたのか？　知っていて……なにもしなかったのか？」

　聞いてデミアンはうつむいて、「くくくっ」と軽く笑った。

「なにが可お笑かしい？」

「ああ、いやいや……。ザックちゃんは、やっぱりザックちゃんだなと思ってな」

「……さっさと答えろ」

　ザックがデミアンをにらみつける。

　デミアンは「はいはい」とため息をつき、話を始めた。

「叔父さんは、たぶんアシッドの不正についてなにも知らない。一度も相談を受けたことがないからな。ただ俺は、かなり前から知っていたよ」

「見逃していたのか？」

「まあね。口止め料もらってるし」

「……なるほど。リアン王国は、そこまで腐くさっていたのか……」

「お前にとっては、だろ？　俺やアシッドにとっては、ちょうどよく熟こなれているって感じだわな」

「だがなぜだ？　国の平和を脅おびやかしかねない存在は、全力をもって排はい除じよするのではなかったのか？」

「……頭カチカチかぁ？　臨機応変に考えろ。世の中ってのは、善と悪だけで、ぱかっと割り切れるもんじゃない。役立つ悪なら放っておくさ」

「それでも、アシッドが役にたっているとは思えない。むしろ害だろう？」

「前にも授業してやったろ。『下で支える者』と『上に立つ者』では、考え方が根本的に違ちがう。下の連中は、目の前の悪党だけを退治すれば、問題が全部解決すると思っている。だが、現実はそうじゃない。最も大切なのは、国のバランスだ。ひとつの問題を解決することで別の問題が生まれるんじゃ、意味ないだろうが」

「アシッドを好き勝手やらせておくことが、国のバランスを保つとでも？」

「あのな……ザックちゃん。アシッドが悪党だと知らずに繋つながっている善人が、いったいどれだけいると思うよ？　奴が金をばらまいてくれるおかげで、生活できている商人だって山ほどいる。農民やその家族、オールカヴァー家のメイドたちもそうだ。お前だって、ただ知らないだけで、不正に手を貸していたかもしれないんだぜ？」

「……くっ」

「そいつら全員を断罪すれば、お前は満足なのか？　選えり分わけるとして、その線引きは？いったいどこからが悪で、どこからが善なんだろうな？」

「………………」

　ザックが黙だまる。

　すぐに反論できなかったのだ。

「はんっ、黙ったな。俺の言葉に『理』があるのだと思ったんだろ？　だから賢かしこいんだよ、お前は。賢いくせに潔けつ癖ぺきで、正義感だけは強いから、目の前の闇に耐えられない」

　言ってデミアンは、楽しげにからからと笑った。

「……詭き弁べんだな」

「かもな。でも事実だ」

「事実だとしても、俺のやることは変わらない」

　と、ザックはデミアンに剣を向ける。

「ただ信じる道を進むだけだ」

「……悪人は例外なく全員殺すってか？　英えい雄ゆう願がん望ぼうでもあんのかよ？」

「そういうわけじゃない。だが、目の前の悪を排除することで、救われる人がいるのもまた事実だろう？」

「ご立派だねぇ……。正義の味方さまが考えることは」

「どうかな？　俺の嫌きらいな奴には、やたらと悪人が多くてな。結果的にそうなっているだけかもしれない」

「おっ、頭悪そうなセリフ。聞いてて寒気がしたよ、こっぱずかしくて」

　デミアンは、馬ば鹿かにするような口調で言った。

「もうひとつ」

「ああ？」

「お前はさっき『王は、俺たちが王都を脱だつ出しゆつしたことを知らない』と言っていたが、それは本当か？」

　ザックの言葉を聞いて、デミアンは顔に手をやって大きくため息をついた。

「まだあんのかよ……マジで面倒だな、お前」

「大切なことなんでね」

「……さっき言った通りだ。……これで満足か？」

「ああ、満足だ」

　ニヤリと笑うザック。

「ということは……お前を殺せば、もう追っ手は来ないということだからな」

「……いいねぇ、その目。ゾクゾクするよ。狂くるった人殺しの目だ」

「お前と一いつ緒しよにするな」

「いいや、一緒だね」

「お前が余計な手出しをしなければ、俺はなにもしない。ただ降りかかる火の粉を払はらって、なにが悪い？」

　聞いてデミアンがあざ笑う。

「違うね。世の中には二種類の人間がいる。いざというとき躊躇ためらわず人を殺す奴と、降りかかる火の粉であっても決して殺さない奴だ。お前は、間ま違ちがいなく前者なんだろ？」

「………………」

　ザックは、なにも答えなかった。

「勘かん違ちがいしないでくれ。褒ほめてんだよ。人を殺せる奴ってのは、クレバーな人間だ。クソみてえな情やモラルってもんに流されることなく、冷静に状じよう況きようを判断し、きわめて現実的に物事を考えられる。『命の重さ』なんて曖あい昧まいなものに惑まどわされないで、なにが『理』で、なにが『害』か、よく分かっているってことだ」

「……たしかにな。俺は、そういうところがあるかもしれない」

　ザックは、自じ虐ぎやく的てきな笑みを浮かべた。

　考えてみれば、リグの村でもそうだった。

　村長から盗賊団の話を聞いたとき、ミシェルはすぐに「助けよう」と声を上げたのに、自分はそれを制止した。もちろん村人たちのことを不ふ憫びんには思ったが、それよりも、自分たちの都合を優先したのだ。

　極論ではあるが――なるほど。

　デミアンの言うことも一理ある。

「じゃあ――」

　と、ザックが剣をかまえる。

「俺たちの『理』のために、お前を殺す」
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　ザックから仕し掛かけた。

　一気に距離をつめ、脇わきを剣で払う。一いち撃げきで終わらせるつもりの攻こう撃げきだった。

　――が。

「なっ!?」

　手て応ごたえがない。

　たしかに剣は、デミアンの体を斬きりつけたはず。よけられたというわけでもない。

　だがしかし、まるで水でも斬ったかのような感かん触しよくだった。

「よう、ザックちゃん」

　デミアンと視線がからみ合った――瞬間に、ただならぬ殺気を感じて、背筋が凍こおりついた。本能が『逃げろ』と強く訴うつたえかけてくる。

　ザックは反射的に地を蹴けって、デミアンから距離を取った。

「さすがに速いな。目で追えねーや」

「……どうも」

　冷静を装ってはいたが、ザックは混乱していた。今目の前で起こったことが、まったく理解できない。

　相手はデミアンだ。戦闘経験などまったくないはず。

　だが攻撃を仕掛けたとき、ザックは、まるで途と轍てつもない魔ま族ぞくを相手にしているかのような殺気を感じた。逃げずにはいられなかった。

「どした？　こないの？」

　手を広げて挑発してくるデミアン。

　ザックは剣を構え直し、デミアンに突っ込んでいった。

　今度は正面から――敏びん捷しような身のこなしで素す早ばやく懐ふところに潜もぐり込む。

　デミアンの視線は、先ほどまでザックがいた場所から動いていない。速さには対応できていないようだ。

　間合いも十分。これなら、と思った。

　――しかし。

「あらら。残念、ザックちゃん」

　やはり手応えがない。

　だが、今度はなにが起こったのか、しっかりと確認できた。

　――剣がデミアンの体をすり抜けたのだ。

　ザックは、距離をとって体勢を立て直そうと試みた。が、デミアンはそれを許してくれない。すぐに間をつめてザックの顔面を鷲わしづかみにすると、そのまま地面に叩たたきつけた。そして、跳はね上あがるザックの体を容よう赦しやなく蹴り飛ばす。

「がっ！」

　鈍い音とともに、ザックの体がくの字に折れ曲がった。そして数メートル吹っ飛んで、地面の上を跳ねるように転がっていく。

「ぎゃははははははははははははははははははっーーーーーーーーーーーーーーーーっ！やった、やった、やった、やった、やってやったぜぇぇぇーーーーーーーーーーーーっ!!ついに、ついにクソ生意気なザックに、一発ぶち込んでやったぞぉぉぉぉぉっ!!」

　バカ笑いを続けるデミアン。

　ザックはふらふらと立ち上がった。

　目がかすむ。体が言うことを聞いてくれない。

　今の攻撃はかなり効いた。とくに二発目。とても戦闘経験のないボンボンの蹴りじゃない。まるで、岩で殴られたかのような衝しよう撃げきだった。

「……どういうことだ、デミアン？」

「ん？」

「剣は、たしかにお前をとらえた……だがすり抜けた」

「ああ、そだな」

「なにが起こった？」

　ザックが聞くと、デミアンは嬉うれしそうに手を叩いて喜んだ。

「いいっ！　いいよ、ザックちゃん！　その悔くやしそうな顔っ！　それが見たかったのよ、俺は。ぎゃははははははっ！」

「……ちっ」

　イラだたせるのが上う手まい奴だ、とザックは舌を鳴らした。

「……答えろ」

「知りたい？　じゃあ教えてやる――てか、ぜひ説明させてくれ。自じ慢まんしたいんだよ。お前に。俺の力を」

　そう言うと、デミアンは眼帯をめくった。

「これ、なんだと思うよ？」

　見ると、デミアンの左目には、黒い宝石のようなものが埋うめられていた。

「……魔法石、か？」

「おしいっ！　……でもハズレ。魔法石じゃないんだな、これが」

「もったいぶっていないで、さっさと教えたらどうだ」

「そうイラつくなって。……いや、やっぱイラついてくれ。その方が気分がいい」

　デミアンは再び眼帯をつけ直し、小馬鹿にするように頭をゆらゆらと揺ゆすった。ザックがにらみつける。

「わーった、わーった……。説明してやるよ」

　デミアンは呆あきれたように肩かたをすくめ、しばらく間を置いた。

　そして言う――

「これは遺物だ」

　と。

「……遺物だと？」

「遺物『泥泥棒マツドロバリー』。絶対防御や絶対穿貫と違って、誰だれにでもあつかえるもんだ。んま、ちょっとした覚かく悟ごは必要だがな」

　デミアンは笑いながら、ザックに長い舌を出して見せた。

　そこには、奇妙な形の紋もん章しようが刻まれている。

「……本当に遺物なのか」

「能力は……実際に見た方が早いだろ」

　言い終えるとすぐ、デミアンの下半身が泥どろ色いろに変わっていく。

　いや。

　色だけではなく、体自体も泥のように流れだしてくずれていった。

「――っ!?」

「見ての通り。どうよ、凄すげえだろ」

「……体を自由に泥化できる、のか？」

　だとすれば、デミアンの体を剣がすり抜けた説明もつく。

「簡単に言えばそうだが、正確には違う。俺おれは、体を泥に変えられる人間になったわけじゃない。俺自身が土系魔法になったのさ」

「――!?」

　デミアンの話を聞いて、ザックの頭に閃ひらめくものがあった。

　だがそれは、ありえないことのはず。

「まさか……人型魔法か!?」

「くくくっ……ご名答。泥泥棒は、人間を人型魔法『マッドロバリー』に変える遺物。泥を自由に操作できるようになる魔法らしいが、乾かわいた土じゃダメだ。泥じゃないといけない。その辺の制約があるから、泥を服に変えて身につけるようにしている。裸はだかじゃ締しまらないしな」

　人型魔法――以前、本で読んだことがある。

　かつて大陸の東側を支配していた邪じや教きよう集しゆう団だんが、人間を超ちよう越えつするために編み出した特殊能力スキル。『人を魔法に変える』ことで自然の力を支配できるようにするという、今は失われた禁きん忌きの能力だ。

　人型魔法になった者は、痛みや快楽というものを一いつ切さい感じなくなる。つまり、人間ではなくなってしまうのだ。

　人型魔法でいられる時間は、三億千五百三十六万秒――つまり十年。

　それが経過すると、今度は想像を絶する苦痛を、三億千五百三十六万秒もの間ずっと与あたえられるという。そして、最後には魂たましいまでも消しよう滅めつしてしまうらしい。

　邪教集団とともに滅ほろんだ特殊能力だと聞いていたが、そうか。人型魔法とは、特定の人間の特殊能力ではなく、邪教集団が遺物の力を利用していたということか。

　その遺物を、今デミアンが持っている――

「なるほど……泥人間ね。面おも白しろい玩具おもちやを手に入れたようだな」

「そゆこと」

　デミアンがうなずく。

「さすがは、お利口なザックちゃん。人型魔法のことも、よくご存じなようで」

「本の知識だけだがな。まさか遺物だとは思わなかったよ」

「手に入れたのは一年前。今まで使わなかったのは、踏ふん切ぎりがつかなかったからだ。寿じゆ命みよう十年とか、想像を絶する苦痛なんてのはどうでもいいが、快楽がなくなるのが痛い。女を抱だいても気持ちよくないなんて、そりゃ最悪だろ？」
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「……貴様らしい理由だ」

　吐はき捨てるようにザックが言う。

「だけど、ザックちゃんが背中を押おしてくれたんだ。弱虫な俺の左目を潰つぶしてくれて、ようやく決心がついたんだよ。本当に感謝している……。再生する体なら、ミシェルの絶対穿貫も怖こわくねえ……」

　言い終えてしばらくすると、デミアンの顔が悪あく魔まのような笑え顔がおに変わっていった。

「……お前をこの手で殺せるのなら、人間やめるのなんて安いもんだわ」

「くだらん理由だな……」

「んま、価値観の違いでしょ。譲ゆずれないもんってのは、人それぞれ」

「それには同意する」

　ザックが剣を構える。

「俺もお前に、自分の命を譲るつもりはない」

「はんっ、譲られるつもりはないね。俺が奪うばうんだよ」

　デミアンは右みぎ腕うでを鉄てつ槌ついの形に変化させると、ザックに振ふり下おろした。

　ぎりぎりのところでかわして、ザックは剣を振るう。

　足先、膝ひざ、腿もも、腰、腹、胸、腕、首。

　一ひと太た刀ちずつ丁てい寧ねいに、攻撃の効果があるか見み極きわめていく。が、やはり手応えはない。泥は斬りつけても、すぐに元に戻ってしまう。

「効かねえよ」

　顔を狙った攻撃がデミアンに止められた。

「――っ」

「驚いたか？　泥だって固めりゃ、刃を防ぐことくらいわけねえよ」

　攻撃を止められたことで、一瞬体が硬こう直ちよくしてしまった。デミアンはその隙を逃のがさず、右手を刃に変化させて突つきたてる。

　だが。

　泥の刃は、ザックに刺ささる直前でグシャッと潰れていった。そこには、魔法陣が光ひかり輝かがやいている。

「ちっ、絶対防御かっ!?」

　舌を鳴らすデミアン。

　ザックはデミアンの右腕を斬り落とすと、いったん距離を取った。

「逃にがすかよっ！」

　デミアンは落とされた右腕を戻して鎌かまのように変化させ、ザックの首元を強きよう襲しゆうした。

　反射的に盾を突きだし、ぎりぎりのところで攻撃を防ぐザック。飛び散った泥が絶対防御の魔法陣にはりついて、一瞬視界が奪われた。

　そのとき。

「――がっ!?」

　逆方向から飛んできた泥の鉄槌になぐられ、ザックは吹っ飛んだ。地を石ころのように転がっていく。

「ぎゃはははははははははははははははははははははははははははははははははははっ！　バカが！　絶対防御は、盾を出した方向しか防御できないんだろう？　わざわざご丁寧に説明してくれたもんなぁ～～～玉座の間でよぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

　ふらふらと立ち上がり、ザックは剣を拾う。

　戦い方が上手い。弱点を的確についてくる。もともと才能があったのか、それとも遺物のおかげで進化したのか。

　いずれにしろ、今のデミアンはかなり厄やつ介かいな相手だ、とザックは思った。

「そうだな、お前を舐なめていたよ。デミアン」

「あん？」

「バカなボンボンが遺物を手に入れても、大して変わらないと思っていた。……だが違うようだ。泥泥棒は、かなり優ゆう秀しゆうな遺物だ。ボンボンを騎士以上にしている」

　聞いてデミアンは、「ふんっ」と鼻を鳴らした。

「精せい一いつ杯ぱいの強がり、って感じだな。腹の中は煮にえくりかえってるくせに」

「だが弱点もある。泥を自在にあやつれるといっても、大量にはできないのだろう？　もし可能なら、とっくに多方向から大質量の攻撃をしかけているはずだ」

「へえ……」

　デミアンが感かん嘆たんの声をあげる。

「冷静に分ぶん析せきしているな。その通りだよ。一度に大量の泥をあつかうってのは、なかなか難しくてな。たとえるなら……そうだな。十じゆつ桁けたの計算を、瞬しゆ時んじに頭の中でやるようなもんか。だからまあ、慣れるまでには、もうちょっと時間がかかるわな」

「……いい例えをする。さすがは王の相談役、といったところか」

「んま、マジでそんな感じだし」

「もうお前を安くは見ない。難敵としてあたる」

　ザックが構える。

「……いいねぇ、ゾクゾクするわ」

　デミアンは嬉しそうに唇くちびるを舐めた。
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　ザックはデミアンの連撃をかわして、反はん撃げきを試みる。腹を狙って剣を振るうが、やはり当たらない。体を泥にしてかわされる。剣の勢いで体勢を崩してしまったザックの顎を、デミアンは勢いよく蹴りあげた。

「がはっ！」

　二人の死し闘とうは、十数分にも及およんでいた。

　しばらくは膠こう着ちやく状じよう態たいが続いていたが、ここにきてデミアンが圧おし始めている。攻撃も効かず、体力が減ることのない人型魔法が相手では、あまりにも分が悪い。

　魔法が使えれば活路を開くことはできるのだろうが、あいにくザックは、魔法がまったく使えない。絶対防御があるとはいえ、かなり厳しい状況だった。

「もう終わりか？」

　倒たおれているザックを、デミアンは楽しそうに見下ろしていた。ザックは剣を杖つえのようにして立ち上がる。

「はあ……はあ…………」

　肩で息をするザック。

「なあ、返事くらいしてくれよ」

「……」

「なんか喋しやべれよ、おらっ！」

　デミアンは両手を鞭むちのように変化させ、何度もザックに振るった。まるで雨のようにザックを襲おそう泥の鞭――絶対防御で防いではいるが、明らかにザックの動きは鈍にぶくなっていた。反撃ができない。

　亀かめのように防御を固めるザックを見て、デミアンはつまらなそうな顔で鞭を戻もどした。そして、ゆっくりとザックに近づいていく。

「本当にこれで終わりか？　ザック」

「なあ……」

　ザックが口を開く。

「『こいつはもう虫の息だ、このまま殺せる』そう思っているだろう？　デミアン」

「……なにを言っている？」

「ダメージは深刻、体力もほとんど残っていない。ふふっ……たしかに。今の俺では、お前には勝てない」

「だからなんだ？　命いのち乞ごいか？」

「いいや。ようやく準備ができたんだ。お前を殺す、な」

「……なんだと？」

　デミアンが眉をひそめた――そのとき、ザックは左目の眼帯めがけて剣を振り上げた。

　泥泥棒さえ破は壊かいすれば、奴やつを倒せるはず。デミアンが油断して近づいてくるのを、ザックはずっと待っていたのだ。

　――だが。

「アホか」

　剣はカンッと高い音を響ひびかせただけで、デミアンの顔には食い込まなかった。

「泥泥棒を狙ってくることは、分かっているって。唯ゆい一いつの弱点だからな。それしか俺を倒す方法はない。だがな、弱点をそのままにしておくと思うか？　泥泥棒の周りは、とびきり固めた泥で囲ってある」

　と、デミアンがザックの髪かみをつかむ。

「舐めてんじゃねえぞっ！」

　そしてそのまま、ザックに膝ひざ蹴げりをあびせた。

「がはっ！」

　鮮せん血けつが辺りに飛び散り、後ろに倒れ込むザック。

「ていうかよ、ただの剣で遺物が斬れると思ってんのか？　遺物を壊こわすなんてことは、簡単なことじゃない。周りを固めているのは、あくまで保険だ」

「……だろうな」

　倒れたままザックが答える。

「たしかに俺の剣では、泥泥棒は破壊できないだろう。だから言ったろ？　今の俺では、お前には勝てない、と」

「……なに？」

「後ろを見てみろ」

「ああ？　後ろがなんだっ――」

　デミアンが振り向むいた――瞬間。

　光の矢が左目を貫つらぬいていった。

「があっ……っ!?」

　デミアンがたたらを踏む。

「こ、これは……絶対穿貫？」

「俺の攻撃は、あくまで泥泥棒の位置を確認するためだけのものだ。あれで倒せるだなんて思っちゃいない。本命は、絶対穿貫による攻撃だ」

「く、クソ……がぁ」

「あんたさ、余よ裕ゆうこきすぎ」

　暗くら闇やみからミシェルが歩いてきた。

「あんな雑ぞう兵ひようどもに、私がいつまでも足止めされているとでも思った？　バッカじゃないの？」

「こ、こ……こ、この……クソども、が」

　デミアンは右手を伸のばしてミシェルに数歩近づいていき、そのままゆっくりと地面に倒れこんだ。

「ざまあみろ……へへっ」

　ザックが身を起こす。

　ミシェルはザックにかけよると、心配そうに顔をのぞき込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「……大丈夫。しかし、よく意図を汲くんでくれた。助かったよ」

「あんなでかい声で喋っていればね。嫌いやでも聞こえてくるって」

　ミシェルがザックに手を差し出す。

　ザックは、その手をとって立ち上がった。

「私に聞かせるために、わざわざデミアンに質問してたでしょ？」

「……まあね。タイミング完かん璧ぺき」

「イエイ」

　と、互たがいの拳こぶしをコツンと合わせる。

「派手にやられたね。油断したの？」

「いいや。デミアンは強かったよ……。俺を殺すためだけに、すべてを捨ててきている。こいつの執しゆう念ねんとかプライドは、並なみ大たい抵ていのものじゃない。尊敬に値する」

「ええ……やめてよ。あんなの尊敬するの」

　顔をゆがめるミシェルを見て、ザックは思わず笑ってしまった。

　そのとき。

　ミシェルがびくっと体を震ふるわせた――かと思うと。

「……あれ？」

　泥の棘とげが、ミシェルの肩と腹を貫いて飛び出してくる。棘はそのまま、ミシェルを空中へと持ち上げていった。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　まるで断だん末まつ魔まような耳を劈つんざく悲鳴があたりに響く。

　苦く悶もんの表情を浮うかべるミシェルの肩と腹からは、大量の血が流れ出ていた。

「ミシェル！」

　ザックは棘を斬って、すぐにミシェルを助けだした。そして剣けんを投げ捨てると、倒れているミシェルの体を両りよう腕うでで抱きかかえる。

「ミシェル、大丈夫かっ!?」

「……ザック……なにが、あったの？」

「泥の棘……」

　これは――

「はろ～～、ザックちゃん」

　呼ばれて振り返かえると、そこにデミアンが立っていた。額に手を当て「ひひひっ」と気色悪い笑い方をしている。

「デミアン……」

　泥の棘の正体は、やはりデミアンだった。

「……なぜ生きている？　絶対穿貫は、ちゃんと左目を貫いたはずだ」

「ああ、左目はな。だが、そこに泥泥棒があるなんて、誰が言ったよ？」

「まさか……」

「そのまさかさ。俺も言ったろ？　弱点をそのままにしておかない、と。泥泥棒は、俺の体の中を常に移動してんのさ」

「眼帯の奥おくを見せたのは……わざとか」

　ザックが唇を噛かむ。

　なぜその可能性に気付かなかったのだろう。やはり自分は、心のどこかでデミアンを下に見ていたのかもしれない。

　そんな駆かけ引ひきなどしてこない、そう思い込んでいた。

「心臓狙ねらったんだが……ちょいズレたか。んま、それでも致ち命めい傷しようだろ。ミシェルの腹の中はぐちゃぐちゃだ」

「がはっ」

　ミシェルが血を吐く。

「これで絶対穿貫は封ふうじた。さて……どうするね、ザックちゃん？　土下座でもするか？許してもらえる、か、も、よ」

「ふ、ざ、けんじゃ……ないわよ」

　ミシェルはザックにつかまって立ち上がり、魔ま法ほう陣じんから絶対穿貫を取りだした。

「動くな、ミシェル！」

「……ダメよ、ザック。あいつを……殺すには……遺物を破壊するしかない。それができるのは……私の絶対穿貫だけ。だったら……私がやらなくちゃ……ダメなの」

　ふらふらとよろめいて、ミシェルが前に倒れそうになる。ザックはとっさに手を伸ばした。

「いやいや、泣かせるねぇ……うんうん。旦だん那ながふがいないと、嫁よめさんが苦労するもんだな。ぎゃはははははははははっ！」

　手を叩いて笑うデミアン。

「黙れ」

「黙るかよ、バカたれ。いかに絶対防御でも、盾たてじゃ俺には勝てねえ。自分の立場くらいわかれ」

　盾では勝てない――その言葉が重くのしかかってくる。

　たとえ鉄てつ壁ぺきであっても、絶対防御ではデミアンに勝てない。傷ついたミシェルも早く治療しなければ。

　だが。

　――どうすればいい？　俺には何もできないのか？

　打つ手がなく目を伏ふせると、左手の紋章が視界の端はしに入った。

「……いや、ある」

「え？」

　ふいに言葉を発したザックを、ミシェルは訝いぶかしげに見た。

「ミシェル……」

「なに？」

「そんな身体ですまないが、あと一度、あと一度だけ、絶対穿貫を撃うってくれ」

「で、でも……泥泥棒がどこにあるかは――」

「いいや違ちがう。デミアンに、じゃない」

　ザックはミシェルの耳元に近づいて、そっとなにかを耳打ちした。聞いたミシェルは、大きく目を見開く。

「あれを……ここで？」

「ああ。奴を倒す可能性があるのは、この方法しかない」

「そうかも……しれない。私も、あと一回が……限界っぽいし」

「……悪いな。できるだけ早く終わらせる」

「うん……。信じてる」

　ミシェルは笑顔を作って、小さくうなずいた。ザックはミシェルをその場に座すわらせると、デミアンと対たい峙じした。

「作戦会議はもういいのか？」

「まあな。早く終わらせよう。ミシェルの治ち療りようをしなければならない」

「勝てると思ってんの？」

「……勝つさ」

　言い終えると、ザックは絶対防御を発動させた。

　――この力を使うつもりはなかった。

　なぜなら、あまりに得体の知れないモノだから。

　この力を使うことで、絶対防御と絶対穿貫が使用不能となる。身体にどんな影えい響きようがあるかもわからない。

　だけど。

　ミシェルが死ぬよりも悪いことなんて、この世にはない。

　だから――これにかける。




「ミシェル！」




　ザックが叫さけぶと、

「いっけえええええええええええええええええええええええっ！」

　ミシェルは歯を食いしばって、絶対穿貫を投げつける。そしてそのまま、糸の切れた操あやつり人にん形ぎようのように地面に倒れこんだ。

「へっ、最後の攻撃ってやつか？」

「……そうじゃない」

「あん？」

　絶対穿貫が狙ったのは――

「俺だ」

　そう言うとザックは、向かってくる光の矢を絶対防御で受け止めた。

　――瞬しゆん間かん。

　辺りは、まばゆい白光におおわれた。
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「こ、これは!?」

　デミアンは目を閉じて叫んだ。

　覚えのある白光――デミアンはすぐに、以前玉座の間で見たものと同じだと思い出した。

「……あの光か？　絶対防御と絶対穿貫をぶつけやがったなっ！」

　光が収まっていくのを感じて、デミアンはゆっくりと目を開けた。

　すると――

「がはっ!?」

　突とつ然ぜん顔面を殴なぐられる。

　そしてそのまま、無様に地面を転がっていった。

「あっ、があ……」

　土をつかみ、うめき声をあげる。

　デミアンは、自分の身になにが起こったのか理解できなかった。泥泥棒の能力で、自分には一切の攻撃は効かないはず。

　なのに殴られた。

　デミアンは頭を押さえながら、ゆっくりと立ち上がった。前を見ると、ザックが立っている。

「どうやら成功したようだな」

　ザックが言う。

「お前……なにをした？」

「悪いな、デミアン。説明している暇ひまはない」

　ザックは走って間合いをつめ、デミアンに拳を伸ばした。

「効くかよ――」

　泥に変化してさけようとするが、

「なっ!?」

　――できない。

　デミアンは再びザックに殴られて、地面を滑すべるように飛んでいった。

「な、なぜだ？　なんで泥になれねえええええええええええええええええええええっ！」

　怒いかり狂くるって叫ぶ。

「服を泥で作っていたのは、本当らしいな」

「……なに？」

　デミアンが自身の体を見てみると、なぜか裸になっていた。泥で作ったはずの服が、いつの間にか消えてなくなっている。

「て、てめえ、ザック！　いったいなにをしたっ!?」

　ゆっくりと近づいてくるザックに、吐き捨すてるように言った。

「さあな。俺にもよくわからない」

「……わからない、だと？」

「今の俺には、あらゆる特殊能力や魔ま法ほうを無効化する力があるらしい。なぜか、はわからない。そういうモノだと教えられた」

「なんだよ……それ？」

「泥泥棒にも効果があるか疑問だったが……その様子だと、ちゃんと効いているようだ」

「おいおいおいおいおいおいおい………………」

　と、這はうようにしてザックから離はなれるデミアン。

「特殊能力と魔法を無効化？　なんで……そんなことができんだよっ!!」

　聞いてザックは、ため息をついて立ち止まった。説明してやらないと、いつまでも逃げ回まわられてらちがあかないと思ったからだ。

　ザックが言う。

「絶対防御と絶対穿貫、その二つが合わさることで、新たな力が解放される。絶対防御は、力を封じておくための扉とびら。絶対穿貫は、扉を開けるための鍵かぎ、ということらしい。封じてあるのは、神しん魔ま戦せん争そうのとき、とある魔ま族ぞくが使っていた不条理な力だと聞いた」

「それが……特殊能力と魔法の無効化だと？」

「だろうな。詳くわしくは、俺にも分からない」

　言ってザックは歩を進める。

「へっ、へへ……なるほどね」

　デミアンは立ち上がる。

「だからか。だからあのとき――お前が俺の部屋に乗り込んできたとき、魔法石が発動しなかったってわけか……」

「今思えばそうだな。あのときは分からなかったが」

「なるほど……なるほどね、そういうこと、はいはいはいはいはい…………」

　デミアンは何度も小刻みにうなずき、

「って、ざっけんなああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　突然ザックに殴りかかった。

　拳はザックの顔面に当たり、首がわずかに傾かたむいた。

「……へえ。遺物がなくても人を殴れるんだな。デミアン」

「その見下した目を……やめろっ！」

　伸びてくるデミアンの拳を今度はかわして、ザックはみぞおちに膝蹴りを叩たたき込んだ。

「があっ……」

　くの字に折れ曲がるデミアンの顎あごを拳で跳はね上あげ、さらに二発を顔面にお見み舞まいした。そして、後ろに倒れるデミアンの背中を蹴けって身体を浮かせると、そのまま顔面をつかんで地面に叩きつけた。

　人間に戻ったデミアンとザックとでは、実力差がはっきりしていた。

　ザックはデミアンが動かなくなったことを確かく認にんすると、その場を離れて剣を拾った。

「ミシェルには時間がない。すぐに終わらせる」

「へ……へへっ」

　デミアンは、ゆっくりと起き上がろうとする――が、足に力が入らず、その場に崩くずれるように腰こしを下ろした。

「……あんだよ？　泥泥棒がなきゃ、立つことすらできねえってか」

　言って自じ嘲ちようの笑えみを浮かべる。

　ザックは、デミアンの首に剣を当てた。

「終わりだ」

「……強つええんだな、うちの元もと騎き士し様さまってのは。なんもできなかったぜ……」

「いいや、お前は強かった、デミアン。ここまで追おい詰つめられるとは、思っていなかった。素す直なおに凄すごいと感心したよ」

「泥泥棒が、だろ？」

「戦せん闘とう力りよくだけの話じゃない。戦法、心理戦、駆け引き、そういったものだ。俺は卑ひ怯きような人間というのを、無意識に下に見てしまう傾けい向こうがあるらしい。これからは、相手がどんなにクズであろうと、油断しないようにするよ」

「へへっ……褒ほめてんのか、それ？」

「まあな」

「……本当かよ」

「さっき聞き忘れたことがあるのだが？」

「……答えろってか？　ここで？　……マジで空気読まねえんだな、お前って。俺の遺ゆい言ごんは、ザックちゃんの質問の答えになるわけね……嫌な死しに際ぎわだこと」

　と、デミアンは顔をゆがめる。

「神聖エリアス国について、なにか情報はあるか？」

「神聖エリアス国？　……あの宗教国家か？　なんで聞きたいんだよ？」

「気になることがあってな。リアン王国は、エリアス国と繋つながりはあったのか？　裏で対立していたとか」

　デミアンは少し考えて、

「……ないない。そもそも国交ねえし。情報なんてほとんど入ってきてねえって」

「お前個人ではどうだ？」

「俺？　それこそないね。神様嫌きらいだし。宗教に興味ねえし。旅の商人の方が、よっぽど情報もってるだろうよ」

「そうか」

　なにか情報でも――と思ったが、デミアンはなにも知らないようだった。裏で繋がっている様子もない。

　エリアス国については、ドロシーから直接聞くしかないだろう。

「もう十分だ……。そろそろ殺そうか」

「見み逃のがしてはくれねえんだよな？」

「ああ」

「……即そく答とうかよ。んま、これまたお前らしい」

「じゃあな、デミアン」

　ザックが剣を構える――

「じゃあな、クソ野や郎ろう」

　デミアンは笑う――

　ザックは、躊躇ためらうことなくデミアンの首を刎はねた。
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「大丈夫か、ミシェル？」

　ザックは剣を投げ捨てて、ミシェルのもとにかけよった。

「……デミアンは？」

「大丈夫。終わったよ」

「そう」

　と、安心したように息をするミシェル。

「そんなことより、傷はいいのか？」

「私は大丈夫……大丈夫っていうか――」

　ミシェルは言いながら、自分の腹の傷をさすった。

「もう血が止まってる……。痛みはあるけど、さっきほどじゃない」

「まさか」

　ザックは言って、ミシェルの傷を入念に調べてみた。たしかに、もう血は止まっている。それどころか、すでに傷が治りかけていた。

　続けてザックは、自らの身体も確認する。

「……？」

　言われてみれば、不思議とあまり痛みは感じない。痛みがなくなった、のではなく、感覚が鈍くなっているような感じだった。

　考えられるのは――

「無効化能力の影響か……」

「でもさ、ザック。それだと、傷が治っている説明にはならなくない？　だって今の私たちって、回復魔法も無効なんでしょ？」

「ああ。だからこれは、無効化能力が発動したことによって、なにか別の力が働いた、ということなのだろう」

「……別の力？」

　ミシェルが首をかしげる。

「ほら、ドロシーの言葉を思い出してみろよ」

「ドロシーの……」

　ミシェルは宙に視線を向けて、しばらく考えた。そして、自信なげに答える。

「……肴さかなはありませんが、ワインで喉のどを潤うるおしてくださいな、ってとこ？」

「………………」

　思わず真顔になって、二の句がつげなくなってしまった。

　いったい、どこの場面を思い出しているのやら。

「それは……無効化に関係ないだろう？」

「……だって。そんな回りくどい聞き方されても、どこの話かなんて分かんないよ」

　ミシェルは唇を尖とがらせて反論する。

「ああ……悪かった。ほら、俺おれたちが王都を抜ぬけ出だす直前の話。絶対防御と絶対穿貫は、消失したわけではないって説明されたろ？」

「うん」

「あのときドロシーは、『二人の身体にも、ちゃんと変化があるはず』と言っていた。俺はそれを『特殊能力と魔法の無効化』のことと思っていたんだが、おそらくはそうじゃない。もっと別の変化があったんだ」

「それが……傷の超ちよう回かい復ふく？」

「かもしれない。が、違うかもしれない。なにぶんにも不明なことが多すぎて、はっきりしたことはなにも分からないよ。もしかしたら、デミアンみたいに、人間ではなくなってしまった、なんて可能性もある」

「……そこまで飛ひ躍やくするかな」

「まあ、なくはないって話。やはり現状では、無効化の力を安易に使うのは危険だろう。少なくとも、ドロシーからすべてを聞くまでは」

　ザックは、ミシェルの体をかかえるようにして立ち上がらせた。

　無効化の力は、神聖エリアス国に対しての切り札になる。この力を必要としているのなら、自分たちを無下にすることはできないだろうから。

　使い所を間ま違ちがえてはいけない。確実な『武器』として選せん択たく肢しに入れるには、もっと情報を集めないと。

「歩けるか？」

「うん」

「日が昇のぼってしまったら、無効化の力は失われる。そうなったら、また傷が痛みだすだろう。そうなる前に、エスタの村で治療した方がいい。回復魔法はダメでも、薬草なら効果があるはずだ」

「そうね」

「それじゃ行くか」

　ザックが歩き出すと、ミシェルに袖そでをつかまれた。

「どうした？」

「……あ、ううん。やっぱ歩けない、かも」

「痛むのか？」

「痛まないけど、歩けないの」

「……歩けない？」

　ザックは跪ひざまずき、ミシェルの右足に触ふれた。

「足の筋肉が硬こう直ちよくしているのか？　……これも無効化の影響？　いいや、俺にそんな症しよう状じようはない。だとすると……原因はなんだ？」

　ミシェルの足を見つめながら考えていると、頭上から呆あきれたような声が聞こえてきた。

「……そうじゃなくて」

「……？　なにが、そうじゃないんだ？」

　ミシェルに視線を移すと、バツが悪そうにそっぽを向いていた。

「……おぶって欲ほしいの」

「え？」

「ただ……甘あまえたかっただけ」

「………………」

　なるほど、そういうことか――とザックは思った。

　女心というものは、いまいち理解できない。治療を急ぐのなら、それぞれ歩いた方が早いだろうに。いくら傷が回復しているとはいえ、それは『理』に反する行動ではなかろうか。

　とはいえ。

　ミシェルをおぶって歩くのも、決して悪くはない。愛する人から甘えられるのは、やはり気持ちのいいものだ。それは『理』とか『利』といったモノの外にある、まったく別の感情なのだろう。

「……わかった」

　と、ミシェルに背を向けるザック。

　ミシェルは「やった！」と喜んで、ザックの背中にしがみついた。

「ザックにおぶってもらうなんて、子供のとき以来ねっ」

　上じよう機き嫌げんのミシェル。

　とても数分前まで死にかけていたとは思えない。

「ああ、そうだな。あのときよりは、かなり重くなった」

「もう……なんでそういうこと言うわけ？」

「なんでって？」

「女性に体重のことを言うなんて、デリカシーなさすぎ」

「体が大きくなっているんだから、体重が増えるのは当たり前だろう？」

「……女心がわかってない」

　ぽかっと。

　ミシェルに頭を叩かれてしまった。

　やはり、そういうことらしい。

「悪かった。これからは努力する」

「本当？」

「ああ」

「んじゃ、私が今なにをしたいのか、当ててみて」

「そうだな……腹が減っている？　食事がしたい」

「違う」

「なら……喉が渇かわいた？」

「違う」

「ふむ……じゃあ、ふかふかの布ふ団とんで寝ねたい」

「違うって！　なんかさ、さっきからザックの言うことって、子供の欲求みたいじゃん」

「そういうわけじゃない。ただ、ミシェルならそうかなって」

「それって……私が子供っぽいってことじゃなーーーいーーーーーっ！」

　と。

　ミシェルは、体を大きく前後に揺ゆすった。

　こういう行動が子供っぽいと思うのだが。

「わかった、わかったから。……ちゃんと考えるよ」

　そう言ったザックから、思わず笑みがこぼれる。

　とりとめのない、だけど、心から楽しいと思える会話だった。




　そんなやり取りをしながら、二人はエスタの村へと向かった。
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エピローグ　それぞれが向かう先に







「う、うん……」

　強い光を感じて、デミアンは目を開けた。

　美しい青空。太陽が高くのぼっている。

「……寝てた？」

　身を起こして辺りを見回した。どこかの荒こう野やのようだったが、自分がなぜこんなところで寝ていたのか思い出せない。

　しかも、なぜか全ぜん裸らだった。

「……なんだ？」

　二、三度頭を振ふったあと、額に手を当てて記き憶おくを整理する。

　……。

　…………。

　………………整理といっても。

　頭の中に白い靄もやがかかっているような感じで、整理する記憶が見当たらない。

　デミアンは考えることをいったんあきらめ、辺りを歩いてみた。

　野営の跡あと、大量の血けつ痕こん、刃やいばの欠けた剣――一つ一つを注意深く観察していくうちに、頭の中の靄が徐じよ々じよに晴れていくのを感じた。

　少し離れた場所には、無残に切り刻まれた多くの死体が転がっていた。そこでデミアンは、すべてを思い出した。

「……そうだ。俺はザックに」

　――殺されたはず。

　部下たちの死体の様子は、まだ綺き麗れいだった――ズタズタに切り刻まれた死体を『綺麗』というのはおかしいかもしれないが、とにかく、獣けものなどには荒あらされていなかった。自分が死んでから、まだ一日かそこらしか経たっていないだろう。

　デミアンは感かん触しよくを確かめるかのように、手の指を一本ずつ動かした。そして、今度は頬ほおをつねってみる。

　――痛くない。

　ということは夢、か。

「……そういや」

　デミアンは体を泥どろに変化させて、豪ごう奢しやな服を作った。痛みを感じないのは、泥泥棒マツドロバリーのせいなのだろう。

「……泥泥棒も戻もどってる？　どういうことだ？」

　再び考える。が、やはり分からない。

「とりあえず……行くか」

　ここにいても仕方ないので、街かい道どうまで歩くことにした。




　街道に出たあと、デミアンは王都に帰ることに決めた。

　不思議と、ザックたちを追おうとは思わなかった。行き先が分からないということもあったが、なにより気分が乗らなかった。

　王族の服では目立つので、ここで冒ぼう険けん者しや風ふうの質素な服装に作つくり替かえた。

　王都までは約十日。

　それからは、ひたすら歩く日々が続いた。

　泥泥棒のおかげで空腹も感じないし、疲つかれもしない。時間だけはたっぷりとあったから、デミアンは自分の身に起こったことを考えて、いくつか結論を導き出した。




　自分が生き返ったのは、おそらく泥泥棒が原因だろう。

　十年しか生きられない、という制約はつまり、十年は死ねない、ということではないだろうか。

　ではなぜ、ザックによって無効化された泥泥棒が、再び発動したのか。

　推測ではあるが、ザックの無効化能力は、なにかしらの制限があるのではないだろうか。

　たとえば時間、効こう果か範はん囲い、など。

　時間が経って、もしくはザックが離れたことで、泥泥棒の能力が復活したのではと思われる。

　一応筋は通っている。

　だが――

「分からねえことだらけだな……」

　デミアンがつぶやく。

　そもそも、あらゆる特殊能力スキルや魔法を無効化する能力が存在すること自体、とても信じられない。だが、これは身をもって体験したことなので、疑う余地はない。

「あの女に聞くか……」

　深いため息をつくデミアン。

　こういうことに詳しい女性を、デミアンはひとり知っている。泥泥棒は、その女性からもらったものだ。さらにいえば、絶対防御オールカヴアーと絶対穿貫セパルテイアの対決も、彼かの女じよから提案されたことだった。

　――あの女は、絶対になにか隠かくしている。

「……それは分かってんだけど」

　つぶやいて再びため息をつく。

　デミアンは、彼女のことが苦手だった。

　嫌い、ではなく、苦手なのだ。

　できれば会いたくない。

　会わずにいたい。

「んま、これは帰ってから決めるか……」

　そう言って、また王都に向けて歩きだした。




　歩き続けて七日が経過した。

　空腹も疲れもないが、退たい屈くつは苦痛だった。もう考えることはないし、景色を眺ながめても面おも白しろくもない。

　すれちがう冒険者や商人の女でも襲おそおうかと考えたが、やはり気分が乗らなかった。よくは分からないが、自分がもの凄く冷めているのを感じた。

　それは、ザックに対しても同じだった。

　前ほどの恨うらみはない。

「……なんだろうな、これ」

　役に立たない部下に「一度死んでこい」とはよく言っていたが、なるほど。本当に一度死んでみると、価値観や思考が変わるのかもしれない。

　そんなことを考えながら歩いていると、前方から妙みような奴やつが歩いてきた。

　妙な奴――メイド服を着たエルフの女だった。背中には、大きな荷物を背せ負おっている。

　メイドは目の前までくると急に立ち止まって、

「おや、デミアン様」

　と、話しかけてきた。

「ああ？　誰だれだお前？」

「ボクはただのメイドですよ。でもデミアン様、生きていたんですね」

「……はあ？」

　このメイドは、おそらく王都からきたのだろう。自分を知っていたのも、そのためだと思われる。

　凝こったメイド服なので、かなり金持ちの貴族に雇やとわれているはず。どこかで見たことがあるようなメイド服だったが、このときはまだ思い出せなかった。

「おかしなことを言うんだな。どうして俺が死んだと思った？」

　デミアンが尋たずねる。

　メイドの一人旅、ってだけでも珍めずらしいのに、出会ってすぐに「生きていたんですね」と口走るなんて。

　どうにも気になる。

　デミアンは急に興味がわいて、このメイドと会話を続けることにした。

「いえいえ別に。デミアン様こそ、どうしてそんなことを聞くんです？」

「生きていたんですね、なんて言われりゃ、普ふ通つう聞くだろ？」

「そうですか？」

　メイドが首をかしげる。

「喰くえねえ奴だな。……なにを知っている？」

「ボクがなにか知っているとして、素直に話すと思います？」

「……挑ちよう発はつ的てきだな」

「話したくないもので」

「……力ちから尽ずくで聞いてもいいんだぜ？」

　デミアンは不気味な笑え顔がおを作り、メイドをにらみつけた。

「そうですか？　ボクは構いませんけど」

　メイドは少しも臆おくすることなく、笑顔でそう返した。

　………………。

　…………。

　……。

　しばらく沈ちん黙もくが続いていたが、

「……やめとく。なんか気味悪いわ、お前」

　と、デミアンが先にメイドから視線をそらす。

　これは、今までの『気分が乗らない』とは少し違ちがっていた。

　上う手まく言葉では表現できないが、なんとなく、このメイドには手出しをしない方がいいように思えた。

　してはいけないような気がした。

　なぜなら――雰ふん囲い気きがよく似ているのだ。

　苦手なあの女に。

「んー、残念ですね」

　メイドが口を尖らせる。

「どっかいくのか、お前？」

「ええ。少し前に旅立ったご主人様のところまで」

　……ご主人様？

「そっか。んま、魔族や盗とう賊ぞくに気をつけろや」

「ありがとうございます、デミアン様」

　メイドはデミアンに頭を下げたあと、すたすたと横を通り過ぎていく。

　そのとき、かすかに記憶が蘇よみがえった。

　このメイド服はたしか――

「ああ、そうだ」

「はい？」

　メイドが振り返かえる。

　デミアンは「旅先で出会ったら、でいいんだが」と前置きして、

「ザックって奴に、『デミアンがまた殺しに行く』と伝えておいてくれ」

　と言った。

　メイドは「わかりました」と笑顔で返して、再び歩きだす。

　デミアンはそれを見届けたあと、「へっ」とかすかに鼻を鳴らし、王都へと向かった。







あとがき







　こんにちは、橘九位です。

　ＨＪ文庫から本を出すのは初めてですし、前作からかなり時間が経っていますので、「初めまして」という方が大半かもしれません。

　本を出していない間は色々とありましたが、多くの方からご助力を頂き、こうして戻ってくることができました。この場を借りてお礼申し上げます。




　さて。

　本作は『なんでも貫く矛』と『どんな攻撃でも防ぐ盾』が登場するファンタジー異能バトルです。

　物語を思いついたきっかけは、有名な韓非子の故事から。漢文の授業で習った方も多いと思います。

　ひとつの案として考えていたものにＨＪ文庫の担当さんが興味をもってくれて、具体的なプロットに取りかかることになりました。

　――ですが。

　具体的、と簡単にいっても。

　この『なんでも貫く矛』と『どんな攻撃でも防ぐ盾』を中心に物語を作っていくのが、なかなか難しくて。

　だって『なんでも貫く』と『どんな攻撃でも防ぐ』のですから。○○は貫けない、△△の攻撃は無効化できない、ではダメなんです。それでは『なんでも』ではないから。

　それはもう「チートじゃん」と。なによりも、『その矛でその盾を突いたら？』という、本来の矛盾にもぶち当たってしまうわけで。

　まあ、だからこそ『案』の段階で止まっていたわけなんですけれども。

　僕の場合、一度アイデアを眠らせてしまうと、再び引っ張り出してくることってほとんどないんです。

　だから、なぜ打ち合わせのときにこの案の話をしたのかは、謎なんですよね。たまたまネタ帳で目に入ったのか、それとも、なにか良い考えでもあったのか……。まあたぶん、たまたまなのでしょう。

　そんなわけで。

「こんな案もある」となんとなしに口にしたことから始まった本作ですが、何度も企画を練り直して、方向を変えて、方法を変えて、ようやく今の状態になったというわけなんです。

　たしか初期の企画では、もっとギャグ色強めだったような気が。根気強く改稿に付き合ってくれた担当Ｓさんには、感謝しかありません。




　感謝といえば。

　すてきなイラストをかいてくださった卵の黄身先生にも感謝です。ザックとミシェル、それにデミアンまでも格好よくデザインしてくださって。

　卵の黄身先生のイラストを見て、本書を手にとってくれた方も多いことでしょう。かくいう僕も、担当さんから表紙を見せていただいたときは、テンションが上がりました。本当にありがとうございます。




　そして、あとがきを読んでいる読者の皆さんへ。

　実は（今さらですが）、僕がファンタジーに挑戦するのは、本書が初めてでした。

　異能バトルは何度か書いたことがありますけど、異世界とかエルフとか、いわゆる直球のファンタジーというものを書いたことがなくて。当然苦戦もしましたが、とても新鮮で、楽しく書くことができました。

　読者の皆さんも、ザックたちの物語を少しでも楽しんで頂けたのなら、とても嬉しく思います。今の段階では続きが書けるかどうか分かりませんが、これからも応援していただけたら幸いです。

　最後に、出版にあたってご助力を頂いた多くの方々、そして本書を支えてくださった皆様に心よりお礼申し上げます。

橘 九位
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